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I 締 言

わが叶では新御三紀中所世の大継浸によって北ﾡ道よび東北地力で緑色接頃燃州の積が:行なわれ.

その後は. 地においてﾡ海選現象がくりﾡさiれ. それにともなって地州の形成。地形の回かが行なわ 

iれた。かつ第三兄末からか四紀にかけて激烈な火山活動が生じ. その放山物が此い範闘にわたり, 地変を 

被Wし, 火山氏を供給した。したがって. 地域によっては地ﾡ的にい、ちじるしく変化になむものである。 

このょう な地域では土城生成; こ関与する 七瘦母材 ・ ー も のでな: く •上境生成に ともなう 岩石 W 化の過 

団も. 地はには, 正しくﾡ開することがﾡﾡである。 岩石の呉化砕州物は土ﾡの無成成分の母であっ 

<. 土地の生産力あるいは設ﾡに対するﾡ抗力の強弱にまでも眺深をサえるm要な因子の1つである。

がﾡのよ う に •祺雑な来歴をもって生成された土壌の性状を解明し,合理的江土地利用を行なう ため 

には, その上地のもつ地質的•地形的な服歴を十分考慮に入れることがきわめてm要である。

筆 ら昭和27 年(1952) から,黒鳥と ともに日 本の赤色土の研究に従水し, おもに赤色土の生成に関 

して研を行なってさた。その結果,赤色土は生産力が一般的に低く,商悪林地が多いこと, そして, こ 

の土壊の出現様式に一定の傾向がある こと,っま り. 一級的には赤色の円染州または赤色門深を記じたﾡ 

岡をが度とするか, あるいは, お时が特定の位:置において,赤色な興命ﾡ化を行なっているところにとも 

なって分布•することが明らかになった。

本研究は, 上地の もつ地質的 •地形的来歴,すなわち地史との関連において,日木の赤色土生成を解明 

する 1 つのI災なﾡを示しているものと信ずる。

この研究では,代表的な赤色土分布地域と して,新潟 ・ 福美半ぬ •北九州 •富山地方および北海道を超 

び, その分布•状您と土壊断面を沟式 し,すすんで,赤色土心とその下位層の粘土風化を関べ,さらに両用 

ﾡ積作用川の地的地史的研究を行な っ た。

終わりにのぞみ,種々の便宜を供与された林※試験場前土壌調査部長宮崎 樹博上,土壊週逹区長竹原 

秀雄博士,研究に格段のご協力を妙た土壌調査科長黒鳥 忠博士, 分析室長新名急之助技官に,心からの 

感謝の意を表する。また木研究のと り まとめにあたっては東京教育大学教授柴田秀賢博士,同須藤俊男博 

士の窓切なる指導を賜わった。そして,酸化鉄鉱の試料は東北大学還候精緑硏究所南部松男博士に提供し 

ていたださ, 切家而図の解明には明治大学院教授岡山俊男博上のこ’指示を得た。土壌粘上の示差熱分析に 

関しては, 当場当研究室宇佐美美枝子技富,的場節子技官のご協力を うけた。上記のa氏に対しても, こ 

こに深甚なる謝意を表する。なs, 本報告は筆者の 1 人木立が学位請求論攵と して昭和 36 年 (1961) に 

取りまとめ提出 したものを主体と したものである。

II 日本の赤色土に関する従末の研究

土壌生成には気候 ・ ﾡ生 ・ 静透水 ・ 円岩およびその風化来艦の差県などが関ケし, これら活要素の差 

%によって違った土壌型が生じる。従来の気候的土案の分類によれば,亜熱帯的気候下で多湿な地方に生 

ずる酸化鉄に富む赤色の土壊を赤色土と し. 赤色土は黄色土と ともに褐色土壌の分布する地域の南部に  運 

統して出現するものと考えられている。

わが国の上原硏究の比較的初期においては,気候的土壊分類について巨視的な研究が行なわれ,気候的 

地域区分が採用されるとともに,生として土壊の理化学的性質の研究がすすめられた。特に赤色土につい
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ては,その生成条件に関与する ものとして,気候要素として宙卄係数,N-S 係該が:初されたゞうに見 

受けられる。 ナなわち. 日本における研究者と しては. まず, 関 (1938)", ﾡ下ら (1946ン"が挙げられ, 

両氏の土壌分布図では,日本をボ ド ゾル化土壊 ・初色土 ・ 赤色土の3つの土ﾡに区分している。日下部 

C1948)"と普野(1949ンニ)は雨量係数. N-S 係故から月た気候的土壊の値囲を規定 している。日下部は 

日本各地の雨量係数, N-S 係数の位と JENNY の値と を対比 し, また, LNG のiff 位係故とも比校 

している。これらを第1表に示した。同氏はま た, 日本各地の雨係数を求めたが, LANG,R. および 

JENNY,H. らの位とは必ずしも一致しないことを認め, かつ日本の場合, 寒冷れ (年平均知型13°c 以下 

であれ, 当然ボドゾルを生ずべき位(商量係数150以上. N-S 係数750以上) であって も. 比校的温 

暖(13°c 以上)であれば. 赤色土を生じていると述べている。同氏の算山した日本各地の量係数お上 

びN-S係数は第2表のとおりであり, また気候表 (1918ン0»によって各地の年平均気型を示すと。第3 

表のとおり である。これによると新渦市 ・ 宇部宮市・ 水戸市を結ぶ線以北には13°C 以上の ところがない 

から, 上記の諸氏の意見を もってすれば, 本土ﾡの生成を現在の気候によって脱明することはﾡﾡであ 

る。

赤色土の研究 III (木立・大政)

第 2 表 日 本各地の開量係数お よびNS係数(日 下部正雄に よ る)

Table 2, Rain factor and N-S quotient of various localities in Japan (KUSAKABE, M. .

1 門北係秋・ N-ジ係数と土既型

Table 1. Climatic moisture indexes and great soil groups.

プ テ ラ イ.卜 () 
Laterite (America

土,ﾡ 名
Great soil group

雨量北係数 
Rain factor

N-S 係 政
N- quotient

□s
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ポドソル 
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ンN
→

グ

ボ ドソル
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Black soil

ﾡ 色.,土
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Yellow soil

赤 色 上
Red soil

ラテライト 
Laterite

乾 操 気候 .的.土 薬
Dry climatic soil

>ieo

100～160

60～100

13°c> ) 

13°C～20°C740～60

20℃< J

<40

57～ 74

•
H

 
-

盲

3
f

 

ジ

ェ

ニ

イ

送がどぁ

得色』(政) (Europe)
BrOwn soil 1 (米 (America 

"。るa"( 8突383, 

ﾡ 色,森林 土(米) 
Brown forest Soil (America)

55～ 87
60～ 80
80～130

100～300
114～198

320～ 460

400～1000
380～ 750

280～ 00

地 名 問量 係 数 N-S 係 & 地 名 岡量 係 & N-S係数

Station Rain factor N.Squotient Station Rain factor N.S quotient

枕 ﾡ Makurazaki 112 597 御前崎 Omaczaki 139 998
鹿児 ロ Kagoshima 129 659 三 島 Mishima 123 688
宮 崎 Miyazaki 153 821 伊 東 Ito 153 660
熊 本 Kumamoto 114 631 ﾡヶ筒 Chigasaki 119 630
大 分 Oita 107 581 横 浜 Yokohama 118 549
佐 賀 Saga 114 583 東京Tokyo 112 504
長 ﾡ Nagasaki 123 535 富 崎 Tomisaki 116 563
富 江 Tomic 115 459 ﾡ 山 Tateyama 125 697
ﾡ 原 Itsuhara 153 68! 勝 l Katsuura 139 672
細 阿 Fukuoka 106 563 ﾡ 子 Choshi 113 596
飯 塚 Iizuka 112 602 S 田 lida 141 668
下 関 Shimonoseki 106 505 松 ボ Matsumoto 106 496
谓水 Shimizu 185 898 共 野 Nagano 91 431
商高 知 Kochi 171 810 追 分 Oiwake 162 822
空 戸 Muroto 150 688 甲府Kofu 93 417
徳 時 Tokushima 109 418 船 洋 Funatsu 183 875
宇和島 Uwazima 99 464 映 父 Chichibu 116 538
松 山 Matsuyama 89 530 熊 谷 Kumagaya 96 434
四阪ん Shisakazima 73 342 前 橋 Macbashi 97 376
多度津 Tadotsu 75 365 宇都宮 Utsunomiya 127 627
広 器 Hiroshima 102 462 価 野 Tateno 107 609
岡山 Okayama 75 340 水 戸 Mito 116 613
洲 本 Sumoio 100 513 小名浜 Onahama 120 597
神 戸 Kobc 88 341 猪商代 Inawashiro 160 939
大 阪 Osaka 89 405 福 ゐ Fukushima 102 485
和歌山 Wakayama 97 423 敦賀 Tsuruga 166 838
ﾡ】 ( Shionomisaki 149 700 稲 井 Fukui 178 1142
A 木 Yagi 99 522 金 沢 Kanazawa 190 966
京 都 Kyoto 111 574 輪 & Wazima 167 883
彦 ﾡ Hikone 123 669 伏木 Fushiki 167 1042
春 照 Syunsyo 150 850 商s 田 Takada 239 1255
浜 田 Hamada no 672 新 治 Niigata 140 740
境 Sakai 135 783 相川 Aikawa 121 556

豊岡 Toyooka 153 800 仙 台 Sendai 103 559
営 t Miyazu 144 830 石 巻 Ishinomaki 104 594
足 ﾡ Owasc 270 1370 水 沢 Mizusawa 124 672
津 Tsu 121 567 宮 古 Miyako 134 644

f 山 Kameyama 133 590 盤 関 Morioka 126 552
名古屋 Nagoya 114 547 山形 Yamagata 115 648
岐 4 Gifu 137 632 秋 田 Akita 173 999
75 ILI Takayama 181 998 Vf 森 Aomori 149 721
浜 松 Hamamatsu 128 552
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第 3 表 日本各地の年平均気(C (中央気象台編)

Table 3. Annual mean air temperature of Japan (Compiled by the 
Centra) Meteorological Observatory).

扯 ン 年平均気祉
Station U "n"・"eeci「"emP・ 地 名

Station
年 平均気通

Ann. mcan air temp. 
°C

児 & Kagoshima 16.6 岐 n Gifu 14.2
宮 ﾡ Miyazaki 16.6 高5 山 Takayama 10.0
熊 本 Kumamoto 15.4 浜 松 Hamamatsu 15.2
火 分 Oita 15.0 横 浜 Yokohama 14.3
佐 賀 Saga 15.4 東 京 Tokyo 14.0
長 崎 Nagasaki 15.5 ﾡ 子 Choshi 14.7
厳 原 Itsuhara 14.7 飯 田 lida 11.8

円 Fukuoka 14.9 松 本 Matsumoto 10.4

下 関 Shimonoseki 15. 2 長 野 Nagano 10.9

商 知 Kochi 15.5 甲 府 Kofu 13.4

徳 島 Tokushima 15.3 熊 谷 Kumagaya 13.4
松 山I Matsuyama 15.0 前 橋 Macbashi 13.1

多 度津 Tadotsu 15.2 字 都 宮 Uuunomiya 12.4
広 島 Hiroshima 14.6 水 戸 Mito 12.7

岡 山 Okayama 14. 6 稲 ぬ Fukushima 11.9
神 戸 Kobe 15. 1 牧 負 Tsuruga 14.1
大 阪 Osaka 15.1 m 井 Fukui 13.5
和 歌 山 Wakayama 15.3 金 沢 Kanazawa 13.2
京 都 Kyoto 14.0 伏 木 Fushiki 13.1
彦 ﾡ Hikone 13.6 新 8 Niigata 12.7

浜 田 Hamada 14.5 石 巻 Ishinomaki 10.8
城 Sakai 14. 2 宮 古 Miyako 10.1

津 Miyazu 13.8 山 形 Yamagata 10.6
津 Tsu 14.5 秋 田 Akita 10.4

名 古 屋 Nagoya 14.3 尚 森 Aomori 9.2

注 : 統計年次 Years of obs. (1901～1945

日本の赤色土に ついては 日下 (1948ン" の報告の中に, 関が 静岡県牧野駅・ 三数野 ・ 兵庫 

岡 •山口 県新於福 • M岡il外および福岡県田な どに赤色土を見いだ した こ と をあげてい る。主た, 野ら 

C1950)のは, m岡市客椎の赤色土について報告し, 特にその土ﾡの性状について究明し, これらはTuoRp 

が中国南部で認めた非ボ ドゾル性の赤ホ色土に融似した赤色土であると述べている。しかし, これらの赤色 

土の生成に関する事項については,ほとんど触れていない。

松商C1955ン"は大政らC1951ゝ"の研究の後で新県上越地顕城平野ﾡ辺の丘唆に散在する赤資色の土 

ﾡを調査研究 し,菅斯 らが研究 し た九州 の赤ホ色土と預似の も のであ る と 述べているが。同氏も 生成には合 

及していない。

わが国の土壌分布を示 したものに鴨下C1955)か»の日 本全国土壌分加図があるが,同図では山地の地域の 

土壌の種頭はりらかにされていないし, 赤色の土壌は関東以北の地域においては,ただ 1 箇所にテラ P ッ 

サが記収されているにすぎない。

以上のごとく, 従米の研究では関東以北に赤色土の分布をほとんど認めていないし, その生成に関する 

色土の研究 111 (木立・大政)

説は型在気係の訴である という がえ方から出ていないように見う けられる'。

T 竹 らC1957)" さ き に新県に分布する 赤色士の 分布調査を行ない, こ れは古い赤色士であ って,現 

在の立地環境で生成されたものでないことを明らかにした。

折泊県に分布する赤色北についてはさらに,地ﾡ学的研究を迫加し. その結果を後述するが,新県の 

ものと何様な山型り式をとるものに, 北海道小尚から朝里一帯に分布する ものがあ る (後述。

者らは本邦各地における赤色土を改れなく調査しつつあるが,いままでのところ,はとんどすべてが 

堆無 M の様相を帯びた古い赤色土である こと がわかった。日本の赤色土の分布は飛者らとﾡの調在では

第1図 本邦の赤色土の分布

Fig. 1 Distribution map of red soil in Japan.

" 木文の印刷手統中に松井お上び北川らがそれぞれ北九州および北海道において行なった赤色土に 

関する研究報告を入手したが, これらについては各地域の赤色土に関する研究の項で言及するこ 

とにする。
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第1図のとおりである。

古い赤色土が日本に存在すると述べているのは, WiuDE, S.A. の著書(1946)»に, 東亜および日本 

のボドゾル化したラテライ ト 化土壊は第三紀に生成された化石ラテ ライ トに由来するとの意見をもつ土採 

学者がある, との記載があるにすぎない。

東亜では Mohr (1944ンめがミジャワ高地 (1,300～1,500m)に存在する赤色土が御三紀末に生成された 

化石赤色土であるとし,Thorp (1936ンのは北支那の資土地域に,賞土の下におおわれた鮮新世に因する 

赤ロームの存在することを記載している。 また多日(1941ン" は支那の黄土の分布と生因に関する諸説の 

中で, BARBOUR,G.B. が黄上についての諸研究をまとめたものを紹介しているが,それには. 三門系 

の下に上部排新世期にﾡ積した保後系の赤色粘士があると記載され, 映西 ・ 熱河・山西の赤色粘土の化学 

成分組成も示されている。鹿問(1950, 1957ン8>み»は協社る地の周庁を示し,資土の下に不整合に帯赤色 

粘土層 (ﾡ口店期-Middle Plaistoceneう があると記載している。

オース ト ラ り アの赤色土については STErHENs (1950ン"»の報告があり, それによれば赤色土は温帯か 

ら熱帯主で拡がっているが, 第三紀の生成かあるいは地下水の影警か,も しくは過去の地的時代の地下 

水作用によるものなどではないかと述べている。Dalrymple, J. B.C1958もまた, 同様に過去におけ 

る風化現象の生成物であるとの説を発表している。

原田竹治C1955ン0はッ逃の亜熱帯に分布する赤色土 (CaGauuruiuu.. M.H.著) を翻訳し, そのなかで, 

赤色土は ソ 建においては比較的その分布が少ないが,比較的はっきり と認められるものの1つは, コーカ 

サス南西部. 黒海沿岸の丘陵性低山地帯であり,また赤色土と地理的. 成因的側をもつ資色土は亜熱書 

地方に特ﾡなものであり, 主としてコーカサス南東部,裏海沿用の低山地帯に分布し, 海抜400～600m 

までは赤色土•黄色土であるが,それ以上のところは山応地帯の湖色森林土に交替すると述べている。こ 

の赤色土について,Pstsov, B. B. は赤色風化皮殻は第三紀に, 開析のあまり すすまない地形条件下に 

はじまり, 今日まで, とざされることなく維従しているとの意見をもっていることが記載されているが, 

これは古い赤色土の生成お よ び保の可能性を示安 しているものということがでさる。

I 北海道における赤色土

赤色土城が気候的土壌であるとすれげば,前述のごとく年平均気置・問係数・N-S 係数などから見る 

と,北海道においては赤色土の存在は困ﾡであると見なされるが, この地域において試料を採集 し,顕ﾡ 

数規楽 ・ 示差熱分析 ・ X 線分析 ・ 電子ﾡ隊究級楽を行なったﾡ果. 従来本邦南部に比較的広 く 分布ナる赤 

色土とよばれるものと同一の性質をもつものであることを確認した。そこでまず最初に, 北海道の赤色土 

について述べることにする。

その分布地域はいまのところ小ﾡ市周辺 ・ 上初別村・ 陸別町・ 士別市東部で 発見されているが*, 士別 

市東部の赤色土は写真1のとおりであるが,小ﾡ市周辺の もの と 出現様式が刷 じであ るためこれと除き, 

前の 3 箇所の ものについて述べる こ と にする。その分布状態と 地質を図示すれば第 2～4図のとおりであ 

り,分布面積 ・ 標為などを表示すれば第 4求のごとく である。

・ 本調査は昭和29年 (1954) と昭和34年 (1959) に行なわれたものであるが,1962年に北川ら* 

オホーツク 海岸地域の お 赤色土について,さらにその後 1963年に苫前町, 隆別町について報告”> 

している。

―］まさ。

赤色土の研究 川 (木立・大政)
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第2図 小樽-朝里地区における赤色土の分布と地質図

Fig. 2 Distribution of rocks and red soilin Otaru-Asari region.
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第3図 社名消地区の赤色土の分布と地質図

Fig. 3 Distribution of rocks and red soil in Shanabuchi region.
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衣 

6

3山岩
Anules;te

土
Red SO:l
4*1

SanPlin9 Plots

第 4図 陸別地区における赤色土の分布と地質図

Fig. 4 Distribution rocks and red soil in Rikubetsu region.

第4表 北ﾡ道の赤色土の分布と産状

Table 4. Distribution and mode of occurrence of red soil in Hokkaido.

a. 赤色土の分布と地質

1. 小的〜術!地区の赤色土

木土城は小的市ル辺から!町にかけて. 課高60～200m のと ころに分布 し,小出市立精神病院裏(幸 

町r) の切取面 (高fさ7m, W20m) で. その頃式的断面が見られる。その状態は第5図のとおりである。 

この地域の地ﾡはﾡ析世に呂する小県用であって,前述の切取面の場所は, この照屈の上部凝灰岩ﾡに 

ﾡし. その上は赤色 ・ 紅色の門ﾡと少数の商色 ・ﾡ色のﾡおよび支武岩安山岩, 頁岩の岩片 よ り成る 

課附が被 救 している。この欧ﾡの上位は地な赤CMになり地炎部分は赤色土である。また。納里川の河 

口付近ではげ高:60～70m のところのﾡ灰役項岩・砂ﾡ凝ﾡ岩ﾡの地炎命分に近い厚さ 3～4m の層が赤 

色であり.W川域の河地段丘の際高40～100m のものの地表部分が赤色土である。

1 ピ tと
・小史土 ¥color 25Y改。) 
I「ie ⑹ ,Fた.l.i;sh cly bea 
) ﾡ色ぶと合む

らミボ (Color10R8)
j Peat colorea 3rvel bearag 
く Conglomerate bed 
»ふロ 日岩ﾡ

I Sady shale bcd

Sanlstone mnenber

・ ら4卜共位型 
ミcumPl:ns plots

注 (1) 分布面積は概略数価である。

(2) この種の赤色土の存在を確,玄しているものに,常呂,定山資の赤色土がある。

所 在
Location

番号
No.

分布するﾡ高分布面ﾡm xAliis"es Ars6epi 産 状
Mode of occurrence

地 m
Geology

小 ﾡ 市 
および

( m 町

Otaru〜Asari

1

小付近
60～200

(Cat Otaru 
city
朝里付近

70,20 
(at Asari)

600 2～4

ﾡ回可深所を面と し, 
その上位はか色粘土Mで 
ある。
Basal deposits of redly 
colored comglomerate 
covered with a layer 
of red clay.

小構累旧上慟相"”ハ

Otaru formation
(新世上部)

(upper Pliocene)

上初別村 

大字社名渕 

Shanabuchi
2 110～200 100

ー ー

6

带紫暗赤色の玄武岩「 
風化物 と 珪岩,女式岩の 

深/。 ,,
Weathered b8SaIt and 
deposit containing fri- 
ctia of quartgite and 
basalt._____

女 武 岩

Basalt

隆 別 町 
Rikubetsu 3 20～320 50 7

赤色耿質砂岩,項省の風 
物を主と した積層。

Deposits of redly COlo- 
red sandstone and 
shale.

路 別 刷13 .
Rikubctu formation

1 8

土 別 市)
4

Shibetsu
160

_____

10

-一 1

_____

2

み色軟質頁岩,滅灰岩を 

主と した堆秋眼。

Deposits of redly colo. 
red shal and tuffite.

解新〜更新世の砂岩, 
e岩層のう

Sandstone and mud-
stone formation

(Pliocene〜PleistoceneD

第5図 小Wの地質断面の談式凶

Fig. 5 Schematic presentation of geological profile in Otaru (Hokkaid。 district.

2. 社名洲地区の赤色土

本土ﾡは適ﾡ市西的IOkm にある上初別村大字社名に分布ナるもので,ﾡ析世後期の社名洲(i 

川肘に対比される>そ切って出した石炎加面岩に接して産山する女武岩体上に, 女武岩 ・ 建岩 ・ 柿板岩 

ェ どの 角球より 成る欧刷をが低と したホ色地積ﾡの 表 M 部に帯紫暗赤色根比土壊 と して 広 く 分 してい 

る。 これは典常にﾡ化したよ武岩に関した赤色である。 農家で井戸を掘ったところ, 36尺掘った 

が, 表店と全く同一な暗赤色の岩石であったというから,その厚さは少なくとも 12m以上あると推定さ 

れる。この一は岬高 200〜360mの低山地であるが, 赤色土は上社名済証落と下社名渕部落を画する 講 

探を境に して,上社名淵部落を包含する谷斜面にのみ分布 している。この赤色土は一様にﾡ赤色である。こ 

の付近には女武岩の分布は広いが, 他の場所は暗赤色を呈せず普通の玄武岩風化土の色,すなわち, ﾡe 

である。現在の気候下において このよ う な色土が生成されたとすれ, 同 じ然為で条件の等 しい女武岩 

体作は同様な風化現象を塁するはずであるが。現地調査と 切案面図によ る解析の結果,赤色土の分布する と 

ころけは, ちょうど河川をせき止めた (女武岩の迷出によって) 様相を呈していて, 古いﾡ代のﾡ止湖のﾡ 

緑にﾡ当するﾡ所と推祭された。また前述のごとく, その上位には角ﾡルがあり, 脂質な赤色土に移行 

するところから見て, これは小焼松な盆地か湖盆地の同縁部に運欲した粘土,砂,角球などの！i；錐堆積物 

と考えられる。またこの推ﾡの下位の女武岩白身も深いところまで赤色に風化している状態から見て,



12 - 林野土調査報告 第14号 赤色土の研究 III (木立・大政) -13-
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第6図 社名渕の地質断面の株式図

Fig. 6 Schematic presentation of gcological profile 
in Shanabuchi(Hokkaid。 district).

この岩石の風化は, かなりはげしかっ 

たものと思われる。赤色土の料は地 

表下の 1m のところから採災した。

地ﾡ断面は, 第 6 図に示す とおりで 

ある (第6図参照。

3. 陸別地区の赤色土

帯広市北方陸別用の北東約 4 kmに 

ある大字止若報落ー帯に,赤色あるい 

は段赤色の土壌が分布 してい る。標高 

270～320 mのとこ ろに分布 し, 厚 さ 

は 7m 以上と推定される。地ﾡは陸別 

Mで請拠岡 (古第三紀) に対比され. 

岩質は緑色砂岩•泥岩の互解である。 

赤色土用の下位には陸別用の赤色凤化 

級があ った。土壌断面は締 7図のとお 

りである。

中に放置 (多少ぶ料に圧力を加えておく) する。カパーグラスをかける とき も同様である。以上のような 

力法で小 ・社名 ・ 確別の土壌ならびに岩石の背ルを作って示したものが写真 2 〜呼真 6 である。

小海の赤色土を検鏡すると,酸角のとれた石英ﾡが認められる。大きさは 1～0.5mm であり消光がシ 

・ープで改状流光を示さない。赤相色の維状候故があ り,特にその中央部は色が浪く周緑部は談い。角関 

石 ・ 科長石樣然物の外形をと どめている もの もあるが, とんどのﾡ物が風化しﾡ別が困ﾡである。これ 

ら数物のN囲が特に赤色である。

社名渕の玄武岩の比校的新気な岩石は,ﾡ下では責』として多量の斜長石 (38%) と様ﾡ石 (15% と 

少の普通輝石 (5) を含んでいる。斜長石は 0.5〜0.2mm で長柱状自形結晶で大部分が聚片双品を 

している。累帯構造のものは少ない。細粒の屈折率を測定すると,男訓rの n.が 1.555～1.570であっ 

て, 前灰長石～亜灰長石である。ﾡﾡ石は 0.7～0.2mm大で粒状・ﾡ状である。普通輝石は0.2mmの 

短柱状自形ﾡ晶である。イ； 基は細粒状完品質で科長石 ・ ﾡﾡ石 ・ ﾡ石・ 磁鉄広などが, 問粒状組総を示し

ている。

地炎下 1m のと ころから とった赤色な岩石風化沛片を見る と,斑曲を している斜殳石の大部分が風化

0 C

10 ・

20 ・

30 ・

40 ・

50 ・

60 ・

70 ・

80 ・

90 .

A (Color25YR%)

BColr 25YR宏)

Ba(Color25YRﾡ)
(C)

C2(Color1ORﾡ%)

第7図 除別の土壌用断面の模式図

Fig. 7 Schematic presentation of soil profile 
in Rikubetsu (Hokkaido district).

b. 光学的観察

土塊の固結には,従來, キシロールでうナめたカナ 

グバルムを滴下 し滲透させ,70°C で, ホットプレー 

ト 上で徐 々 に因める 方法が用 い られたが", こ の方法 

では,固結するまでに約20日間を要するので本研究 

では固結用にメ クアクリル酸を用いた。 メタアクリル 

酸法に よっても, カナダバルサム法 と 同様にﾡ物刊定 

は十分に可能であ った。しかも ・結に要す る 時間を※ 

しく節約することがでさたのである。

メタクアクリ ル法の詐細を述べれば 次のとおりで 

ある。すなわち,土ﾡの境を40°Cで十分にﾡ燥させ 

2cm に形を整え, 試料がちょ う どはいる程度のガラ 

ス管に入れ, メ チルメ クアクリ ル酸を多めに入れる。 

ガラス管ごと減圧用デンケータに入れ, ﾡ転ボンプで 

圧し, コックで急に常圧にすることを2～3回ﾡり

返す。 この方法で土壌塊を破壊する ことなく,十分に液を滲透させる ことができる。 つぎにガラスに 

ﾡを して定温器で加熱する。メク アクリル燧と して市ﾡされているものは種ﾡによって重合遮度 ・さが

黙なるので試料により適当なものを過ぶ必要がある。40～45°C で加熱し, 液が水飴状になったとき,温 

度を10°C程度下げ係々に重合園納させるとよい。この力法では40～45 時間で土壌試料を固結 させる こ 

とができる。国ﾡ試料は糸ﾡかダイヤモンドソーで 1～3mm の薄板とし,研摩する。スライ ドグラスに 

午面を固定させるには,バルサムを用いるが,加熱すると固結試料がこわれるので, 定温器で40～45°C

し,橄桃石は赤褐色に汚染し,外形もくずれ,わずかに 

色 の濃淡から その存在が知られる程度 まで風化してい 

る。石基もほとんど赤褐色となり,わずかに斜長石の結 

品 が留められるが,他の武物は判別が困難なほ ど風化が 

すすんでいる。土ﾡを回絡してったﾡルではﾡ物ﾡの 

存在は全く 圆められず,赤欄色なしま模様と塊状銹物が 

認められるにすぎない。

陸別の土ﾡを検統すると,ﾡ長石ﾡ面岩 ・ 硬砂岩の岩 

ルが認められる。前 者はその割れ 日 に赤翔色の充填物が 

あ り ・ 後者は該状消光をする融細な石英徴の集合体で. 

その岩ルの周辺部は特に赤ﾡ色である。ま た方解石の脈 

が貫入 していて, その周経部も同様にﾡ赤ﾡ色である。

c.示差熱分析

風統細土200gから4分法で 208とり,1:3,000の 

アンモ=ア 水中で 3時間以上拡量 し, t降法で常法 どお 

り24 以下 の粘土分を取 り だ した。ま た, 風化岩石は桐体 

で乳中で砕さ, 325mesh の施で的別 し,325mesh以 

下の も のを 同様に水中振盪,沈降法分離で 2 " 以下の称 

土分を取りだした。試料にはこのようにして得られたﾡ 

土を さらに 35～40° C の温度で乾燥 した ものを用いた。 

なお,示差熱分析を行なう前には約5時間, 30°c 以下 

の定温摩内で試料を広げて乾燥 しておいた (本報文で以

Fの項におけ る 示差熱分析試料はすべて 同 じ方法で粘士 

を取りだしている)。

○c 1C0 20030○403c06c0700 600 1000

第8図 北海道の赤色土の示熱分析曲線 

⑴ 赤色土,⑵ 赤色粘土肘. (3)赤色映, 

(4) 緑色投,(5) 砂質頁岩 小樽; ⑹ 赤色 

土 社名渕; (7) 赤色土 陸別;

Fig.8 Differential thermal curves of red 
soil of Hokkaido.

(1) Red soil, (2) Reddish clay bed, 
(3 Red colored gravel, (4) Green 
colored gravel, (5 Sandy shale, 
Otaru; (6 Red soil, Shanabuchi;
(7) Red soil, Rikubetsu ;

color
赤色土 (2.5YRラ%)
Red SOSI
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第 5 表 示差熱分析によ る赤色土の含む粘上区物(北海道地方)
Table 5. Clay mninerals present red soil detected by differential 

thermal analyis (Hokkaid。 regionD.

p... 用, • 位
Horizon

さ 
Depth 
(em)

20

粘 土 ﾡ 物
Clay mninerals

小 除
Otaru

色 土
Red soil

加水ハ コイサイ ト, モンモリロナイ ト.?
Hydrated halloysite, Montmorillonite ?

ル
赤,色,W
Red colored 
bed

130 多量の加水ハ日イサイ ト
Hydrated halloysitc, (abundant

売、,色, 探
Red colored 
gravel

330 如水ハロイサイ ト.
Hydrated halloysite

d-een colored 

grave!
330 加水ハロ イサイ ト, ギサイ ト

Hydrated halloysite, Gibbsite

白色砂口頁岩 
White color 
sandy shale

490 加水ハロイサイト. モンモリロナイト?
Hydrated halloysite, Montmorillonite?

社 名 弾
Shanabuchi

赤.色 土
Red soil 100 ﾡ水ハロイ サイ ト. モンモリロナイ ト.

Hydrated halloysite, Montmorillonite

空 別
Rikubetsu

色 土
Red soil 60 ハロイ サイ ト, カオリ ナイト

Halloysite, Kaolinite

北海道の赤色土の示洗然分析は常法に したがい, 度上率1パ°C/分で行ない, 第8図の結べを得た。

これらの示笹熱分析曲線 CD.T.A.曲線) の吸絵 ・ 発熱ビー ク の温度および形状から粘土他物の林項を 

同定するのであるが,主ずﾡﾡとなるべきれ土ﾡ物のD.T.A.曲教のデータをまとめ, これを指閉とし 

て料の D.T.A.曲線か、ら導き山された (同定した) 粘土鉱物をだ示したのが第5炎である。

d.X線分析

土壌細土および風化 した岩石中の造岩花物,それに付財する粘土鉱物および含水金化鉄法な どを明らか 

にすることを日的として, X線分析を行なった。試科の関幣は,風統細土または岩石ﾡ化物を325mesh 

の節で節別し, 325mesh 以下の細粉を さらにめのう れ鉢で 5n 以下の微粉 と したものを用いた。

本報文で述べるX級分析の試料調整はすべて上述と同一の方法をとっている。またX線分析の条件は赤 

色土および赤色粘士では鉄対険極, 30KV,10mA, 岩石. M 物では銅対陰阪 35 KV, 15mAでGeiger- 

flex を用いた。

小嶋 ・ 社名洲・陸別の赤色土および社名洲の女武岩のX検分析結県は締9図のとおりで, これらから数 

物お よ び粘土数物を同定 し,表示 したのが第 6 及であ る。

e. 電子顕徴銀観察

土ﾡ試料約20gを蒸留水 500ml中で5時間振曲し,0.002nm 以下の粘土を分離 し, さらにその分 

散液50ml を1時間強く振ﾡし, 8～10時間静置すれば, 淡い乳沟 した部分にわかれた 分散液が得られ 

る。このごく淡い乳河部分から1流の試料を取り, コロジオン灰を張ったシートメッシ・上にﾡし,30°C 

で乾燥し,純クロームでシャ ドーイング した ものを電子顕微鏡で観察 した。そのﾡ果は真7から99 

のとおりであ り, 寃頭下ではつぎの粘土鉱物が認められた。

1. 小樽の赤色土 :ﾡ状およ び針状の加水ハ ロイサイトが多い。

2. 社名渕の赤色土； 長いパイ プ状の加水ハロイサイ ト。

3. 陸別の赤色七； 長柱状のハロイサイ トおよびカオリナイ トが多い。

ホ(a.十の TTI (ホ立・メヴ)
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第9図 北海道における赤色土のX線回折線図

(1) 赤色土,小構: c2) 赤色土,(3 玄武岩,社名測: (4) 赤色土,陸別

Fig. 9 X-ray diffraction curves of red soil of Hokkaido.
(1) Red soil, Otaru ;(2) Red soil, (3) Basalt, Shanabuchi;(4 Red soil, Rikubetsu.
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第 6表 X 線分析によ つて同定 した粘土成分中の鉱物 (北命巡の赤色土 

Table 6. Minerals in clay fractions (<2/ of red soil identified 
by X-ray diffraction (red soil in HokkaidoD.

地 . 名 
Location

地点番号
Plot No.

試 料
Sample horizon

小 静 社名 渕. 社 名 消. ﾡ 別
Otaru Shanabuchi Shanabuchi Rikubetsu

1223

赤 色 土 玄 武 岩 赤 色 土 赤 色 土
Red soil Basalt Red soil Red soil

課 5
Altitude m 80 120 120 305

(A音 14～15 X X

12土

A
B
y
(
y
)
u

 

エ
K

物

X-ray diffraction curves of minerals.

ギブサイ ト 
Gibbsite

赤ホ鉄鉱 
Hematite XXX

X

XXX

X

***

潮 鉄 鉱
Lemon ilc X X ***

日
Quartz XXX ***

クリストライ ト 
Cristobalite XXX X X

長 石
Feldspar

普 吹長.石 間 灰 投 石
Labradorite Labradorite

XXX X

・ ス高。石

XXX
... > (い
-----・ High

f. 赤色土の色と酸化鉄鉱の種類

赤色土はその名の示すように, 赤色ということが1つの大きな特ﾡになっている。この色が木土壊とい 

かなる関係にあるか,それを検对 したのが本項である力;,赤い色は赤色土の性貧であるから,本項では日 

本各地の赤色土を対比 しながら 検討をすすめる こ と にする。

赤色上の赤い色調は,土壌中に含水酸化鉄 M •酸化第二鉄および井結品質酸化鉄の存在と,それらに故 

合したﾡ土およびコンガンの色であると考えられてきた。しかし, マンガンはﾡ化して黒色iに,ﾡ土を合 

む ものは乳白色にな る ため,各ﾡの酸化鉄成分の方が赤色土の色に及ぼ寸影響は大さいのではないかと属 

われる。町下らC1956"は土色によぼナ遊隊鉄の影評を解明ナるため, 赤色土, チラ・ロッサについて 

光址色沢計で波長を測定 し,かつ NasS で遊離鉄を除去 した ものと比校 した 結果を 報告 し, 除鉄したもの 

はわずか、に主宰波長を変えるものもあるが,向一波長な示すものもあり,その変化は少なく, したがって 

赤色の ト•塩の七色はきわめて本質的なものであることを示唆していると述べている. また,小X(1959"? 

は験的に合成したは化鉄ﾡの色を調定し, 針鉄 M は黄色系統の色を. 野鉄数は Musspu.Hue の6.0 

YR け近の戦e系の色を. 赤鉄広は延石と同一の赤色を示すことを明らかにしている。

ホ色 Lのe 上城中の各問合水ﾡ化鉄放の色を反映するものとぢえられる。そこで. 赤色土および酸化 

妹ﾡをX線分断し, 合谷水破化鉄ﾡ物の和題を同定し. また課神土色帳"によって色相を調べた。その 

ﾡ果を対止 しc 示すれば第 7及のとおり であ る。

この及から, つぎの n 項が解明された。すなわち, (1)天然産の渕鉄訟. 鉄整層には各ﾡの酸化鉄鉱物 

が含むされているが,二川の高師小僧 (初ﾡ数) を除いて 他の湯銭 七 中には 赤鉄然が 見いだされない。 

(2)赤色土。初ﾡ低よびﾡ盤Mの色と合化鉄鉱物の団取とには関巡性があり, MuNsEtLHluct) 

10R. 2.5YR に城する ものは, 赤鉄鉱. 鉄ﾡの記合したものを多に含ス, それに少量のﾡ鉄ﾡがと 

も な う ものであるが,5 YR に属する ものは褐鉄然,ﾡめが主体で. それに赤鉄数をともなう。7.5YR 

〜1OYRに風するのはおもに初鉄ﾡであって, それに計鉄法,闇鉄鉱がともない,赤鉄ﾡはまれである。 

これは小ﾡが突験的に解明した結諭とほ同一であって,赤色 Lは赤鉄ぶの品色である赤色に,ﾡ戦色 

は針鉄ﾡ。無鉄羔の2色である黄松色に,黄色土は湯鉄旅,針卜鉄数の塁色である責色によって大きく支配 

されている。

っぎに赤色土中にﾡする合水ﾡ化鉄ﾡ物の安定性を知るために,400°c と s00°c に加熱して5時間 

恒温に保った。この加熱温度は, っざの子突験によって定めたものである。

予備災験としては非結晶口酸化鉄=Pイ ドを作り,100°c ごとに 5 時間色温 とし,試料の色の変化を操 

準土色帳によって しらべ,結晶化は x 線分析によ って しらべた。そのﾡ果,400°C とS00°C前後で色も 

結命 もしく 変移ナ ることを知った。

上記の予備実験にしたがい, 際土をそれぞれ400°c 5時間加然,S00°C 5時間加熱したものについて 

X線分析を行なった粒果は次のとおりである (試料は各 0.5g)。

原土→400°C=800°C の順

九州香ﾡの赤色土

赤鉄数。針鉄 赤鉄然,針鉄鉱,ﾡ映鉱→赤鉄ﾡ. t映。

2. ﾡAの赤色土

赤鉄紙。ﾡﾡ→・赤鉄数→赤鉄ﾡ。

3. 高知の赤色土 (テラ・ロッサ)

針鉄ﾡ 赤鉄鉱-赤鉄M, 鉄鉱→赤鉄鉱。

4. 社名渕の赤色土

赤鉄数。 鉄ﾡ。鱗鉄鉱-■赤鉄鉱,針鉄鉱. ﾡ鉄鉱→赤鉄鉱 針鉄鉱。

5. 九州 柏屋の赤色土

赤鉄数. 針鉄然-赤鉄鉱,針鉄ﾡ→赤鉄数。

6. 九州福岡の黄赤色土

焼鉄畝. 鉄鉱。赤鉄然ー赤鉄淡, 鉄数→赤鉄数. 針鉄然。

7. ボ ド ゾルの鉄盤M

ﾡ鉄放. 針鉄鉱→赤鉄鉱, 針鉄鉱→ホ鉄鉱。
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第7表 赤色 土 の 色 と 含水 酸化鉄 の 秘 煩

Tablc 7. Relationship between the color of red soil and kind of hydrated 
iron oxidc minerals present in the soil and hydrated oxidized iron ores.

X ﾡ 回
試 料

Samples

赤色土
Red soil

赤色土
Red soil

地 名色 相 明度/彩度

Location Hue Value/Chroma

The strengths of X-ray diffraction 
patterns

ささ。__  __・ガ>
faint strong
123456

九 州 希 椎 

Kashii

北海道 小 樹 

Otaru

1oR 4/4

1oR 5/6

赤色土 北書道社名例 2.5YR 5/4 ____
Red soil Shanabuchi

赤色土 北海道 陸 別 2.5YR 6/4 ・*・ ・* ・義・・ ・
Red soil Rikubetsu

赤色土 本 州 ﾡ & 2.5YR 5/4
-- **- **バババ-

Red soil Fukushima

赤色土 
(テジ・ロッサ 
Terra-rossa

四 国 高s 知 2.5YR 6/8
Kochi

赤色土 九 州 ﾡ 品
1 1 ---- 1

5.0YR 5/8
Red soil Kasuya —

T 「 TTTTTTTTTTT・・・・ー・・・・"

鉄製ﾡﾡ 木骨のボ ドゾル 
Podzol of the 
Kiso _region

5.0YR 6/8
・—.... ・ -- 一 "デ""*" 「 "デ"*ﾡ -- """*一

Iron hard pan

赤色+ 伊良湖岬 5. OY R 6/8 |.........
Red soil Irakosaki ..........

M あ ﾡ
Lemonite ore 7.5YR 5/6

• 業 ・義・義 ・

(鉄ﾡ層)Hard pan

ﾡ 鉄 & 7 c/8
・・・-・・・・・・・・・ー・・・・ ・.・ー・..・ー

Lemonite orc
・"*A V/ V

下の鉄金層 
Iron hard pan 

under black soil

設間ﾡ色土ﾡ 10.0YR 4/6 _____
____  

___
Asama black soil

鉄,盤岡 
Hard pan under 
volcanic ash

当手火山灰岡 
Iwate volcanic 
ash layer

10. OY R 6/6
・・・.・-・・

ﾡ 師 .小 僧 
Takashi-kozo 
(Lcmonite of 

Aichi prefecture

愛知二川 10. OY R 6/8 . 1
Futagawa

-一-
・»************

1

賞赤色土 九 州 稲 岡 1o. OY R 7/8 ・義・・・ ・ ・ ・・・〜・・・・〜 ・ ・・・・ ・ ・
Yellow-Red soil Fukuoka .......... ! i 1____ 1____

----  赤鉄ﾡ a-Fe:Oa Hematite
----  針鉄鉱 a-FeaOa ・Ha。 Goethite

ﾡ鉄鉱 r-Fe:Oa ・ H2O Lepidocrocite
------ ﾡ鉄鉱 FeOs ・ nHa。 Lemonite

予備実験を含めて の上記実験により, 非特品ﾡR化鉄の細品化およびﾡ鉄ﾡの脱水による他のﾡ化鉄放 

物への伸行は, 300°C～400°C 以上の型度(加時間5時間)を必要とすることがわかる。そして. 赤色

上において,400°C加然5時間催山lに保ったものが原土中の含布酸化鉄ぶとあま り変わらないのは. よ 

ど安定 した状您の赤鉄Mを含力•している ものと思われる。

・.考 察

北ﾡ道における上境のﾡ化過ﾡについ、ては,石塚,佐々木(1951〜1951け"»の報告があり, 佐々 

木ら (1954ッのW告によふれば北海道のﾡﾡ化過型において,母材の相違による 影離が大きいことを述 

べ. 社名瀬の玄武岩上の ト.耀は, 女武岩の一般的ﾡ化生成物であるという見解にﾡづき. その土領を潜在 

的ポ ド ゾルの様相を もった褐色土である と している。

しかし,この地方では. 何じ女武岩の風化土様でも赤色を塁するものとそうでない土ﾡがあり, しかも 

その赤色土は紫赤色を品し. 土刷が呼く・ かつ整合的にその下に 1om を越す厚さをもった角映. 円深 

(古生ル岩石) の堆積 M があって,両氏の見解を もってしては,これらの赤色土の生成を説明することは

とんど不可能である。なお. 北見地方で社名渕のほかに. 常日町イワケシ=山I(435m) の西北側山版 

斜面の 燉 高 350m のところで. 休曜紀の地の上に, さらに, 生田原村谷牛山(630mゝの石英ﾡ面岩の

上および活川の水源の北見士(1,300m) の玄武岩の上などに も. 厚さ 2mを越す赤色土が存在して 

いるので, 社名週をも含めて,これら赤色土の生成を母材の相遮による現在ﾡﾡの影響を受けた土ﾡであ 

ると見ることは妥当でないと考えられる。

特に注日ナべきことは, 社名渕, 小崎. 常日の赤色土の分布地域は. 浏母からさほど遠くないところ 

で, 段丘状平坦而; こ接続 した緩斜面(高度の高い ところ)に分布し, 陸別,士別の赤色土分布地域も河岸 

段丘に茨総 した低山地の緩斜面あるいは平坦而に分布 していると いうことである。

海母段丘,河岸段丘の形成は多く は海浸,海退に関連 して形成される ものである こと から見て も,赤色 

粘土.. 砂礫肘の堆板は, 現世のﾡ積岡 

ではな く,古地理的環究の変移が大き 

く地響していることを示すものと思わ 

れる。この関係は以下に述べる北海道 

の血ﾡ士の分布およびﾡ丘な らびにそ 

れより高い也置にある平坦面の形成と 

赤色粘土,ゆ隣旭と の上下関係を明ら 

かにすることによって, なお一ﾡ明ら 

かになるであろう。

ここでいう JR 粘土とは 0.01mm 以 

下の徹砂, 粘土分を多福:に含み,粘質 

で生路力の低い悪な地書M と それに

来する土ばの一部を指しているが。

これは森ら (1953, 1956, 1957)m"XQ 

によって研究されている。その分布は

第10図 北海道における 残粘土の分布 と 赤色土の

試料採集地図

Fig. 10 Distribution of the heavy clav soils and the
第10図のとおりである。 sampling plots ofred soil in Hokkaido.
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社名渕,常呂,小海,士別地域の赤色土の一•部はこ の 頂牌によ って被双されるか,あるいはそ 

の分布地城 より 探為の為い平坦面,認斜面に分布している。すなわも, 紋別と協別との間の海岸に接する 

地帯においては,標高 10～30m の平担面(上ﾡ積岡で削成される) には m 粘土が広く 分布し,それ 

りー茨高い平坦面で探高 30 〜 60m の地域で下簡積岡でﾡ成される 平坦 肉;こは旅帶上の分心はとわめて 

局部的で, 賞色土の分布が広く認められる。さらにこの地域に接統して, 初別川をさかのぼり迫低に至 

れば. 概高60～110mに河州段丘があり, さらにﾡ別川の支社名が川の中流部のげ高 110～200m のと 

こ ろには湖盆地形を示す平坦面お よ び級斜面があ って,こ の地域の緩斜面にのみ赤色土が比校的広 く 分布 

し,その一段低い平担面には赤色土は認められない(第3区参照。

小博地域では朝!川の下部で海地に近い標高40〜110m の地域に河岸区伝 (更新世*があり, その平 

担面上に赤色土の分布が認められ, またﾡ州線に添う頃高40〜110mのところには段丘状 (海触?) 平坦 

而(小楸累阳で構成される軒新世上部の地w 第 4 表卷照)があって,その上にホ色土の存在が認められ 

た。小樹市周辺では海触平坦面と考えられる ものが,標高40～200mの間に2段存在し, その商度の高い 

平坦面およびそれに接続する緩斜面で,平担面がよく保存されているところには赤色称土, 砂藻科が存在 

している。この平担面上 り一段低い平坦面および緩斜面には重曲土の分布が広い。

以上のごとく社名渕,小ﾡの赤色土は明らかに重ﾡ土の分布する段丘 あるいは平坦面より 1 段ないし 

数段高い平担面お よ びそれに接統する級斜面上に分布す る も のである。

ある地域に幾段もの平担面ないしは段丘がある場合, それらの段丘の高度と古さの関係についてはどの 

ように考えられているかをつぎに述べることにする。

第8炎 地中海北東部における平坦面と氷期と の関係
(ZEUNER)

Table 8. Plane-lands of the north-east coast of the 
Mediterrancan Sca formed in different ice ages.

ﾡIC1957"はその総報のなかで,

新世におけ る 地中海の平坦面高度を 

水期と間氷期に対し, 商度が高5い平 

担面ほ ど,地質時 代 的 に古いという 

ZzeUNeR の説 (第 8 表参照)を紹 し 

て, わが国でも特別の場合を除き, 一 

般に高度の 高い 河段 潮区丘/は ど 

その形成時期が占いと考えられると述

べている。

すでに述べたように, 赤色土の分布 

と段丘, お上 び平型画と の関係か ら 見 

て, 北見地方の赤色土のうち,常回町 

イワケシュ 山の標高 350m の赤色土, 

背谷牛山の 630m のもの, 北見富士の 

1,300m のものなどは, それらの地域 

の高位段丘面よ りはるかに高度のとこ 

ろに位置しているもので, 現在の気ﾡ

高 座Altitude 
m

平 坦 m
The plane-land

氷期 と 間 氷 期 

lee age and interglacial age
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* 猪木幸男・垣見俊弘(1954:小ﾡ西部地質区怖10) 

ﾡ究下における影呼を大きく受けたことによって生成された赤色土とは考えられない。むしろ, これらの 

高い梯為の ものは,過去のある時期にか、なりはげしい岩石風化が:行なわれたときの風化生成物が生皮地に 

岡しているも のであ る とみえられる。そ して, 社名渕の赤色土はその当時現在地近く にあると推定され 

る玄武心の双化生成祐 I:と 岩確お よ び 占生肘深を含むところから山腹斜面の下部に構成 されたﾡﾡﾡ積N 

である と思われる。 た社名の赤色土の分布地域は. その地域の近く にある遠軽の高位河岸段丘よ りで 

僕の平担面に茨続した扱斜面上にあるから, この段丘(更新世)の形成と 同時かあるいは,それ以前のﾡ 

独刷である と考える こ とが妥当な ものである と思われる。

小の赤色軌士・ 砂礫廊は地質図では小称緊脚の上部集塊岩周 QF新世上部)上に朮なっている。地 

M面区 (第5岡) でもわかるように,M理があ主りみだれておらず, 下位附 と は平行不整合状の堆越様式 

ととっている。獅本らC1954"の地K区設明書によれば,小嶋果を下部楽境岩刷 下部滅灰ﾡみ岩M, 

上部集境岩W・ 上部濃区ﾡ砂岩州の4層に分けているが, これら4刷は進積の時代的益県を験密に意栄す 

るものではないこと, ならびに上部集境岩刷は崎岩5よび同時代的脈岩をともなう集境岩を主とし, 黄灰 

色の質凝灰 むあるいは安山岩質の般灰角膜 岩が介在する ものである ことを述べている。さきに述べた赤色 

粘 匕 の時州の下位刷は上述の上部業城岩刷にﾡする黄K色砂質潔災岩に該当する もoであるとがえざる 

を得ないし, また, その上位の赤色砂礫肘は地質図では小構累Mに属するものとなるが,その地肘断面に 

おける堆前状理・岩賞および分布状態からみて,小懈無粧の侵曲面に堆積した 砂様層で ある と考えられ 

る。このことは地史的占地形的視点から見るとっぎのとおりである。すなわも,小ﾡではﾡ高60〜200m 

の地域にある平埋面とそれにつづく級斜面に赤色粘士. 砂原制が存在し,それより 1 段低い平坦面には, 

I統土の分布が広く,赤色土の#在は確認でさなかったこと. 小博. 初里同における上部集塊岩視で構成 

される 海他段 丘的平坦面上に赤色土が存在する こ と ・ 朝里川 の河岸段丘し上に赤色粘土砂礫の二次堆積別 と 

思われる 肘に と もなっ て赤色土が認められたこと などは,後に述べる よ う に本赤色土の山列成式を示す 

ものであり, これはまた平坦面の形成と きわめて深い関連を もっている ものと考えられる。すなわち,小 

椿地域の赤色土,赤色祐上砂堞附の生成は,小崎, 朝里間に存在する 標高 60～som の平坦面の形成以後 

それより1段低い平ﾡ面よびW単川の高位河州区丘の形成までの問において, かなりはげしい岩石風化 

が行なわっれた こ と に超因する も のであ る と 考え られる。こ の地域の平場面よ び段丘の 形成時期を さ らに 

究明 しなければ,赤色土の生成時期を決定する こと はでき ないが,上記の地中海の平担面と氷期, 間米期 

との関巡 (第8次) を一応参照すると, 赤色土の分布する平』証および級斜面は高度も高くかつ古い段丘 

または佼他面と考えられるので,赤色土の生成時期は地質時代と考えざるを得ない。•そして,これらの古 

土壌の生成 も 現代の成帯土壌 と しての赤色土と 同じく高温高湿な気侯条件の影響によるものとすれ, 古 

い間氷期の古気候の影閣が考えられる。上述の同査資料をもってすれば,この間氷期は,おそらくギュン 

ッ・ミ ンデル間氷期の亜期にあたるものであろう。

陸別における赤色上も小樹地域のものと同様に現在生成のものではなく,河岸段丘,洪積層の形成と密 

接な関進ともつ風化皮扱の残存物であって, 古地形的古気候的環究の影語がきわめて大きく 影評をケえて 

いる のと考えざるを得ない。現在の谷侵蝕が著しく ないと ころにそれが保存されている ものと考えられ 

る。

以上述べた こと は,赤色粘土,砂飛岡は, その分布状園, 地ﾡ断面, 土壌断面, 段丘との関連性など, 

地ﾡ的規Aから見れば, 河岸段丘 (現世古神中積の低位段丘より古い段丘). 海岸段丘の形成およびそれよ



—22 — 林野土調査報告 第14サ 赤色土の研花 III (木立・大政) -23-

り古い地別上に形成された平坦面ならびにそれに接続する緩斜面の形成当時における,古地形的状慫およ 

び古気映的環境の勝係が赤色ﾡ化に大き く 影辱を与えている ものであろ うという ことを指ﾡしたものであ 

る。

そこで,つぎに北海道各地の赤色土, 赤色粘土について,ﾡ士生成のﾡ点から粘土ﾡ物のﾡ題を明らか 

に し,さ らに赤色砂誤 別について岩石風化の面から構成効中の粘土公物の甄侦を明らかに して,赤色風化 

の現象を究明することにする。

最初に岩石お よ び推積層の桁土鉱物の種題と の関係にっき,理今までに明らかにされた諸研究の成果の 

概要を述べることにする。

生沼らC1959ン"は鉄火を地の第三紀用*の粘土ﾡ物を研究し,各地岡中にはイライト, 緑泥石,カオリ 

ナイト, モンモリロナイト を含冇するが, モンモリロナイトの比は上部の地岡はど多いことを知り, ま 

た土屋ら(1959ン®はゴ立川=ーム刷中にはアロフェン, 加水ハロイサイ トが:305. 下末キ ローム膻中には 

加水ハ ロイサイト, ロイサイトが 30%, 多降a ームM中には加水ハ ロイサイ ト が 80% なする こと を 

述べている。これは洪秋肘の下部用ほど加水ハロ イサイ トが多いことを示している。i江.川ら(1955ンは畑 

土縦の粘士ﾡ物を研究し, その点数は少ないが,火I灰土壌ではアロフェンと少のギプサイト, 渋積刷 

土壌では多於の加水ハロ イ サイト,ギブサイト (ただし, 試料は三方ヶ原,商師ヶ原の加戦色土), 新第 

三紀用士ﾡでは加水ハロイサイ ト,ハロイサイ トを合有することを明らかにしている。佐作々木C1957)は 

北ﾡ道ﾡ内, 添牛内の第三紀項岩層 (中新統) の土壌には大にいてイライ トが主休であるが, 各ﾡと 

通じ, 加水ハロイサイ トが多く,稚内のものは, モンモリロナイ トが下ﾡに比校的多いことと報告してい 

る。

以上諸氏の硏究成果を列挙したが,これら地賞時代を異にする各地时(上壊をも含む)の粘土城物の出 

ﾡには, その地層のﾡ秋当町およびその後の古地形的, 古気茨的環境の移行状態が反映する ものであると 

考えられる。

本所究において,小情の赤色土の統土数物はつぎのとおりである。示ﾡ熱分析締果では. 加水ハロイサ 

イト, モンモリロナイ ト?を合み, X線分析では, 多の加水ハロイサイ ト と カオリ ナイ トが認められ, 

覚子期微鏡下では,加水ハロイサイ ト (体状および針状) が認められた。社名渕の赤色土中には,おのお 

のの実験および視察結果から,それぞれに, 加水ハロイサイ ト, モンモリロナイ ト, モンモリロナイ ト; 

パイブ状の加水ハロイサイ ト が認められた。また陸別の赤色土中にはそれぞれに, ハロイサイト, カオリ 

ナイト； ハロイ サイト,多のカオリナイ ト: 長柱状のロイサイ ト, カオリナイ トが認められた*。

X線分析結果では,小ﾡの赤色土中には赤鉄鉱が認められ, 社名渕の赤色土中には,ﾡ鉄鉱, デアスポ 

一7 (あるいはギブサイ ト)の存在が認められ, 陸別の赤色土には赤鉄紙,初鉄ﾡの存在が認められた。

以上は北流道各地ﾡの赤色土中の粘土ﾡ物のﾡﾡを述べたのであるが,小ﾡの赤色ﾡ士, 砂除岡およ び 

その下部の白色砂H項岩岡では示差熱よびX線分析によって粘土鉱物の種ﾡははとんど同 じ稲題のもの 

であることが認められた。そして赤色粘土, 砂礫用中には特に含水酸化鉄鉱物が認められた。しかし, こ

・1 生沼は同じ報借のなかで,この第三紀附の生成時代は面所一中新世と 述べている。また, 渡辺 

ら(1950"は貝介石の種預を研究して, この第三紀用は寒流系から暖流系へ移行したときに堆

積した地層であるとしている。

*2 粘土鉱物の同定には GRIMの著書(1953ンけを用いた。

れら赤Cパの下部の未脈化岩パでは含水酸化鉄物は改められなかった。

以上現在気候成带土壊の 1 つと しての养色土と,合粘土放物のﾡ題と きわめて類似してる。

上述の北ﾡ道の赤色土および赤色砂映刷中の赤色映に各されているﾡ土ﾡ物生成について検討すiれば 

つぎのとおりである。

額藤C1953プのは岩石風化に際して生ずるﾡ土鉱物のうちで,加水ハロイサイ ト,ハロイサイ ト,カオリナ 

イ ト は多く の場合陸上の風化生成粘土である とし,加水ハロイサイ トはモンモリロナイ ト 鉱物が酸性水の 

地ﾡを受ける ことに上 って生成され, また,そのと ぎ の温度が高い麋境では さらに脱水 して ハ ロイサイ ト に 

移行し,低い温度の場合はカオリナイトに移行すると考えられると述べている。またPotYNOV (1937)«> 

は母省からの脈化皮扱の形政過ﾡには時期的に4 段諾があり, その第3段階ではカ オ リ ンﾡ土の集積が: 

町者で, 第4段階にいたり建のはげしいﾡ山とメタハロイサイ ト, ボーキサイ トおよび赤鉄鉱の集ﾡが 

あると し,この段階は熱性の条件下で長期にわたる巡統的な溶脱を受けて発進する と述べている。

以上円氏の説からおえると, 本突験で確された赤色映中のカオリンﾡ物およびギブサイ トは, 陸上に 

おけるかな り はげ しい岩石風化の* 跡を物語る ものと最われる。

川村・ 船引C1960ン»の1のなかで, 粘土風化について述べている ところによると, ﾡ物の風化に5段 

階があり, その第3 段階の終わり の状您では,士憶は酸性反応を皇する ようになり,カオリナイト,ハ= 

イサイ トが多く公主れるようになる。さらに第1段商においては炎ﾡ中の粘土合有量が設少し, 石英など 

双化しにくい一次鉱物の崎が増加し.また遊離性酸化鉄と響士も増加する。

前記の谷布ﾡ砂の鉱物旅定ならびに土ﾡ境の背ルの光学的規楽結県によ ると, 小悔,陸別の赤色土およ 

び小堀の赤色棵では,その合布一次ﾡ物は石英およびク リストパライ トが明りミ う に認められるかは, 

・頭も刊別しに く い風度主で風化が著 し く,含水酸化鉄* で著 し く 染されている こ と が明らかである。 

この ような状您は勉物が相当すすんだ風化段階にある こと を示す もので,粘土中にハロイサイ ト,加水へ 

ロイサイ トが多く合まれていることから見ても赤色土刷のﾡ物の風化は著しく進行したものであると考え 

られる。

社名源の赤色上とその下部の赤色角なを薄片に して光学的に檢続する と,前述の よ う に赤色ﾡ中の斜長 

石は風化してはいるが,その形をと どめている。さらにﾡﾡ石は略初色で外形のみをとどめているにすぎ 

ないはど風化している。一, 赤色粘土塊は含方鉱物の判定ができないほど完全に風化 していて,ただ赤 

色酸化鉄の縞模様状ない しは汚染 された状態の も のが観察 されたに過ぎないのであ って,こ れはやは り 赤 

色土層お よ び下部の角球層を も合めてかなた りはげ しい風化作用の影善を受けた こ と を示すものと考え られ 

る。

ところで, Xﾡ分析, 示差融分析などの結果,社名ﾡの赤色土にはモンモリロナイトが認められたが, 

前述川村らの記述によiれげ, モンモリロナイ トを合むものはれ土風化の第2段階か第3段階にﾡすること 

になる。このことは一見前記のﾡ者らの意兄と矛ﾡするようであるが, 必ずしもそうは考えられない。す 

ななわち, 既述のように社名洲の赤色土のX線分析果,V灰長石の在が確認されているので, 地質調査 

の結果とあわせて考えるとこの地区の色土の母材はおもに女武岩のﾡ化物であると思われるので, 土壌 

粘土中にモンモ リロナイト が在する こ と は, 土ﾡ中の女武岩風化物お よ び祐土の限化の進行にと もなっ

* 期敵鏡で偏光が認められたので含方酸化鉄と 考えた。
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て, 商出 される豊常な塩基類の存在が大 きく影師 しているためである と 考え られるのである。

Jackson ら(1952)は支那の土ﾡ中のﾡ土鉱物風化をあげているのによると, ラ トル化土およびラ 

トゾル中に多量のカオリナイ トおよびハPイサイ ト,かなり多量の赤鉄式と ギブサイ トが在することが 

認められる。 また前掲の川村ら(1960めの著書のなかに, 米国における土ﾡ型とその防土ﾡ物について次 

示されているが, それによると赤性色ボドゾル化土の主要粘土ﾡ物はカオリナイ トで, ラテライ トのそれ 

はカオリナイ ト(ハロイサイ ト？)となっている。MolR の著山によれば, 熱帯土ﾡ(#に東印度路島の 

土壌)でラテ ライ ト および赤色土中の粘土鉱物はカオリ ンﾡ物と含水酸化鉄を合んでいると述べている。

ところで, 北海道の赤色土の (各地ともに)は, いずれも 2.5YR もしくは 10R の色相を品し, 

この色相から既述のように (第9表参照) 赤鉄鉱ないしは含水赤鉄鉱の存在が予測されるのであるが,X 

線分析によっても,またその#在が認められたことは22ペーグに述べたとおりである。そのうえ, この 

始の赤色土に共通する主要粘土鉱物は加水ハロ イサイ ト,ハロイサイ トである。以上のこ とから本地方の 

赤色土は少な く と も称土ﾡ物各布酸化鉄な どの点では. ソ の亜然に存在する赤色土と とんど同 じも 

のである ように考えられる。また JAcKSON らの支那の土ﾡ型と合有粘土鉱物の表で示されているラ ト ン 

ル化土お よ び米国 の土堆型の ラテライト に近い も のであ る と 考えられる。

以上諸氏の説を引用 して北海道における岩石風化お よ び粘土生成を通観 したが, こ の地方の粘土成分が 

亜然带的気候の影響に よ って生成 された ものと すれば, 赤色土の出現様式から 考えてそれは明 らかに過去 

における気候の影襲である とい う ことがでさる。つざに赤色砂映財の増積について検討を加えてスたい。

北海道において,赤色砂 探 肘がよく 発達 している ものは小樹の赤色土下の ものなので,この断面(第5 

区参照) について考一察をすすめる ことにする。

小崎の赤色め探層中のﾡは赤色を呈するものが多いが,ﾡ赤色なもの, 商緑色なもの, 紅色なものもあ 

る。そして,少量ではあるが明らかに安山岩深と思われるﾡ灰色を品する映が型入している。これらはい 

ずれもと もに著しく 風化している。また疎府中の粘土は上部の赤色M上肘の粘土とほとんど同一である。 

このょう に色調の巣なる除が型入 していることに よって,これら の礫が現在の位住に運航された と き は, 

供給派地域が異な っていた こ と も 考えられる。後述する関崎の花闘省上にある赤色険層で も 同 じこと が認 

められたのである。すなわも, ここでは花幽岩礫で,赤色な ものと,白色なものとがあったが,阿者の大 

きさには著しい蓬異は朗められなかった。ただ称土鉱物の種ﾡが多少興なり, #に前者はギプサイ トを多 

ﾡに合するが, 後はギプサイ トの合が少量であった。

た北九州の早良村留 (後途) の巨礫 用 中に も 赤色花園岩礫を混じて いたが,赤色疎が特に小さいと 

いう 傾向は認められなかったので,赤色でない花摘岩礫と ともに同じよ うな堅さのものが逃積されたと も 

見なすことができる。

縮岡築粕品郡久山町上久原池の周辺には,赤色砂礫胸が分布 し, それと撤続して三前変放岩が跡量して 

いるが, この石英 ・ 緑泥石 ・ 白委母 ・ 曲 及石片岩は船分的に著しく 赤色を呈して いた。そこでは赤色な部 

分とそうでない部分とでは, 固さがあまり異ならなかった。また上久原池より標高の高いところには, 三 

郡変成岩の上に赤色土があるが, その下位の岩体も深さ 1～2m まで赤色な部分と, そうでなない部分とが 

あった。しかも,赤色土の下将部には赤色の角疎が多かった。

北九州でば上記の よ う なに赤色砂映州と歩色を晶する岩のﾡ品部とが校続しているところが,はかにも 

見うけられた (後述)。

主た広ﾡ飛三次市西部,作本村大字大久保では, 際高4S0m のとこ ろに石英式岩の質題があ って・深さ 

2mまでホ色を塁し,10〜15cm大のた主ねぎ構適をもつ赤色な部分と, そうでない部分とがあった。そ 

の足ﾡつづさでげ高420m のと ころに赤色円礫附があって, そのﾡは赤色を星する石英責岩の亜円殴であ 

った。またﾡ高460〜300mには赤色門ﾡをiずるW州が、なﾡを被叫し, その欧刷と整合的に頂なり合っ 

て. 上位には含赤色裸赤色秒,粘土肘が分加していた。この大久保地区では,捺為の高いところにある石 

英斑岩の赤色を呈する岩石と, そうでない岩石とがともに剝離され迎ばれて,標為の低いところの赤色円 

幾 m を形成 しているよう に思われた,三次盆地のルﾡ部でははかにもこのようなところが多いのである。

また, 新海 JR /発田山•の 迎 那菅谷では, 課高6140mに赤色を品する花闘岩の露品があり, それより標商 

の低い五十公野山には花岡岩ﾡ赤色砂深と, 石英ﾡ置岩の赤色亜門砕で構成する砕刷があって。その课曆 

にmな り 合って上位に赤色土が分布 していた (後述)。

以上のよ うに, 赤色を塁する風化した岩石のﾡ頭が標での高いところにあり, それよ り燃高の低いとこ 

ろに, その岩石の深を多ﾡに各行する赤色砂欧船があって, その赤色秒疎时に整合的に近なり合って赤色 

上が分布するとい う 様相をもつことが, わが国の赤色土の産山状態の一般的特微であると思われる。

北海道においては,本州および九州の各地方 に分布する赤色土に比較して,その面積も狭く,かつ,点 

在的であるが, 既述のように常 科,陸別. 社名調では. 本州および九州における赤色土の産出状個の一級 

的特徴に符合する ものがあると場えられる。小岡, 士別では赤色を呈する岩肘の即頭を発見できなかった 

が,これは赤色を量する岩州がすでに炎層侵ﾡによってﾡ離流亡 したためであると思われる。

小間の赤色の民Mは回結度があまり高くないが。亜円w. 円踝を主とし,岡型があり. 推積町であるこ 

とを否定することはでさない。このN型は明らかに西南に価いていて断刷が認められた。

つぎに赤色土と下位Mとの関係についてまとめてスることにする。

陸別の赤色土の下Mは赤色の亜角除を多に合み, 基岩も赤色を塁 し,社名謝では赤色土の下刷はﾡ 

ﾡ積物であることは前述のとおりである。小ﾡの赤色および下位にある赤色砂刷には 3～5mm 大の赤 

色の小ﾡを谷んでいて,前者は後者に頂なっていた。また, 赤色砂と下位の赤色砂碑層とは平行に重な 

り合っていた。

※者らはさきに北海道の赤色土は,高位段丘と同じように見うけられる平担面または山施級斜面に, そ 

れらがあま り投性され開析されないようなな地域にのみ分布していたことを指摘したが, この赤色士は, 一 

般的にいえば, 面ﾡ土によ って被ﾡされていたのである。

以上の列記したこと,さらには, 占地形的に きわめて限られた平坦面に分布する事実(切家面図資料に 

よる) なども含めて,北海道の赤色土の生成機構についてはロ下検"中であるが,この赤色土は,下位の 

赤色ゆ周 赤色砂院岡の生成。あ る いは岩Mが赤色を星す るに至っ た時期 と 同時かそれ以後 といっても, 

さわめて近い時期にいて, これはまた重ﾡ土層の形成以前で. 高位段元, 平坦面および山難後斜面の形 

成の末期か、あるいはその後間もない時期において最初に形成されたものであると考えられる。

北海道の赤色土に含有される粘土鉱物は, さきに引用したJAcKSON, PouYxov, 加藤, 須らによれば 

熱書 もし く ば亜熱帯的気快麻境下に生成 された ものである。したがって,上記諸氏の所脱からすれぱ, 本地 

域の赤色土は含も油上録物の視点から も古い時代の熱帯 も し く は亜熱帯的気の所産という こ と になる。

そこで, この地域の赤色土の生成を古気候の影警と してこの生成に対応する古気媒を後述の各地域特に 

富山地方の赤色土の生成時期をな照しておえると, ギュンッ・ミ ンデル問氷期の 1 つの亜期が考えられる。
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N 新泻県における赤色土

筆者らは新8県に分布す る 赤色土について, 規為と と も に調f し, そ の分布,土ﾡの形態的性代お よ ぴ 

生成に関する地質学的研究を行なって,そのﾡ果をさきに報ﾡ(1957のしたが, の後さらに粘上物な

Tつ.3.i:rmtLon ・**・*ル◆******→*◆***4

、一

第11図 羽 8照 北蒲原 証地 区における赤色土の分布と地ﾡ図

Fig.11 Distribution rocks and red soilin Kitakanbara county in Niigata prefecture

らびに地T的幌点から, この地域の赤色 上の生成に関する地質,古地形, 地史との関運を究明し二。

本報女では赤色土分布が止教的広 く.まとま っている代表的地域と して新究田市東方五十公野を合む北 

a原高地域. 岡市川方の悠久I山地域。村松の南部受宿山地域. 十日町. 務田をとりあげた。

a. 赤色土の分布と地質

北i原部地域の地 と 赤也上の分布

調査区坂は新発団市を中心とする もので, 北は中条町, 前は神山村に至る 北流原郡の 西ﾡ一であっ 

て,課600m までの波状 丘陵地およびそれにつづく 低山地である。 この地域の地については, 西田 

らC1956ンの報省がある。これに書谷片,川東村。 米合村の地域について行なった表岡地質調査を加え. 

地域全の地図を示せば第11図のとおりである。

調Fの創果. この地域では魚沼肘(鮮折世折期〜更新世古期*) およびそれに相当する地屈の分布は認 

められず. 魚沼用 より 古い地 网 を不然合に,欠代田Mが催積してい、る。

赤色士は元十公野山一ではIほ高620〜S0mのところに分布している。そこでは, 汴川別,七谷m,石 

英粗血お体上に赤色円標を混 じた欧岩ルを最下位ﾡと して, その上位に赤色な砂ない し粘土質な增積 内 

があり, 最表 M が赤色土になっている。この状態は地質断画図A〜B線で知ることがでさる (第 11 図参 

照。また,五十公野山の赤色土をともなう 赤色Mは, 

れと示すと第12図のとおりである。これによって 赤色 

な課国までの原さを算定すると 10m をこすものと推 

定された。 ・

赤色土は百谷村新保小路,加治村箱岩,下山Im. 平 

Hi.横岡を含む地域では赤色砂ゃおよび赤色粘土胞は 

標探 30～200m のと ころに分布 し,花崗岩,古生N. 

洋川別上に堆就が認められる。金塚村金山から中条町 

に至る低山地では, 赤色土は閉高 20～120m の範 

四に, t川H, 七谷ル $泊M. 灰爪用上に分布 し, 

この地域の矢代国战の 1つの堆範用のよ う な誠担を品 

している。赤色おの走向,傾斜はすべてが,N-E10～ 

30°, 約 20° 西にﾡいていて代叫ﾡの一般だ向, 価 

斜とほば等しい。川東村小ア, 舟山,板山,菅谷村小 

出を含む盆地においては赤色土は,こ の盆地期後部の 

概高 30～150m のところに分布している。 この分布 

上の特徴は盆地の形成における古地形, び創の地史 

と関連が深いこ と を物務っている ところにある。以下 

にあげる 地ﾡ断iiに ついて北から 中条地区, 平IlI地 

区, 菅谷地区,師揚山付近の ものを比校すると 赤色土

Liparite Tsr3cwnforntaliolt

第12図 十公野山における地質断画図 

Fig. 12 Geological profile ofIjimin。 hill.

* 新潟明下の更新世堆紋物に関しては, e項に述べるように, どこに更新世の下底を定めるかとい 

う ところにまだ吟味の余地がある。したがって以下の記述における地質時代は,そこの地質を調 

べた人々 に従い,そのつど人名 を明かに して ある。そして対比に関する者らの見解は後述した。

○客
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とと もなう 赤色砂踝構の分相的特徴が明らかとなる (第13図参照。
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調位区域の北部にあたる川村一では, 矢代田刷の分布がな く,赤色土は頃高 120m あたり ま で分布 

している。しかしなながら, 十公野山を除く加治川の左州一。羽越本線の東南部の 丘陵地域は,いま 

で述べた旭域と,地ならびに地形的に題似の誠相をもっているにかかわらず, 赤色土を充見することが

きわめて困難であって. その在を確かめることができなかった このことは加治川の発ﾡとその流坂 ・ 

の地史が,現地形からﾡられるよ うなものではないことを意宋するものであろう。

赤色七の生成環境を明らかにするには,これとﾡ迷性がさわめて大きい矢代田ﾡについて述べる必愛が

ある。矢代田刷は一般に魚沼4層上部ない、しは下部洪積刷とされ, この地域では灰爪州(9所世新期) な不

炎合におおい,寺泊,七谷N,谷州の一部に重なり,州厚は20～110mである。 和粒な砂岩・ ﾡ岩

を主件とし. ツルト岩を挟行する。映は花M岩,古生刷から由来したものが多いが, 七谷w•石英粗面岩 

になるとさは. ﾡﾡ項岩, 石英糧面岩. ﾡ灰岩の角ﾡを記在している。これらの確州は場所によりレン 

ズ状を塁する。

赤色士なともなェう赤色砂破用は,赤色な門ﾡと記ずる染州をが度としている。映は確岩, ﾡ板岩, 硬砂 

岩など古生 时 から由来 した際と,泥岩, 頁岩,石英粗而岩の岩片 とで構成され,赤色な円ﾡはハ色な物K 

でセまれている。ﾡ船の上位は赤色な砂ﾡに移行している。このめの構成鉱物は花尚岩から由来したもの 

と思iれる石英が主体で. 有色鉱物はﾡ化が※しく. "石, 雲母題. 始石が少ホ認められるにすぎな 

い。前述の赤色な円魔を混ずる農Mの礫の岩賞は矢代田悟と全く同 じであるが,前述の地ﾡ断面区および 

地質図上に瞼色 した赤色土の分布状態からわかるよ う に, 矢代田府のﾡ積面よ り 高い原高位置にまで存在

し,また赤色円礫杪を辰底にしているところか 

ら,矢代田別(この地域では)とは平行不整合 

関係を も っ た高位段 記的積であ ること が明 

らかである。

この地域の赤色土は断面の形態からつぎの2 

っの樣式に別けられる。(1) 矢代m納より古い

刷上に皿なって山現するもの,(2) 欠代田刷 

と 類似の堆战様式で,円礫的を楽底と した赤色 

み岩, 赤色軟質頁岩 附があ りその上に赤色土M 

が存在する ものとである。前者の代表的断面と 

して甘谷村笹谷の花闘岩の赤色土を,後者の代 

式的断面と しては五十公野山のものをあげるこ 

と がで き る のe, この2 か所で試料を採集 した。

土ﾡ断面 No.. 5 (第 14 図)

所在 :北満原部書谷村書谷内ヶ訳田布林

地形 : 足ﾡに近い価斜面, 傾斜 15°, 方位 ES。

潮抜高: 140m

林分 ： アカマツ天然生林,アカマツ (44～30 

cm, 23mうやや疎立し, スギっずかに混生, ミ

第14図 菅谷の赤色土断而模武図

Fig. I I Schematic presentation of red soil 
at Sugatani (Niigata prefecture).
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第15ピ 五 ト公野の赤色上惭面模式図

Fig. 15 Schematic presentation of red soil 
atljimin。 (Niigata prefecture.

ズナラ・ ヤマザクジ, ヤマウルシ点在, ッッジ 

,サ,シシガシラなどが普通に見られる。

A刷 :7cm. 色； 暗初色 C7.5YR 3/3). やや 

相犧• 1 〜3 cm 大の塊状構造,菌糸 多故.«%。

B,刷: 10～16cm. 色 ； 赤e (7. 5YR 3/o).

0.5cm ぐらいの里果状構造発連, 。

B:刷: 20～40 cm. 色 : 明褐色(7. 5YR 5/6), 

城状構油. 締a。

C । M ： 15 〜20 cm . 花廟岩の節理の 恰郭は 

保存され. 節理田お よ び風化お片は濃赤色。 

C:M:花は岩。

供 氏 料

A一B刷:20 cm (深度), e;欄色7.5YR /

B: 用 : 50cm, 色 : 明ﾡ色 7. 5YR 5/6

CM:100cm. 色; 明赤褐色 2.5YR 5/6 

土断面 No. 6 (第 15 図)

所在 : 北流区証元十公野村立十公野山国布林 

地形 :尼ﾡ付近の級斜地. 御斜 100, 方位 w。 

海抜高 : 55m。

林分: アカマツ天然林。

L一F W:2em. レン ズ状に分布, アカマッ 絡業。

AM: 3～7cm, 色； 褐色,砂土やや板状構造,菌糸が® 延。

BI層:10～12cm, 色;赤初色(5YR5/6). 砂土, 価少の蝌植を含む,弱く 結合した細粒状構通,南米 

が残延。

BxC届:50cm, 色;赤ﾡ色(5YR5/6),砂質, 喧密,下部にやや届平小門除が単列。

C刷 : 色； 明赤初色(2.5YR 5/6), み質, 墜断。

供試料

B1/:l0cm (深度), 色； 赤ﾡ色 5YR 5/6。

CM : 100cm, 色； 明赤ﾡ色 2.5 YK 5/6。

2 村松地域の地質 と 赤色土の分布

中i部村松町地域の地質について, 詳細な地賃調査緩告がな く ・ ただ西田 らの得集に よ る細尺 20 万 

分の 1 新Q県地ﾡ図 (1955"があるにすぎない。これによ る と 村松地域の Witt の大略を知る こと ができ 

る。この地域では欠代田ﾡの下位に魚M (鮮新世新期〜史新世占期アがあ って,前述の北満M(W西部地 

域の地質とは異なる。

この地域の赤色土は,村松町の束南部の丘陵地帯, 右山ではげG40～llomのところに,日枝神社,

* 西田一は鮮新世と している。

赤色土の研究 III (ボ立・大政) -31-
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住吉神社付近では30～90m のところに, 村松町別所, 交出部付近では40～80m のところに分布し, 

矢代田層下部層または魚沼層上に頂なっている。また大湖原村ﾡ〜前団中の西部地では,赤色土はX 

沼府で構成される 丘後始の標高 50～80m のところに存在する。

この地域の赤色土の出ﾡ様式は前述の五 卜公野山の ものと 同様. 一般に赤色な円欧をずるﾡ岩ﾡを 

氏にし. その上位に砂質な赤色Wがあ り ほ 上位が赤色土となっている。

矢代田村との関連を見いだすために特に精花 したと 二 ろ, 村松町別所地域では矢代 田やの一斑と 見な さ 

れる砂深刷が赤色砂染州を被覆 していた。そ して本※の矢代田刷の閉式的分布地坂である中MI欠代 

一帯の調査を行なったが, 赤色土および赤ホ色な推書層は発見できなかった。このことに注意を換起されて 

前査すると, この地域の矢代田層は木米の矢代田刷とは. 岩質的には同類のものであるが,その両特度が 

著しく高く, しかも赤色な門際層と赤色ゆ独刑をともなっているので. 区別されるべきものと考えた。こ 

のょ う な見方を取りいれて木立が従米欠代団刷とされている地刷につい、て地ﾡ調査したﾡ果,赤色 tをと 

も な う 赤色砂踝歴は矢代田第下郎 w と 連続する平行不格合的用: 救胆であ り,赤色砂睬胸を と ・ なわっない矢 

代田用は. 岩的の固結度が若しく低く, また地形的にも低位段丘催積刷と見なすことができるような平ﾡ 

な低い国状堆放物であることがわかった。したがって,前:%は後代よりも古い堆故肘で,これをかりに矢 

代田第IM. 後者を矢代田郊II刷とし,木来の矢代田ﾡに対するのが愛当と考え,円者を区別した。そ 

の地質図および地質構造図は第 16 図のと おり である。愛宕山の北一南所面図を第 17 図に示したが。こ 

れによると赤色砂ﾡ層士での刷厚は約 30m と推定される。

赤色土の試料は村松町別所,愛宿山で採集した。その土壊断面はっぎのとおりである。

土ﾡ断面 No. 7 (第 18 図)

所在 : 中請原郡村松町別所

地形 : ﾡの足ﾡ河部

A斜 :10. 方位 w. 海抜高 80m

林分： アカマッ林,クリ, コナラ混在, ヤマウルシ,ッッジ, ワラビ。

L F層 :2cm 厚, アカマツ落葉。

A層 : 7cm. 色； 赤ﾡ色 (2.5YR 4/6, 然果状構造著しい。

A一Bﾡ:12cm, 色； 赤ﾡ色 (2.5 YR 4/8う。

Bﾡ:20cm, 砂質,色； &色 (2.5YR 4/7)。

第 17 図 愛宕山の模式的地質断面図 (D E ﾡ)
Fig. 17 Geological profile of Atagoyama (D-E line).

第18 図 村松の赤色土断面模式図

Fig. 18 Schematic presentation of red soil 
at Muramatsu (Niigata prefecture).

第19 図 愛お山の 赤色土断面模式図

Fig. 19 Schematic presentation of red soil 
at Atagoyama (Niigata prefecture).

CR:60cm+, 砂質頁岩層, 色;明色(7.5YR5/s), Bﾡと接する部分に黒色の終状沈積物あり。

これはまたB層中のﾡの用囲にも認められる。

供 試 料

AW : 5 cm (深度)

A-BR :15cm

CR :80cm

土城断面 No. 8 (第 19 図)

所在:中淌原郡村松町愛宕山

地形 : 鏡頂の尾根肩部,A斜10°, 方位 NE。

海抜高: 100m

林分: アカマツ天然生林。

L一FM: 1cm厚, レンズ状に分布, アカマツ帝業。

A層 : 15cm, e; 黒赤初色 (5YR 3/6), わずかに窩植を含む母土,細粒状ないし細かい受果状構造が 

発述。

BW ： 40 cm, 色； 赤褐色 C2.5YR4/6, ﾡなﾡ土,上部に堅果状ﾡﾡが発述。

CH:50cm+, 色； 明問色(7.5YR5/8),四結,項岩ﾡ,部れ日 (立方状) があ り特に温赤色に染ま 

り光沢がある。本土ﾡ刷断画の形態的特徴は, 砂質な土壊の場合 と同樣に, よ岡に有機物による汚央と選 

色が認められるほか,C用ははなはだしく固い。
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供試料

A周:15cm (深度)

Bﾡ : 40cm

CW : 95 cm

3. 長岡悠久山地域の地K と 赤色土の分布

調査地城は長岡市東方悠久山(標高114.5m を中心として,ﾡ古村川H見, 西ル其. 悟也,宮内村針 

伏山,柿, 釜沢,広ﾡを合む地域お上び小千谷市ル以町の西部丘唆地である。この地域の地ﾡについて

x三こ
Tertary
PeriOd

Km0

第20図 長岡地区における赤色土の分布と地質図

Fig. 20 Distribution rocks and red soil in Nagaoka region CNiigata prefecture).
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は,ﾡ本ら(1957プ"の報告がある。それには,塚山ル (X沼/群) の上位の地肘は,一陣ケ料層 (新 

世前期) に対比できるが,この地刷はわずか、ながら下位Mの反映ﾡ独むもっているので, これを者ヶ谷

小回岡 (いずれも解新更新世)に対することも考えられると述べてある。木立の調査結果では矢代 

出肘下部mと用以の堆被蟬用が認められ,小国規と岩賀的に同ーであることから,前述の村松地域におけ 

る矢代田層ﾡI刷かあるいは小同層上部府に対するのが 妥当であると考えられる。その地ﾡ図は第 20 

図のとおりであり, 灰爪刷上部刷よ り上位の地層の脚序は第 21 図のとおりである。

赤色土は東州貝では閉高40〜80m のところに,悠久山一市では 50～114m のところに, 管内町怖,

木, 釜地区では40〜140mのところに分布している。 砂ft, ﾡ質なものが多く, 欠代田下部ﾡ(小 

国上部M?) の上に直接なっていて,赤色な門味刷は認められない。赤色土と下位層との関係は第20 

図 に示した地貿断面図でもわかるように,赤色土刷は下位用と反映構油ともってﾡ出している。これらの 

地域に陽接する東山油 3地帯には,赤色土の在が認められなかった。したがって,栃尾市周辺一帯に広 

く分仰ナる矢代団Nの上には赤色た砂砕Mの推積が行われなか、ったと考えられる。

なお,悠久山周辺地域の赤色土が最もﾡ明な赤色を塁するのに反し, これよ り南あるいは北に向かって 

遠ざかるにしたがって色は 拱くなる。 また, 標高 200m あたりからより高い位置にはは赤色土は全く認め 

られなかった。

赤色土の試料は柄吉村東片貝,片又町栃尾沢,悠久山のものを採集した。

土ﾡ断面 No. 9 (第 22 図)

所在 : 岡市価古字東H具

地形 :欧地の鈍頂の尾慣府部, 価斜 120. 方位 N。

ﾡズ 
ゾ・ryuZ&1
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第22図東片貝の赤色土断面模式図

0C

Fig. 22 Schematic presentation of red soil 
at Higashikatagai (Niigata prefecture).

7.5YR 旅 
ホ色粘土ﾡ 

Ree Claybee 
反ﾡ色る消騒 

Sanstone bed
-------一--- ------  
ﾡ 登
Conlomerate 
登山岩,般片. 
石关相面岩.結晶

営,左岩0中〜大k 
Gravel andlesite 
diorite Schist 
quatzite

海抜高 : 80 m 

林分:アカーツ天総生林。

A用:20cm厚, 色; 灰初色 (7. 5 YR 4/4), i 

土。

DM:60cm, 色; 赤補色 (5 YR 5/8), ﾡ度土。

C刷:欧型り砂岩用. e;灰賞色。

供 試 料

AW :15cm (深度)

BR :70cm

土壌断面 No. 10 (第 23 図

所在 :小千谷市片貝町栃兄沢 

地形 :丘酸地党頂なﾡﾡ, 方位 N。

海抜高:40m

林分:アカマツ天然生株

供試料

A-B刷 : 30cm (深度. 色； 灰ﾡe (7.5YR 

5/4)。

土壌断面 No.11 (第 24 関

所在 : 長岡市悠久山

地形 : 丘陵地二項の尾根局 掲, 領斜10°, 方位

NE。

海抜高6 : 95m

第25図 悠久山の赤色土断面模式図

Fig. 25 Schematic presentation of red soil 
at Yakyuzan (Niigata prefectureD.

林分:アカマッ林伏跡地, ワラビ, ササ, オカト 

ラノオ。

土ﾡ断面 No. 12 (第 25 図)

所在:長岡市悠久山公園

地形 : 丘陵地緩斜面,方位 w, 価斜 12°。

海抜高 : 110 m

林分：アカマツ天然生林,コナラ,ヤマザクラ混 

生, ヤマハゼ, カヤ. ニゴノキ, ヤマッッジ。

A刷 : 20 cm 摩,腐植に富む, 色； 初色。

Bu:35cm. 堅果状構造,塩質,色； 赤補色 

(2.5YR 5/s)。

：35cm. 聖果状構造,固い,色;赤 

初色 (5 YR 6/s)。

c 刷 : 状ない し割れ 目 の 多い頁岩 椚,赤色縞状 

模機あり。

供 試 料

AM： 15 cm (深度)

Bi層:40 cm

Bam : 85 cm

まx5:日

ﾡ反色砂岩層
Sanlstone

Fedcaybe。 . 
(bear.n9 sraCI)

、イュポ 蚱 S 
SmPlIrs Piot
義 E
COngJバerdte 
こにS山せ乏受狙王岩 
1ご番しく/こしiい. 
Gravelweatherea 
liParite

Shale bed
*目にホ、利色0コロ1ド 

決決て ウrえしtい:

第23図 片貝の地質断面模式図

Fig. 23 Schematic presentation of 
geological profile in Katagai 
(Niigata prefecture).

第24図 悠久山の地質断面模式図

Fig. 24 Schematic presentation of geological 
profile in Yakyuzan CNiigata 

prefecture).

•I. 十日 町市東方地域の地質と が色土の分布

十ロ町東方の低山地山関認の既高200～250m のところに赤色土が存在する。この地域の地質について 

は,納木ら(1958"の報告がある。それを示せぱ第 26 図のとおりである。

赤色土はこの地域の小国用(鮮新•更新世古期)の上に非整合的に,礫混りの赤色の微砂岩肘として唯 

積している。

試料採集地点を 含めた地質断 血を示せば,第 26 図のとおりである。

土燃断面 No.13 (第 27 図

所在 : 十日町市スキー場

地形 ： 低山地山脚が尾氏,方位 w. 領斜10°。

ﾡ抜高 ：230m

林分 : 無立木地 (7カマッ天然林伐跡地)

A : 10 cm 厚, 堅果状構造 きわめて よく 発達,色; 赤補色 (5YR 4/6)。

BM:50cm, 堅果状構造がやや発達 し,固い。©; 明色 (2.5YR 5/6)。

CW: 淡黄灰色砂岩と礫岩の互W

供試料

A層: 7cm(深度)

B層 : 50 cm
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第 26 図 十日町地区の赤色土の分布と地質区

Fig. 26 Distribution rocksand red soil in Tokamachi region CNiigataprefecture.
profilc at Takada (Niigata prefecture).

C:20cm, 色;赤置色(1OR5/6), BM, c 

M中には色の物が終状にはいっている。下 

位は花山岩,行交ﾡ画岩由来の砂岩州 (NE に 

ﾡ年)。

供 試 料

BM : ioem (深度)

CM:i0cm,"e物fte

b. 赤色土の分布と古地形との関連

新ﾡ県の調充地域の地ﾡ と か色土の分布は前 

述のとおりであるが。この地域の赤色土分布範 

所以外は他の土壊で占められ•漆林下には現在 

環ﾡ下に生成 さ れた と思われ る 初色森林土が広 

く分布していた。また,低位段丘積M,神積 

Mなどの上には, これらのMに被ﾡされた赤色 

土が認められたにすぎない。

以上の小実か ら赤色土生成に関 して地史学的 

檢討をする必耍を感じ, その1つの方法とし 

て,切峯面図上に赤色上の分布を描き古地形と 

の関連性を見いだす ことに した。

5.高田周辺地域の赤色土の分布

高田盆地の周辺の赤色土は,格崎市で田, 中ﾡ 

岐郡古川町ﾡ法守,高回市金谷,中顕城Iゆ高村 

岡新山 に存在 し,これらは矢代田ﾡよ り古い地層 

の上にTs る 赤色砂K なェ積の最上位を 占める。 

この. う な赤色上を代表する のと して,高田市 

金谷の ものを採集 した。その土ﾡ断画は下記のと 

おりである。なお, 図中金谷の赤色土は寺泊的に 

朮なっていた。

土ﾡ断面 No. 14 (第 28 区) 

所在 : 高田市金谷スキー場

地形 : 低山地山部ﾡ部, ガ位 SW, 価斜20°。 

海抜高 :100m

BW : 20cm ル, e; 開ﾡ色 (7.5YR 5/6), 

み質。

第27図 十日 町の赤色土断面模式忸 パ 

Fig. 27 Schematic presentation of red soil 
at Tokamachi (Niigata prefecture).

力案而は現地形の細谷,浸他魔を薄い紙で被糧 し, 

を考究する ものである。切面区の作製に. まず,

大地彫の後相を仮想等高線で示し,旭形発達の道程

5 万分の 1 の地形図をタ テ 7 等分, ヨ=9等分 し,

63 個のわくを作り, わく の中の最高点を見いだす。つぎにこの公高地点の陳高と位日を 20万分の1地形 

図に転し, 各点と,それと磁り合う地点の標高および地形を加味して,仮想の等瑶線を引く のである。 

こう して作製した切*面図* は岡山のものと大差なかった。

新潟県の赤色* と,矢代 HI Nの分布を切* 面図に入れた ものが第 29 図である。この図で明らかなよう 

に,北蒲原協の地域に分俗する赤色 上は,切面i仮地等高線300mを上限として. それ以下の地域にイ在 

し,また矢代田加の分川地域もこれと同じような傾向を示している。この地城で最も注目すべきことは, 

現在の内孤野川の流路である。現在の内賞野川はﾡ川町から加市を結ぶ線のはば中央部に鈴塁する花岡 

岩体を嵌入蛇行 して 西に流下 して いるが, 切峯面図では こ の花愠岩体が毁止丘陵の形を とっている ので, 

古い阿賀灯川は,むしろ現在の加治川と同じ流路をとり, 新発田市の東ﾡにある盆地帯に流入していた可 

能性が大である。したがって, 五 十公野山を合む北原部の地域に分布する欠代四ﾡよび赤色土をと も 

な う 赤色砂映ルは古阿貨野川かあるいは古加治川の撤積物で, その増徴形題は河岸段丘と 異な り , 河口沈 

頂やかあるいは高位海岸茨丘の一部であると考えられる。そして赤色砂礫用の堆楽は古い河川の流入によ 

るものと考えられる。この仮定が正しけれぱ,新発小市から五泉市に至る東部地域の丘陵地を構成する純 

然たるﾡ段丘上に赤色砂除府が認8められなかったことも矛才ﾡなく説りされうるよう に思われる。

*岡山俊见の資料による。本資料は日本全国にわたってすでに完成され,近く印脚されると聞いて 

いる。
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第 9 炎 赤色土 B Mの細砂 (0. 2～0. 1 mm
Table 9. Mineralogical composition of the fine sand fractions (0.2～0. 1mmン

地 名

Location

地点番号

Plot No.

土壌層位

Horizon

石 英

Quartz

受 石

Feldspar

閲 石
Horn-
blende

ﾡ 石

Pyroxene

県 安 "

Biotite

w 谷
Sugatani 5 Ba 23 21 5 16

五 +公 野
Ijimino 6 B 31 27 6 9

村松 町 別所
Muramatsu 7 A-B 53 5 8

受 容 山」 
Atagoyama 8 B 22 40

ﾡ 斤 ﾡ
Higashikatagai 9 B 65 26 5

片 貝.町
Katagai 10 A—B 32 44

悠,,久 山
Y ukyuzan 12 B 38 42 5

十 , 日 町
Tckamachi 13 B 41 58

高 田
Takada 14 B 18 67 5

-43-赤色上の研究 III (木立・大政)

のﾡ物細広 (新ﾡ県地方) (細砂百分比)

of B-horizons of red soil (Niigata prefecture region) (Results expressed in parts of 100ン.

川 安 " 

Sericite

試然当。ざ2でFSバ:.。.

Magnetite glass ":sSS"""
間 考

Remarks

花M岩質付研十大川ガラえから星茂された
もの Derived from soil supposed to be Granitic 
parent materials キ Volcanic

22 13

8 16 3 u

21 9 1
花出営賞岡材+積岩 ～~

Granitic parent materials+Sedimentary rocks

14 24 堆. 私 岩
Sedimentary rocks

3 ・ u

18 6 花劇岩ﾡ母材+ﾡ積岩.
Granitic parent materials+Scdimentary rocks

2 〃

堆. 秋 岩
Scdimcntary rOcks

4 ・

第10炎 示差熱分析による赤色土の

Table 10. Clay minerals present in red soil by

場 所

Location

地点番号

Plot No.
M 位

Horizon Altitude 
(m)

土 性

Soil texture

常 谷 Sugatani 5 A-B 140 粘 土 Clay

ft it B: 1/

ft c ft

五十公野 Ijimino 6 B 55

ft ft c ft

村松町別所 Muramatsu 7 A 80

ft A-B 〃

ft it C fl

ft it 県色物ﾡ Black colored substance

愛 右 山 Atagoyama 8 A 100 粘 土 Clay

ft B II

It it c II

東 l; 以 Higashikatagai 9 A 80 fl

合ﾡ土ﾡ物 (新潟県地)

differential thermal analysis (Niigata prefecture region.

ギブサイ ト 加水、ロイサイ ト ハロイサイ トカオリナイトイライト チト *

Gibbsite ははss.8 Halloysite Kaolinite. Illite 送onte"oril-Autapulgi.e.

X X
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場 所

Location

地点番号

Plot No.

ﾡ 位

Horizon
■ :
Altitude

(m2

だ

土 性

Soil texture

片 貝 町 Katagai 10 A-B 40 ﾡ 1 Clay

悠 久 山 Yukyuzan II A 95

// 12 A no If

if / 細 砂 Fine sand

if 粗 砂 Coarse sand

/ B1 粘 土 Clay

// 〃 微 砂 Silt

If 細 砂 Fine sand

it ft 粗 砂 Coarse sand

if Be ﾡ 土 Clay

it tf 徹 砂Silt

tt ft 細 砂Fine sand

// ク fll 砂 Coarse sand

〃 2 Gravel

十日町市 Tokamachi 13 A 230 粘 土 Clay

ﾡ み Silt

// u If 細 砂 Fine sand

/ it If 粗 砂 Coarse sand

tt If 除 Gravel

B 祐 土 Clay

〃 殿 砂 Silt

u if 細 砂 Fine sand

tt 粗 砂 Coarse sand

it 映 Gravel

商s 田 Takada 14 B 100 粘 土 Clay

〃 it tt 徹 砂 Silt

tt 細 砂 Fine sand

if tt ft 粗 め Coarsc sand
if tt tt 黑色物質 Black colored substance

レ if c 粘 土 Clay

ル tt 数 砂 Silt
ft it ft 細 砂 Fine sand
if ft ft 粗 砂 Coarse sand
if リ ft 除 Gravel

豊あ村赤色土壌Toyomi, 
Red soil B it

鉱物の示差熱曲線 りい- * 向い
D.T,A curves of minerals. low -・ high x ** x** *メ** X X X X X

ギブサイ ト 加水ハロイ サイト ハロイサイ ト カオリナイト イライト
モンモリ 
ロナイト

アクバル 
ジャイト

Gibbsite Hydrated 
halloysite Halloysite Kaolinite Illite Montmoril- 

lonite Attapulgite
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村松町, 加支市, 府原都下田村島川原,中野原地域の赤色土の分布上限は仮想守高5線 100～200m で 

ある。いまその200m検を巨投的にﾡ楽すれば. 村松では大きく神入し,下田村ではﾡの城相を示してい 

るので, 矢代田師推積当時は多島海であったか,あるいは入, 測であった もので. したがって河木と海 

水が接触する部分が多かったものと考えられる。

長岡市悠久山一れ,ル具町の地域に分布する欠代田Mは古G設川の搬訓物で, 赤色のゆ魂, 称刷は, 

その当時の河口かあるいは設ﾡ性の静か、な現究で形成されたﾡ積刷である可催性が大きく. その分価上 

は仮想等高線 100～300m の間にはいる,

十日町市, 六日町のものは, 分布上限が仮想等高線300～400mで他の地域上り高い。この地域のf 

加群の格摩は,その地質柱状図で見てもわかるとおり, 他の地域よりもはるかに厚く, 8s0om なmし. 盆 

地形を形成していたものと考えられる。したがって占信濃川がこれに流入し, その後地塊の上外にともな 

って形成された矢代 田 的 および赤色砂刷は古浜川の成長過私に形成された 矗位河用段丘唯就帰である 

か, あるいはこ の地域に湾入 した浅海性湾 II の樹縁部に形成 された沈秋 府であ る と 考え られる。

高田およ び柏崎の赤色土 も,村松地域の ものと全く 同様な椎制環境にあった こ と が示されるが, こiu 

多少海流の影番を受けているか も しれない。

以上述べたと ころを総括すれば, 赤色土を ともなう 赤色砂礫,粘 上おは仮想等曲線 1com 以 tのと こ ろ 

に存在し,地境上の盗しかった盆地における高位州段丘,古い務. 古い戸ロななどに接統する高位 

段が形成されるよう z環城下で生成されたことが地定される。

c. 赤色土母材の鉱物艦定

赤色土の B Wから試料を とって,似材のm物後定を行な っ た。淡料の調製* よ び桜定のカ法は次の と お 

りである。

まず編土と 80mesh 以下, 150mesh 以上 (0.1～0.2mm) のものを簡い別けし, ハイ ドロサルフィ 

イ ト法で除鉄したc 取り山されたﾡ物細徴をそのままカナグパルサムで封じﾡルを作った。この薄片中の 

細ﾡを光的に艦別し, 数物を同定した。同定は少なくとも 200救以上行ないそのﾡ数で百分比を次め 

たに。各歩色土の般物ﾡ成百分北を衣示したのが第 13 である。顕段ﾡ下における細ﾡは写y10～18 の 

示すとおりである。

除鉄しない姗粒は頭微鏡下では,その表面が赤色の物質で汚染されている力、,あるいは,おおわれてい 

た。除鉄 した細粒を顕敬後で 観 察して も,長石ﾡは風化が特に者しく, その判別が困難であった。第9表 

に示されている とおり,上壊母材中にはイ; 英. 細 実用が残存しているのみであって,これは岩石の風化が 

署 し く すすんでいること を物謡 っている。

d. 示差熱分析,x 線分析および化学分析

1. 示差熱分析

新潟県における 赤色土の各岡位の試料について此述の方法にしたが っ て 示差熱分析を行 っ た結果は. 

第 30 図のとおりである。この結果から粘土紐: 物の同定を行なって,その含イI•はの多少を比校 して表示 し 

たのが節 10 炎である。赤色土の桁土鉱物と似する意味で,AiM. 灰爪髀,西山岡,椎谷肘 (いずれ 

も新鮮部分) の各刷の粘土の示ﾡ線分析の捕果はつぎのとお りである。

A沼刷:ギプサイト *,加水ロイサイト **

灰爪岡;加水ハロイサイト *メ,モンモリロナイト x
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43幾蹄 8 

岩),(49) バ
べ3 C iorizontclay ;(4イ) C horizon Csilt ; (45 
C horizon (fine sand ; (46 C horizon (cOBrSC 
sand, (47う C horizon (gravel. Takada ; (48) 
Uonuma formation Cshale.; (49 Haizumc for- 
mation (shale, (50 Nishiyama formation (sh -

, (45CM(細砂). 
高田; (48う) 1沼M 

(50う 西山M(頁者,

がほ0働ぶぶでジな"ゐれお成湯:2ず

(52) A,-A. horizon (Podzols), (53)A:-B、ho- 
「on (podz9lsD, (54う Bi horizon (PodZOIS, 
(55 B horizon, Toyomi.

alcう; (51 Shiiya formation Cshale;
第530図 新潟県の赤色土件ﾡおよび下位岡の示ﾡ然分析曲線

Fig. 30 Differential thermal curves of red soilin Niigata prefecture.

西山層;加水ハロイサイト **,モンモリロトナイト *

椎谷阳: 加水ハロ イ サイト *,モンモリロナイト **

2. X級分析

X線分析の方法は既述のとおりである。その結果は第 11炎に示した。

さらに前査の目的をもって谷の赤色土C刷 CFig. 31 1) の試料についてそれぞれ 300°C (Fig. 31- 

2,400°c CFig.31-3), 500°C(Fig.31-4 45分加熱処理したもの. およびエチレングライコール 

(Fig. 31-5)およびﾡ酸7ンそニッムCFig. 31-6)処理したるのにつきX検分析を行なった。この験 

で,加熱処理によって12Aの回折線は10Aへ移行し, 7Aの折ﾡは弱くなった。そしてエチレングケイ 

コ ール処測およびﾡ酸アンそニウム処理のものでは14Aお上び10Aの回折線は変化しなかったので, こ 

の12A の同折線は Al-パー ミキュライ トとイライ トの random complex の回折線である と 考えた。さ 

ら に推谷ﾡの試料をエチ レン グ ジィ コール, 500°C 加熱処理 し X 終分析を行な っ たが, 前者の も のは 

14.5A の回折線が、16A に移行し, 後者のものは 14.5A の回折線が消失 した (第33図参照。したが 

って, 椎谷用中には少量ではあるがモンモリロナイ ト様鉄物が含まれていると考えられる。

新ﾡ県の赤色土の母材中のﾡ物は, 前述のよ うに合有鉱物の細成に※しい迷興が認められないので, 上 

記の管谷の赤色土の粘土鉱物の同定結果は,他の試料の粘土鉱物の同定にも用いることができるものと考

第31,区 菅谷の赤色土 C 曜の X 線同折曲線図
Fig. 31 X-ray diffraction curves of red soil C-horizon at Sugatani 

<granitc origin) in Niigata prefecture.
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第 11表 Xﾡ分析にょって岡定した
Table 11. Minerals in clay fraction (<2/ of red soilandsedimentary

粘 土 広 分 中 の 土物(新潟 暴 地)

rocks identified by X-ray diffraction (Niigata prefecture region).

鉱物の示既岡折ﾡ 低い--------------- --------- → 高い

地 名

Location

地点番号 超階臨 ,断高 n ﾡ 土 飯 物

Soil Horizon and n (A) CIay minerals
PlotNo. underlying Altitude , ,C

rock layer (m 14～!5 12土 10

dsugatan;谷 5 A-B 140

B2 *

c *** X X X X X X X X X

五士公野 
Ijimino 6 B 55** x

c X X

村 松 町 別所 
Muramatsu 7 A 80 X

A—B X X

c X X

村松愛宕111 
Atagoyama 8 A 100 X

B X

C X X

束 ル 貝
Higashikatagai 1 9 A 80 X X

B
片 貝

Katagal 10 A-B 40 X X

悠 久 山 
Yukyuzan 11 A 95 x x

悠 久 山l
Y ukyuzan 12 A 110 X

B, *
__ B2

十日,町 ,っ
Tokamachi A 230 X
… ―-- - 一- - — - - ~—: ——■■■■ —--- 一 •------ --------  -キ— - - - — --------- - I

高 田
Takada

B -x —
_ら______ 1 100 **

c *

- 河 M-
Uonuma form.

・

灰 爪,層
Haizume form. *

%「既 商vVakinomachi
西 山 M

Nishiyama form. X *

Shiiy谷torm" X 1

X ray diffraction curves of minerals, low → high

7

X

X

ギプサイ ト
Gibbsite

X

*

赤公ﾡ 鉄 ﾡ
Hematite Goethite

X X

XXX

潮 鉄数石 天

Lemonite Quartz

X ****X

X X X X X X

長 石
Feldspar

正石 Orthoclase
X
ル
*

***

X X

X

***

X X

XXX

*** XXX

XXX X X X X

r 
X

中性E長行 Andesine 
<

X X X X X X X

X X

XXX X

XXX

X X X

X X X X

X X ____
正長石 Orthoclase

X X X X X X X X
X X X X X X X パ

X
X X X X X X j XXX 長石Albitc

X
X X X X X X X

X *** X X 1 X X X
X X X

X

X X

* X

X X X X

XX X X

ff
X

X
X X X X X X X* 正長石, "長石 Orthoclase and

* X albite・ ・ X X u長石Albite 
X

X X X X X *** X X パ
* *

・ * ***| X ル
X■

1 XX X X /
X X

** * ** X ** ***

** :: ** X X X
*** **

* ** X X

X X __ *

* ** X X
X X ** 災

X X _|_*** ___________
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第12
Tabie 12. Chemic:

所 8 M の 赤 色土の
11 properties of red soil

diemaa
中 の粘土の化 学

1 composition of the clay separates (<2/ of

所 在
Location

地点

No.

e ..
Altitude 

m

M 位
Soil 

horizon

風セ細土の色
Color of 
dry soil

Sio. Al.O。
9%

Fe.O, TiO.

2%
菅 谷 Sugatani 5 140 A B 7.5YR 4/4 38.5 31.9 12.7 0.91

〃 B: 7. 5YR 5/6 39.4 31.8 12.7 0.88

ク c 2.5YR 5/6 33.2 35.5 13.7 1.04

五十公野山Ijimin。 hill 6 55 B 5YR 5/6 33.2 33.4 15.4 0.90

リ パ c 2.5YR 5/6 30.7 35.3 15.4 0. 90

村 松 Muramatsu 7 80 A 2.5YR 4/6 34.7 35.9 12.4 0.97

it A—B 2.5YR 4/8 35.7 34.7 12.9 1.02

〃 if C 7.5YR 5/8 36.3 34.9 11.6 0. 98

愛 宿 山 Atogoyama 8 100 A 5YR 4/8 37.5 33.4 12. 1 0. 96

〃 // B 2.5YR 4/6 37.2 33.9 12.7 0.93

ft 〃 i II C 7.5YR 4/4 41.9 33.7 8. 40 0.91

東 片貝 Higashikatagai 9 80 A 5 YR 5/8 42.5 36.0 8. 85 0. 82

ft 1 ff B 7.5YR 5/4 37.5 35.4 10.3 0. 98

川 具 Katagai 10; 40 A—B 5 YR 5/8 36.5 33.6 12.8 0.91

悠 久 111 Yukyuzan 11 95 A 7.5YR 4/3 43.9 30.8 11.5 0.79

12 110 Ai 2.5YR 5/8 41.8 29.9 12.7 0.73

〃 Bi 5 YR 6/8 42.3 2.4 13.3 0.78

Bz 5 YR 4/6 38.5 32.1 12.6 0.39

高 田 Takada 14 ICO B 2.5YR 5/6 36.8 34. 1 13.7 0.31

II C 7.5YR 5/6 41.2 21.9 24.1 0.49

えられる。
3. 化学分析
赤色土粘土の SiO.,Al.O... Fe.O., TiOs pH (水, E換容載. 回換性Ca,Mgは第12のとおりで 

ある"。 この表によれ新潟県の赤色BMの粘士分の庄ﾡ止は 1.69～2.44, 庄鉄ﾡ比は 1.30～1.89 
であって, 1:1 型のカオリ ナイ ト,ハロイサイ ト を含むことが;想定される。また Al.O., Fe.O』の量が 
土壌科の下肘ほど多い。さらに首谷, 五十公野,悠久山の赤色土の下層ほど, M換性Mg にが用加 して 
いる。
以上の こ と は,ﾡ物の風化のすすんでいることおよ び赤色土の特性を示すも の と思われる。
・. 赤色土層の粘土風化ならびに堆積環境の地区的考察
赤色砂隊, 赤色粘土附は北蒲原郡地域では,羽在標高320m まで分布 し,村松では110m, 長岡では 

130m, 十日町では 200m, 高田では 100m のところまで存在している。赤色上と地層との関連を見る

の研究ビ III (木立・大政) —53 —

化 学 fド 性E 質
occurred in Niigata prefccture.

sio
Ignition AIsO; 

loss

siO./ 
Fe.O.

SiO./
AlsO 
Fe:Oa

"o

pH

水 
(C1:25

回換容量
Exchange 
capacity

mg・e/lOOg

以性に払
Exchangeable 

base
(Dry basisう

Ca ms.cMg,.

Ca/ Ca+Mg/
置換解脈額

Ca/ Ca+Mg/
Exchange Exchange 
capacily capacity

12.9 2.05 8.06 1.63 0.25 4.5 21.46 0.36 0. 65 1.68 4.71

12.0 2.10 8. 25 1.67 0.25 3.7 15.72 0. 26 0.25 1.65 3. 24

1.59 6.44 1.27 0.25 4.6 7.39 0.30 0.25 4.06 7.44

1.69 5.73 1.30 0.29 4.5 6. 78 0.31 0. 14 4. 57 6.65

16.2 1.47 5.30 1.15 0. 28 4.6 4.59 0.22 0.25 4.79 10.23

14.6 1.64 7.44 1.34 0. 22

13.3 1.74 7.36 1.41 0.24

13.7 1.76 8.32 1.46 0.21

13.6 1.90 8.25 1.55 0.23 4.4 24.36 1 0.75 1.46 3.08 8.95

13.4 1.86 7. 79 1.50 0.24 4.6 I 20.90 0.42 0.88 2.01 6.22

12.9 2.11 13.3 1.82 0. 16

13.5 2.00 : 12.8 1.73 0. 16

15.5 1.80 9. 68 1.52 0. 19

14.5 1.84 7.58 1.48 0.24

13.6 2.42 10.2 1.95 0.24

13.3 2.37 6.75 1.87 0.27 4.s 33.15 0.20 0.63 0.60 2. 65

13.1 2.44 8. 45 1.89 0.29 4.6 34.02 0.24 0.77 0.71 2. 97

2.03 8.12 1.63 0.25 4.8 19.50 0.33 1.41 1.09 5. 73

13.8 1.83 7.14 1.46 0. 26

i4.1 3.19 4.55 1.87 0.70

と ・ 本土壊は北前岐 郡では西山 ら(1956"の矢代田層お よ びそれよ り古い地層お よ び火成岩体上に, 村松 
では西田らC1955""のA沼層および欠代田刷の下部州の上iに. 長岡市悠久山では部本ら(1957アの塚山科 
上の欠代田層上に,十日町ではﾡ木ら (1958)” の小国附上に,そ して高田では西田ら(1955ンけの寺泊刷上 
に爪なって分布している。

四田らは北流原証地坂の矢代田刷を更新世と し,村松地域のANをﾡ折L. 矢代田Nを更新世と して 
いる。福本らC1957)"は長岡地域のA沼刷群を小国刷, 塚岡に別け. この小国用, 塚山Nを矢代田Mに 
対比 し,さた十日町地ﾡのA沼層群を小田財, 塚山利,岬生岡に別け. 塚山附を稲倉 Wに,舜生般を和南 
#脳に対している。したがって・ 矢代田用は一般には更新世の地料である と考えられているが,M序お 
よび詳細な地質時代が調査若によって異なっている。

なお, 地名辞典(1952)"には, 次のよりな記載がある。すなわち,小同附は現在のところ古生物学的 
には正確に定殺することは不可能に近いものであるが, ー応鮮新. 史新世古期のものであると述べられて
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面図上の欠代出炭の分布,岩質, 式状から, 矢代田層の一fおよび小ﾡﾡは上記の更新世古期の海

第32凶 椎谷層の粘土のX級 山 折 曲 繰 図

Fig. 32 X ray diffraction curves of clayin Shiiya formation.
(1 Clayin Shiiya form.(2) Treated by ethylene glycol. 
(3う 500°C,45 min.heated.

いる。この設明のなかで, 穴田は小国 M の下部第である塚山时は中越統に依させるべきで,A続は小同 

附 1 階だけからなる り のと し, ﾡf新統と 更新ﾡの 境を改" された 意味で中越統と A沼統と のﾡすなわ 

ち,塚山刷 と 小国M と の境に引 lかるべきであるという意見を記載し, かつ これは金帆や池辺の説であ る 

小出.塚山両階を一括して魚沼階とすることが能難かもしれないと述べている。

以上の諸氏の説を參照して,赤色」•.をともたう 赤色砂探,粘 上战の分布,これらの刷と, 下位刷との関 

係を像討すると,赤色土は欠代田層というよ りはむしろ小国浅およびその相当Mに整合的に正なって堆秋 

したものと考えられる。したがって, 新潟県の赤色土ルのﾡ積はﾡ世のものではなく, 更新世古期のもの 

であると存えられるのである。

新潟地方の地史について,商51C1958ン9が炉潟の折生界の灰爪, 魚沼両用について述べたところに よれ 

ば,前者は有孔山,J介石を各するﾡ相を示すが。後者は各化石に乏しく, 陸成相を示し, この期 

の積小清地は前期のそれ ら と 斜交関係を結ぶ こと が多く,u山, 灰爪の問期と 県な っ たﾡ地積相や運動を 

示し,魚沼俄の堆放則は,かなりの陸地上外の行なわれたときのものであることを指摘している。また, 

地州名辞典C1952ン"にはA沼刷の上止部にあたる小ﾡﾡ(ﾡ土, 砂点の互m) は,がいして汽水成順が多い 

と考えられていると述べている。そして, また, 大坂(1952)のは奥判地方か、ら折地方へかけての地史が 

どこでも共通にすすめられたことを述べ, 魚沼海浸のなかで,(1):ﾡ度の一簡が統砲となった時代,(2) 

:(1)についで陸上積から設利ばﾡ積へとじ過したことがある (鮮新 •更新世)と述べている。これら 

の説を総合するとﾡ新世から更新世古期のには 1回の紙退現像とそれにつづいて激改現象があったと見 

なすことができるようである。

以上のょ う に新潟地方の新世以後の地についてけは, まだ研究の予地が残されているけれども,り※ 

送・ ﾡ現象にきわめて術ﾡ迷ともったﾡ積ﾡであると考えられるようである。

赤色土の各顧位およびその下簡ﾡ積刷中の粘土はギプサイ ト. カオリン鉱物に富み, イライ ・を記ずる 

が, これに反し明らかに海成 相 である灰爪. 西山層中の粘土はギブサイトを含せず, カオリン鉱物と少

Itのモンモリロナイ ト 樣話土紐:物を含んでいる。

こ こに注意ナべ き は,赤色土の各肘中の粘土銀:物の抑短お よ びそれ ら の合量がﾡに よってnなって い 

ることである。ことにギブサイ トはその差が大きい。 普谷の標高 140m 地点の赤色上CMではギブサイ 

トが比較的少なく, その近くの五十公野山の標高6 55 m のもののCm中にはさわめて多のギブサイ トが 

存在している。これは示塗総分析およびX終分析で明らかにされているところである。赤色土B層のギプ 

サイ ト の含右状を示必然分析の結果を參照 して 探高別に示せぱ,つぎのとおり である (前掲第 10 示差 

熱分析ﾡ県参照。

標高の高いところのものから

(1) 十日町の230mのものでは,少ない。

(2) ボ谷の 140m のものでは, 少ない。

(3 悠久山lの 110m のものでは, 少ない。

(4) 商田の 100m のものでは, 少ない。

(5 村松の 100m のものでは, 多い。

(6 東の s0m の ものでは,多い。

C7) 五十公野の 55m のものでは, 多い。

(8) ﾡ町の 40m のものでは, きわめて多い。

以上の上うに現の誤高100m 付近を境にして,ギブサイ トの含有に県がある。また各地点とも 

に赤色土層の下位ルどギプサイトの含有が多い(第 10 炎参照)。

坂本C1950"は刷ﾡ化が、行なわれる場合, 験性あるいは弱酸件既境では陰性白土およびカオリ ナイ ト 

を生成し,改所の酸性. アルカリ性が交互するところにギブサイト数味を生ずると述べている。

前述の よ う に赤色土を ともなう 赤色砂礫,称士ルは. り挙面図によ る 占地形の解析,地質 調住報告』か 

ら見て, 海辺, 湾,ﾡおよび磁地の周ﾡ部に地積したものと見られるので, このことを坂本の説と考えあ 

わせると, 大胆のそしりを うける ことはま いかれないが,上記のギブサイト の地域的. 高度的分布の差異 

から見て, 赤色土刷の分布する地域のげ高100m 付近のところは, 東新世古期の江線の1つを示すもの 

と考えられなく もない。

新潟県の赤色土は一般に赤色砂映ﾡの上に重なっていること。その分布が丘陵の表战師分で,1 つの地 

域では一定の標高のと ころに存在 し,低山地では山問部級斜面にのみ分布することおよび高40m 以下 

のところまたは更新世新期の堆科Mの分布するところには生成後さらに運和されたと見なされるもの以外 

の赤色土は存在しないということなどから, 新潟県の赤色土,赤色砂映Mの赤色頃化は, その堆積制形成 

時から,そ の地域が陸化 した当初に行なわれた も のであ る と ちえ られる。

赤色土野材中の細粒には,石英,珪岩など岡化されにくい •次鉱物の含れが多く, 長石, 角N石, 輝 

石, 母取はかなり風化していること, 上壊お各 別 の粘土が,カオリン勉物を主体とし,イライ トを武ず 

ること, よび土, 鉄成分に富むものである こと などから考えて. 赤色士. の生成はかな りはげしい風化 

に起因しているものとがえられる。

この赤色土生成の地口時代を決定するには, さらに多く の検时を要するが,占赤色土の生因が古気候に 

ありとすれば, 木研究によってﾡらかになった上記の請丁実を考えあわせて, 筆者らは現在のところ北海 

道の赤色土と同様に,その時代は更新世古期のギュンッ・ミンデル氷期にはいるものと考えている。こ
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のことは高山県の赤色土ﾡの項において請述する。なお,普野一郎(1959* は学プサイ トが下に多い例 

は,一般に脱由, 脱塩仰作用のすすんだ強酸性土婚にみ、られると述べているが, *プサイ  ト が赤色上の下 

位につづく燃に多いというポ突は新ﾡ県の赤色砂深刷のはかに. 門崎市百々および明大寺の赤色砂際席, 

ﾡ美半ぬ地域では二川町の赤色砂探ﾡ,高山市呉羽山の赤色砂際刷においても認められた。

V 山県および岐阜県高山の赤色土

"山県の赤色土の分布を調査した結果, 赤色土は県部市栃屋, 魚津市碑小,中新川I立山町岩ﾡ寺,上 

新川 郡大山町端沢,ﾡヶ原。日児, 牧野,馬瀬. 婦負W八町岩品, 水谷,高普守, 富山市;西方呉羽山丘 

俊・ 射水郡小杉町浄土寺,高沖孫山, f井谷. 野手,必岡市荒屋および渡り などの地域に分布する ことを 

確認した。また神通川の支流宮川,大八賀川の域にあたる岐ハ県高山市山下. ーノ宮および美女峠に も 

赤色土が点在する こ と を確認 した。これらの分布は後述の切案面図上に並色 した赤色土の分布•図に示 した 

(第 36 図)。本報女では. 富山昭の赤色土の代衣的なものとして,只羽山と それに接続する八尾町水谷, 

大山町 福沢を含む地域の ものについて述べる。

a. 地質と赤色土の分布

富山県の地置については,中部日本 鉱業所編 (1957か0) の 20 万分の1, 富山暴地質図があ り,また坂 

本ら(1960)"の5万分の1, 八ﾡ区怖. 高山区幅 (料) がある。八図幅と呉羽山の地ﾡとの相立関係 

を換討し, 取りまとめたのが第 33 図である。

木地における赤色土の分布は前述のとお り であるが, これなその地積形価から大別する とつざの 2 っ 

になる。すなわっち,(1) 赤色円欧府士たは赤色門映を記ずる砕岩州を座とし, その上位に赤色砂質ない 

しは粘土質な唯残別があ る もの。(2) 赤e円映刷をともなわず, その代わり に下位的として赤色拓土Mを 

ともなうもの, とである。第 33 図では前者を赤色に塗色 し,後者を赤い点で示してその分布を明らかに 

した。赤色土を と も な う 赤色砂疎 M,祐土刷の進積形態を さらに明らかにするために, 地K断面図をっ 

た。すなわち, 又羽山 地域のものは第 34 図で,八尾町水谷地域のものは第35-1図, 大山町沛沢地城の 

ものは第35-2図である。

呉羽山映刷上の赤色砂砕刷の形個は吸真19 のとおりであり, 呉羽山地坂のものもへ足町地域のものも 

ほとんど同一であるため,この層の操準断面としては八居町上新Wと平林に至る中央部の道路切取而のも 

のをとった。それはつぎのとおりである。
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Fig. 34 Geological profile of A-B line in Kurehayama (Toyama prefecture).

* 日本火山氏士および軽石ﾡの粘土鉱物一粘土科学の逃歩(1)に記載している。
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赤色砂踝居探準断而 (ゲy〔20)

所在: ﾡ負部八足町平林,地点番号15

御抜7 : 130 m

赤色土層 : 厚さ 30 〜 40 cm

赤色粘土战： 呼さ 1.5m,上新田部部に向かうにしたがって, 厚さと増し約3m となる。

赤色砂礫 M： 上位部ほど赤色円礫が多く,下位部は少ない。染のfは上位簡で 3～5cm,下位部は同砕と 

なり 20～30cm, 岩 貫 は花幽岩 ・ 石央ﾡ面岩 (と もに赤色). 閃緑岩 •安山岩(ともに飴緑色),硬砂工” 

確岩 (ともに同縁部が赤色券質物で包まれている)。上位簡赤色門ﾡ層のWさ5m,下位簡のﾡmiで3m。 

呉羽山碑州 :赤色砂砕刷の下位刷は. 染型じりの改K凝灰口ないしは砂口た岩ﾡである。

富山梨の赤色土および これをともなう 赤色砂礫碑は,その分布状態,地花断面図,地M断m真などか、 

ら も わかる よ う に低位段丘積用 より も 古い堆及層の一部の上に堆板 していて, 新県の赤色土用 と 同様 

に,ﾡ在の久ﾡ烈究下において生成されたものとぢえることが四ﾡである。したがって. 赤色明の形成黑 

歴(地史)をさらに詳細に究明すると ともに. 赤色砂原別の分布地域における FMか、ら上W主での地刷の 

試料をとり, その粘土鉱物および鉱物の同定を行たった。試料採集地点およびお代の上下関係は第 13 表 

のとおりである。

2山I県の中央協を項流する神通川の上部は岐ハ県で山i市iに到達 しているが, こ の地域には石英責岩上 

および古生府上に赤色土の存在が認められた。これは神通川域の標高の高い、ところのものであると見ﾡ 

されるので, 呉羽山および八足町の赤色土と一巡のものと考えて, ここに併記した。

第13炎 試料採 集 地 A 表
Table 13. Sampling plots of red soil androck.

:ょrdi..い

メデ帆

'seteこt.r

ご市 
ヘurau?.

9う

地m名または土壌府名
下層か 
らのM 
F

試料採集所在

1 Cm

地 
分

赤色江地版および 
土壊細土の色

低位段丘 堆 私M 8 富山県婦負郡呉羽町友坂 50 16
北 代 岡 (ゆ 岩 岡) 7 同 上 町 針原新 20 17

" (ﾡ 灰 岩 層) 7
ﾡ位色M 6 同 上 町 小 18 決赤初色 5 YR /e
呉羽山火山砕屑 物 堆 a R 5
伸茶屋砂 泥 m 4 同 上 町 仲茶屋 23 19
呉羽山ﾡ刷上の黒色土ﾡ 3 同 上 町 城山 80 22

羽 山赤色土C層CI 3 1o 20 赤色 5 YR 7/8
呉羽山ﾡ岡中の赤色粘土岡 3 〃 " 淡置色 5YR 8/3
円 上刷中の白色 ﾡ 土岡 2 〃

呉 羽 山 赤色砂ﾡ用 2 100 21 明任色 2.5YR6/8
八 赤色土BM 3 ’富山県婦負郎八尼町平林 130 15 & 色 5YR 6/8

同 上 cM 3 〃 レ 赤 初色 5YR 4/8
西 T 山 ﾡ (音川 紫 梢)

石 炎天斑岩 止のﾡ色土

同 岩上の赤色土

1 同上部 呉羽町友坂 

岐』県高山市山下

〃

30
700

23
24 ぴビ 10 ・

明赤橙色 1OR 7/o
ル 690 25 灰赤初色 10 R 5/4

古生ﾡ上の赤色土BW 同上市 女峠 985 26 決協e 7.5YR 7/6
" C州 ル ﾡ赤位色 10R 6/6

第36図 富山一高曲地域の 切案面図 と 赤色土. および洪秋版 (古期) の分布 

Fig. 36 Map of summit plain (Gipfelflur) and the distribution of red soil 
and Older diluvium in Toyama-Takayama districts.

上Ss.nt
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b. 切峯面図上の赤色土の分布

この地域の切峯面図には岡山俊ﾡによる縮尺百万分の 1 の図がある。これを 80 万ラ分の 1 の縮尺に拡大 

したのが第36 図である。これに赤色土をともなう赤色砂欧刷およびﾡ土刷の分布なさいれた。この図 

に富山泉地質図 (前掲書かの による古期区丘費ﾡの分布を m さいれると. 赤色方探 別 の分布は,占期 段 

丘積の分布上限よりわずかに高い位置に分布していることが示された。赤色なたﾡは。富山地城では, 黒 

t市,Ai市. 大沢野町, 八尾町のものは仮地守高線 100～300m の間に分布するが, 呉羽山丘陵および 

射水丘陵地城ではこれよ り低い位置に分布することになる。しかしながら,現在標為によ って乂羽山のも 

のを見ると, その分布は係高70～130mのに在する。 切栄面図によってもわかるように,古期区丘 

地 8WB は一梱の海岸段丘的地薇眼 と ﾡ楽される。

高山地域では切格面図は 湖盆地的凹地影を示し, 仮想等高5殺1,100mと 1,000m の川際はしく広 

い。この地域の赤色の形は,この湖盆地的地形の敗協部腹縁に存在していて,その位置は,もし湖な地的 

凹地のゆ番水が流山ナるときは,Kちに改水していく と思われる協所にあたっている。

富山市周辺の地史について,富山阪地質図説明“:".洪積期に地塊の隆起があり,この期において段丘 

の形成が行なわれたことが記載されているところで,ハ部川の三仰州. 常御寺川,神通川流域の開所扇状 

地などの堪利网中には赤色Mの分川が見られない。赤色肘の分布状您から推してこのよ うな河川の流域に 

先 達 した河岸段丘的堆積附 と はおえ られず, したがって,呉羽山ﾡMのﾡ積と ・逃の関性を も っ たﾡ州 

段丘的推積Mと赤色刷の形成とが商校関道をもっものと 考えられるのである。 これについては後述す 

る。

c.鉱物同定

赤色土ﾡ母材および各地層の合有ﾡ物の紅成を知るために,試料中の 0.1〜0.2mm の細散につきﾡ物 

同定を行った。試料のとりかたならびにﾡルの作り方は前述のとおりである。同定の結果は第 14 表の 

とおりである。

赤色土の如位を顕徴领で観察すれば,長石は著しく 限化していて,その前ﾡを判別するのが困知であっ 

た。あまり風化していない長石について換討すると, な羽山躁肘上の赤色-上および高山の赤色上のものは 

普長石〜灰"長石であった。 また細式冊はすべてﾡがとれた九みをもったものであった。角川石,練石 

類は見られなかった。

呉羽山除刷の上刑である峠茶比刷以上の各地岡の長石は中性石が多かった。お雲例は赤色土のもの 

と同機に丸みをもっていたが,他の期物粒は比极的風化 していなかった。呉羽山地域で高80m を上限 

として, 表層侵倣の著しくないところでは,黒色土ﾡが見られるが, この黒色土壌の細粒中には,火Iガ 

ラスが50% 程度含まれていたが,呉羽山険層上の赤色土中には火山ガワスがさわめて少量であった。こ 

の火山ガラスは火山ﾡ山の必響によるものと思われるから, 赤色上層の推放当陽は少なく とも,火山噴出 

かさほど激しいものではなかった ものと 考えられる。これはまた赤色土層をともなェう呉羽山ﾡ層のﾡ積 

は, 火山の改 しく なった時期以前の堆就战である と 考え られる。

d. 示差 熱 分析

富山の赤色土および各地刷と,高山の赤色土の試料について, 示差熱分析を行なった。その結果は第 

37図のとおりである。また粘土 鉱 物の同定を行なって,見かけの谷ﾡ量を此核したのが御15炎である。

第15表に示されているとおり7山,高山lの赤色土境ﾡ中の粘土鉱物は, 新潟築のものと同様に,カオ
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(D 赤色土CM (2)赤色砂欧W,(3)赤色, 砂酸ﾡ中の赤色ﾡ土,呉羽山産:(小赤色土Bﾡ,(5)赤 
ud+Cw. 八; (6)色土,県羽山!; (7 段r積h,(8 北代砂 別•(9) (8)と 同じ. C10, 災 
FE土:坂.(1i) 火ai川役料,(12)e茶BN,(13) 呉羽山 球 m,(14 西富山. (5)ぶe土 
CM,(16)赤CCM,(17)赤( I:CN, 山; (18) 赤色土BM.(19)ホ色土Cル, 女峠 
(1 Red soil C horizon, (2) Reddish sand and gravel bed, (3) Red clay_in (2, RureyDa; 
(1う Rcd soil B horizon, (5) RedsoilChorizon, Yatsuo;:(6Blacksoil, Kurchayama： (7.) Ter 
racc diposits, (8 Kitashir。 sandstone member, (9 Kitashir。 sandstone member, cIay R 
its;(10 Yellow-orange soil, (11) Volcanic dctritusdcposits, (12) Togechaya member, (13) 
Kurehayama Rravel bed, clayinits; (14 Nishitoyama member, (15) Yellow soil C horizon. 
(16) Red soil C horizon, (17 Redsoil C horizon, Takayama; (18) Redsoil Bhorizon,(19 
Red soil C horizon, Bijotogc.

第37図 Tr山. 高山の赤色土の示差熱分析曲線図

Fig. 37 Diffcrential thermal curves of red soil in Toyama and Takayama districts.

リン城物を含み,呉羽山,八町のものはイライ トを型じている。またギブサイトは呉羽山赤色砂映刷中 

に多に合有していることが認められた。

c.x線分析

山, 高山の赤色土岡および各地岡の試料について, 新潟県の赤色土の場合と同 じ方法でX微分析を行 

なった。その結果から,期物の同定を行なって表示したのが第 16 だである。

a16炎に示されているとり, 赤色土州中にはカオリン鉱物が多く, それにイライ トが混じていた。 

これは新ﾡ県の赤色土中のな有旅士鉱物の紅成と同様である。ま たブサイ ト は呉羽山赤色砂礫 M および 

忘山美 女峠の赤色土M cW (砂映質) に多量に認められた。

各水ﾡ化鉄ﾡは赤色土のものはおもに赤鉄鉱であった。ﾡ色土では欄鉄鉱が多かった。このことは, 

でに述べた上 う に赤色士, 賞色土の色 と 酸化鉄然の補類 と が密接な関連を もっていることを示すも のであ

る。

f. 赤色砂球層の沾土風化と堆積作用の地質的考察
呉羽山BM, 今村(1932)»によれば, ﾡ新災新統の下簡刷で,俳新世の西山ルを不整合におおい,
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示土岡(者らの赤色砂ぼ, 拈土科)に不整合におおわれている。味田ら(1949"はこのﾡ色砂ぼ, 粘土 

Rを合む染層を県羽山県刷と命名されているものに対止している。同氏によれば, このMの生成時代は鮮 

請県新世で. 三角州. 扇状他および鴻湖の堆積地科である.

7niI県地K口説明.(1957,前掲期書)いは,呉羽山層昨および古期区丘深を一括した地刷と している。 

そして. この一括して示される地層は各地の丘陵に孤立して分仰 し. 岩相も一様でないが。 つぎの共通点 

があると述べている。すなわも,(1) 下位州にべていもじるしくﾡ粒であること,(②)下位刷が海成ﾡ 

であるのに, これは主として淡水成府であること,(3)ﾡﾡの原炎面を簡分的に残していること. などを 

あげている。 また同には. 呉羽山丘陵地域では この战は か さ 50m 以上のﾡﾡを主体とし, 映は石英斑 

岩の5～30cm 火の円標が多く. 花風岩,砂岩。安山岩などを混じ,チ+ートの細保も合み. 然法部から 

上に向かって踝はしだいに小さく なり,一般には維然として方向性を示さず,下位の音川累肘とは緩い傾 

斜不整合の関係があるとも述べている。

これら興羽山/評および古期役丘推積の分布と赤色砂W, 締土刷の分布を切楽面区に路e したものが第 

36 図である。この図は赤色 科 が明らかに 呉羽山州評および古期段丘積と一巡の関進性がある ことを示 

してい る。また高山の赤色土が内密地のは地ﾡの周緑命に地積したものであることを示している。

木研究によって. 呉羽山丘俊地と, 八尾町につづく低山地域で, 赤色土身. 赤色砂礫椚は貝羽山藤椚 

上にIな ること, 赤色土ﾡをと も な う 赤色前土ﾡは八尾県刷を被置 し, •師は音川累用 上に 近 なる ことが 

明らかになった。

上記諸氏の説と本研の細果を総合して赤色土層の岡的位置を示せば姉 17 友のと おり である。

この表で示されている とおり,富山地域では, 赤色土を ともなう赤色砂映層と各地層との刷位的関係 

が, 特に整然と した姿で示されている。

どによれば赤色砂際町はﾡ羽川映岡上にi(接重なるﾡかあるいは, その上部刷であると見なすことがで 

きる。 また赤色土は呉羽山砕刷とそれより古い地刷の上に存在していて, 高位区丘進積岡の上には存在し 

ていない"。 これらの実は赤色土の生成期が高位区丘面の形成期以前のものであることを示しているも 

のと考えられる。

呉羽山I際刷は更新・ﾡ新世で,いまのところ地K時代はそれよ りしくはさまっていないが 推積現境 

が.三角州,扇状地および海湖成であると考えられるところから,地史的観点から見て爲位段丘堆救物よ 

り古いものであると考えられる。

ここで注口 したいことは,赤色砂魂府のﾡが者しくﾡ化していて, クサリ映または死に石とよばれるも 

の, たはそれに近いものであるということである。 そして, このクサリ映府の下位の呉羽山映層中に 

も,赤色の円踝および亜角課を含んでいる ことである。クサリ欧は災新性古期の砂確W中に認められる も 

のであって, 名古网の八小m, 九州の高良台隣刷などはクサリ染Nであるが, これらの中にも赤色の円煤 

および亜角深を合んでいることを確認しているのである。

以羽山堂脚 と その上位にある赤色砂欧州とは, 映の岩T, 大きさお よ び形状と堆匿状態が悔似 している 

ななどの f央からスて, 呉羽山W岡の ク サ り 瞭府の園化の際に,差別的限化が行なわれた と見るには差別風

*ゆ卜ら(1962)"は北陸地力における地形図と土壌との関係を示す子素図において, 商位段上に古 

赤色 L(風化般) が#在すると しているが, 筆者らの割査では赤色土の存在は認められなかっ 

た。
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第 17 表 打川お.よびハバ地ルの凸とパとのり」係

Table 17. Geological stratification in Kurchayama and Yatsu。 rcgions 

indicating the strata on which redly colored deposits. O)

A 尾 町 地. 域 
Yatsu。 region

「 ,, ポ, R
J Alluvial deposits
1 状地地仙層
l ドan deposits

呉 羽 山 地 ﾡ
Rurehayama region

加 郡 R
Alluvial deposits
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第

四

紀

Quaternary
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Pleistocene

新

新 
第

中 
新 

世 
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Plio-lower 
Mi。 -upper

新 
III： 
古 
期

>11

累

OIOgava 
formation

関析ﾡ状地積層
Dissected deposits

位段丘ﾡ徴用
Higher terrace deposits

9 
所

Pleist-Plioccnc

F苕色泥野 
/\oiciani mudstone member

紀

Neogene 
Tertiary

中

新

, 世
Miocene

A

尾

巣

M
Yatsuo 
formation

関析ﾡ状地がん
Dissected deposits
段 丘 ﾡ 秋用
Terracc deposits
北 代 砂 W
Kitasir。 sandslone membcr
ﾡ 色
Orange color bcd 
呉羽山火山外利物推す出I . 
Kurchayama volcanic detritus 

deposits 
ﾡ茶屋砂泥ﾡ . ,
Togechaya alternation of Sand 

and mud member

赤色土をともなう 
な 色,砂採層
Rddish sand and graycl bcd 
accompanying red soil

呉羽山ﾡ岡 ,,
Kurehayama gravel bed

川

累
三田砂岩層
MIta Sndstone member
話fatsどb.- org.sa

平林砂岩層 formation
Hirabayashi sandstone member
城生砂岩用岩田 ・
Jon。 sandstone conglomerate member
と 滝岩 ,
AamIdai Sandstone member
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方
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泡

西富山細の岩ん
Nishitoyama

mcm
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c

mcmber

城山泥 岩,ア・
Joyama mudstone member
楽灰 岩 ﾡluff member

名寺砂岩泥岩互層 ・ ,
MMonmyoji Sandstone and mudstone alternation mnember 
黒瀬谷年砂泥岩店 ・
Kurosedani conglomerate sandstone mudstone member
ﾡノ木ﾡ岩層
Kashinoki conglomerate memher
ボ.縮 累 刷
IwaIIC 1OrIIatlOI

注 ・は赤色土をと もなう色粘土ﾡがその上にﾡなっている地岡

Strata overlain by a redly colored clay layer which accompanies red soil.
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化の糸件がえられないので, むしっすでにかり出化していて, 赤色になる状ﾡのものが, 運積された 

ものとするガが愛当のように考えられる。前記のハ硫M. 商5良台欧Nについても同様のことがいえる。

クサリ 勢 は地下尔の影舞がある と 冷えられるが, 小稗. 新i,I形よびﾡ戸内地方の赤色砂映刷の映 

は川色物(多iにの放分な行物)でなまれている。この出色物質の生成は,酸化. 還元の反甩する環境 

をへて修化作用を強く 受けたことにパ因する ものと おえられる。 L記の クリ映とホ色砂映屈との生成環 

城は。きわめて尔似しているものと推定される。

以上のことから. これまで述べた各地方の赤色 Lをともななう赤色ゆ深M形成は. かなり 風化した岩石砕 

w物が. 連級され. それが陸上でさらに迷しく頃化したものであって,ﾡ色砂採刷のﾡﾡと赤色風化皮録 

の生成および赤色 ト. の生成などは. 地質時代的には,きわめて接続した時期に行なわれたものとﾡられ 

るのである。そして, この生成時期の地質時代は. 先下末占期の間氷期,これはギュンッ・ミンデル川氷 

期にあたるものであるという推定は大過ないものと考えられるのである。

tsili。 赤色土について は詳述を避けたが,こ いも富uの ものと 同時期に生成された もの と 考え られる。

ホ山,高山の赤色 Lのﾡ土ﾡ物は新の赤色士中のものと守しい。また呉羽山課科の分布地域に接続す 

る地域では. 同Wより古い地口時代の地Mである音川県刷および八ﾡ県料上にげ高 200〜270m の範囲に 

わったって分布している。これらのこ と は,かな り はげ しい岩石風化が古地形的に広い範囲にわたり行なわ 

れたのを示すものとぢえられる。そしてその生成物であるか色土,赤色ﾡ化炭設解よび赤色砂改岡 (赤 

色上をともなう)が. 現在まで残存 している ものである と考えられる。

u 岡崎市周辺および渥美半島地域の赤色土

東海地方の赤色土については,古くから 貴学部門の土壌研究者によって 土壌学的研究が なされてさた 

が。その取りう土媒Nは地だ下1m 程度までであるため;こ,地mの唯就と関連する推放用であるという 

ことはもちろんのこ と,その分布列および成因に対するﾡ?も局ﾡ的であった。したがって. 研究内容 

もおのずから限定されていた。

者らはハ島と と もに東海地方 と紀伊半島,ﾡ央半Aのホ色土を地1学的ならびに土ﾡ学的観点から路 

杳 したが,紀の半&やに三皿県のものは, 低位段丘堀出W お よ び身状地堆成用の形成時に低触されるかあ 

るいはそれら唯殷般によ って被泓されているため. 出現機式が散住的かつ改報であった。岐血県のものは 

著しく侵触され. 赤色称土ルがきわめて断汁的に残しているにすざなかった。そして岡崎市周辺および 

W橋市東部二川町一帯,天伯鳳,海美町一帯に,比故的整然とした姿で赤色土をともなう赤色砂茶Mおよ 

び粘土 战 が存在していた。本報女では, この地域に主点を置いて述べる こと とする。

a. 赤色土の分布と地質

1. 岡崎市周辺の地質 と 赤色土の分布

岡崎南周辺の地質については, 石井(1924)"7»の75,000分の1,豊橋図ﾡ(地ﾡ調査所)がある。その 

他卒論でこの地域が多少はいっているものがあるが, 一応段欄図網を採用 した。その地質図に赤色土の分 

布を示した ものが第 38 図である。

赤色土は最150m の と ころまで分布 し, 上部ﾡ新世の地岡ならびに更新世古期の地N上に赤色の円ﾡ 

を型ずる州 (Wど州の) があり, その上位簡が赤色怖土ﾡと赤色土となっているものと, 古期岩層よ 

び火成岩 Lに, 赤色円映をずる赤色ゆのﾡﾡを見るものの2つに大別される。そして新世新期の地
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用および冲積附上にはこのよ う な赤色脚の一次推 積 は認められなかった。このょ5 ﾡ積状態を明らかに 

するために, 地脳断面区を作り第 39 図に示した。

この地域の赤色土および下位層岩岡の試料は岡ﾡ市百々と岡崎市明大寺で採媒したが, 岩層の風化過ﾡ 

とぢ究するために地域外ではあるが,愛知県西加茂郡ﾡ投村上伊保で確認された花闘岩上の赤色土, およ 

び豊田市一色で発見されたﾡ災県層上部層中の 赤色粘土的および その下断の 試料もあわせて 実験に供し 

た。

土壌断面 No. 27 (T英21う

所在 : 愛知県西加茂郡猿投村上伊保

海抜5 : 120m

実験試料採集他置

赤色土Bル : 20 cm (深魔, 色； 明盤色 c2.5YR 5/6う。

赤色土B-C解： 40cm, 赤色砂用 (花樹岩質)。

花尚岩: 3m, 深層風化 した白色で脆い花観岩。

地周断面 No.. 28 (野真 22)

所在:豊田市一e (挙母街道一色と筋生の中關, 路切取面)。

海抜高 : 70m

沢美累肘上挑お： 軟n 貝岩,貞岩と球混 り 砂岩との互相であるが, その上位部は赤色粘士層 (20～30cm 

) *拠む設R色岩船で,下位伝は市市灰色または灰白色岩納である。また上位ﾡと下位部岩刷の接すると 

ころに 2～3cm 大の譲ル (40cm 呼) があるのでこの面で上下 m は非整合と見なすこと もでぎる。

実験に供した試料規築位:改

沢美累网中の赤色朝土战 :70em (深度). 色; 明田色 (2.5YR 6/6)。

灰白色粘土利：4m (深度)

土壌断面 No.29 (野y23)

所在 : 岡崎市百々

数高 : 50m

林分 :7カマ ッ天然生林. ネ ズ ミ サシ多 し。

花N岩上に赤色門B刷(ﾡﾡ照岡) が故取し, その上位は砂ﾡな赤色土壌屈となる。映は花側岩, 母 

ル岩。

Aﾡ : 10 cm 厚. 砂m. 色;灰Ee (2.5 YR 6/6)。

BW : 10 cm 色； 開ﾡe (2.5 YR 5/6). 網占母きわめて多い。

B-C刷:50cm, 色； 明田色 (2.5YR 6/6). 赤色の門破 2～5cm (f)。細雲母. 石英の粗粒がきわめ 

て多い。

C用:花悩岩, 取牛岩, 拓板岩の小環は特に赤色を呈しているが,また着色 しない灰色な花确岩. 粗面 

岩 (乳白色) の礫を混じた砂膜相,色； 開度補色 (7.5YR 6/8)。

C刷の下位は花関岩体となるので, 上位Mは派美累Mと見なすことができる。赤色砂碟おと接する花樹 

岩体表形部は赤褐色に着色 している。その摩 さは場所によ り央なるが 5～15m である。 ﾡ頭面の基部か 

ら約 2～3m までのところは灰白色の深刷風化した花尚岩で, 部分的に取化しない塊状で新鮮な花曲岩が 

ある。

試料は土壌朋の各附 と 花歯岩の帯赤色都分 (表科部),深別風化部分 (帯灰白色) および深用風化帯の 

なかで特に風化が著しく,砧土化している部分などを採集した。花脚岩の赤色風化の状態は写真21 のと 

おりである。

地岡断画 No. 30

所在 : 岡崎市明大寺

海抜高: 90 m

林分 :アカマッ 天然生林に クロマ ッ記生。

花脚岩体を後ﾡした測災県岡上に赤色土をともなった赤色円砕岡. 赤色門ぽを面ずるﾡ料用, 最下部は 

花崗岩由来の砂で構成される駅白色砂岩用である。赤色円礫を 混ずる砂礫肘の原さは 場所によ り 兵なる 

が, 明大寺一市では 4～7m である。

土ﾡ断面 No.. 30 (9真 25)

Aﾡ : きわめて薄く 摩さ 2～3cm, 色； 赤初色 (5YR 5/6), ﾡ土。2～3cm の深武入。

B岡 : 4oem, 砂質壊土M,色； 明曲色 (2. 5 YR 5/8)。

CH: 赤色砂碑刷, 色； 灰赤初色 (5YR 5/4), 多の唯岩ﾡ (径 3～5cm) と 砂および赤色粘土で構成 

された砂礫用で,その厚さ 70cm。
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Cﾡの下位層はﾡ岩となり, 特に赤色の度合が高い(さ約50cm)。 こ北はおもにドバ省際が 

赤色を品したものである。 花ﾡ岩の赤色なものおよび灰白色の際と含む。 映の従は 上位Mと県な り大き 

く, 10～20cmとなる(9真て26参照。 この特に赤色ななﾡ刷の下位は, 赤色円踝を混ずる淡赤橙色の砂 

ﾡ層となたり, この课の組成を微数で算定すると, 結山ル岩砕:70%,花図端硫:20%%, その他古生刷から 

由来した徒岩,粘収岩の際が 10% である。 既の大きさは上位肘ほど大きく 径 10 〜 15cm で下位部では 

径 10～5cm となり, 砂が多くなる。この状態は写ず 26 に示した。

また闘岩体を彼置する. 赤色土をともなう 赤色陳 M (M美果M) の状態は毋式 27に示した。

試料はホ色土Mの谷M と , 赤色円飛刷の母題牛岩,ホい花岩欧お よ び灰白色花岡孫か ら採集 した。

・ でドド

□
•せ・

2. 海美半島地域の地質 と 赤色土の分

派半島の地ﾡについては, 石井(1924:)の 75,000 分の1豊橋図報, 石井(192719»の伊良湖岬図幅が 

ある。地形については辻村(1919', 今介村(1925"のほか多くの報省がある。 辻村はその報文のなかで, 

天伯WはW方ヘ外側ﾡ州に向かって逆ﾡ斜する特災なた地ﾡを品するこ とを指ﾡし, 土(1960)m はこの地域 

の別序学的知見およびレ化石群の古生態学的特徴を述べ,洪般世初期以降. この地域に分布するそれぞれ 

の地ﾡが生成した4回の海似をぢえ, その間には削』期,り0期をあらわす海選期が存在したもので, こ 

れら海任, 海退は, この地方ガーの海面に対する相対的外降のくり返しであろうと推向している。

本報告ではこの地域の地質については, その全域を 調査し報告した 石井の橋, 研良湖岬区幅を採用 

し, 赤色土の分布をそれに示した。それが第10 凶である。

赤色土の分布は好橋市多米町では挑右 150m のところまで存在し,古生ﾡ上になってﾡ積している。 

岩崎町,二川町を含む地域では,最商頃高 80m あたり に達し,前者と同様古生用上にイ在するが, これら 

の地域では古生帆 を 被覇 している更新世古期の地解 よびそ の下位Rであ る 部. 美累 や 上に直接用 •般 してい 

るものが多い。超美半島地域においては,湘上累Wの上部用上に爪なって分布 し,その上隣は標高80m, 

下限40m で,この範囲にはいる鈍頂な丘険地に広く分布している。この分布状態は地質図に赤色土の 

分布区域として示したが,さらに地質断画区で示せば第41 図のとおりである。

赤色土は遠州灘に面する海岸近く では,標高 80m のところに, また, 二川町,天伯原を含む地域で標高5

ﾡ新世 2 明照
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Fig. 42 Schematic presentation of gcological profile in Atsumi formation.
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赤色土の研究 III (木立・大政) -77-

世折期の地 网 とも接しているが,赤色な砂がその円パ中に行在していなかった。したがって, 赤色土 

Wをと もなう赤色み碑Mは災県層上に重なったﾡ積Nで, 赤色土町の堆品後に,渥美 累网が曲隆 した こ 

とを示すものである。

県ル上の赤色ゆ飛府侵触されたところがある。このような関係を模式図で示せぱ第 42 口のとお 

りである。

ホ色土 ょ び赤色砂礫粕の粘土鉱物 と 況美累M各 M の粘土 区 物を検出する ため に,これら 各Wから試料 

を採災した。各地点の巡災県刷の住状口で,赤色刷の関係位置を図示したのが簿43 Beある。この図を 

処ても部美累おおよび赤色Mの推研後,累M全体が曲隆したことが明らかに示されている。

地ﾡ断面i No. 31

所在： 渥美郡川原町,戸ヶ池

海抜高5 :30m

林分 :アカマッ 天然生林,クロマツ 配生。

型果ル上位になる赤色砂映上に赤色土刷が形成されている。この状態を示せば写真 27 のとおりで 

ある。この部分から試料をとった。

土機断面 (呼27)

Aﾡ: 砂,小探泥 じり で,腐杨少な し。色； 灰R色 (7.5YR 6/4)。

BM :占生 M の角礫多 し。色: 赤初色 (5 YR 5/s)。

C:欧の征が小となり, 砂置。色； 赤色(5YR5/S)。礫は 公用 片岩を含み,これは特に赤ﾡ色を塁 

する。

地岡断l 31 の付近において母生肘が赤褐色になっている切取面がある。この山体では中腹部まで赤色

ほ ［コ ［E2・ 目 ［コ
ふe至 斌 G 砂代中,讖 • ルト オ»びE 圧面 Erギ4来ﾡ介

Rea'3x Oでe ふSaioo.Stalone.Sakビ....で,送knSumptngPots

:9:9.%99

・・?・./ 第 41 図 沢美衆刷の地ﾡ断面伏式凶

Fig. 41 Schematic presentation of geological profile in Atsumi formation (Tokai district).

第12区 渥 美 累 网 の 地質 柱状 模式 図

Fig.42 Schematic presentation of geological profile in Atsumi formation.
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第13 図 岡崎・ 海美半島地区の赤色土粘土の示も熱分析曲線

Fig. 43 Differentialthermal curves of red soilin Okazaki and Atsumi 
peninsula districts.
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Fが古生層を被置している。

この地点の試料は風化した赤いﾡ町ル岩および古生用 (A岩) の赤色なものをとった。

地岡断面 No.32 (呼真 28)

所在 :赤羽根村大石

海抜高: 4om
a美県ル隊砂岩上に赤色砂映州の積がある。ホC砂晩州の隣の推御は下位Nと平行であるが断旭でH 

動したところは赤色砂礫および微砂岩も傾いている。これは写真29のとおりである。この砂岩層の用理 

に添って照色沈秋物の薄用 03 〜 0.5cm が幾岡にもはいっている。 ここでは赤色砂岩,灰白自色砂岩お 

び黒色薄料の試料を採集した。



—80 — 林野土ﾡ調花報告 第1.1号 赤色土の研究 ni (木立・大政) 一S1-

地層断面 No. 33

所在 : 湿災証田原町百々

この海栄は念ともってﾡに接し, 誕美累Wの用序がよく 現われている。この58.4m の―さをもつ断 

出の最上部刷は赤色粘土刷をともなう赤色砂wm (ﾡ頭面の厚さ 2.5m) がある。この住状区を術13 口 

に示し・ 急崖での赤色砂膜府の状態はサ口 37 に示した。最上部の赤色砂欧刷はよく海法作用を受けた1 

～3cm の円映岡と赤色徴砂ﾡとの互刷である。 この状御はの真30 によって見ることができる。深の紅 

成は硬砂岩 確岩,処色確岩を主と し,花闘岩, ﾡ面岩, ル麻岩, 湖岩を混じえている。この地域では, 

試料は師収面の最下部から順次上ﾡ主での各ﾡからとった。すなわち, 最下部の砂, 膝の互眼中の駅質砂 

岩,その上位の砂碑刷中の粘土ﾡ(呼さ1.5～2m). さらにその上位の灰白色砂着 (この層は海りが530m 

のと ころにある),最上位の赤色砂険刷中の赤色該砂ど,表刷の赤色ﾡ土ル (赤色上用の chり)などであ 

る。

地用断面 No. 34

所在 : 豊ﾡ市伊古部

この海岸でも閉高70mか、ら海となり, 最上位に赤色砂際刷(厚さ 15～17m)があり, 交刷は赤色 

土である。赤色砂深層の隣の岩質は百々のものと全く同ﾡであるが大きさが少し大きく, 多くはi後5〜 

6cm である。その下位刷であるﾡ災県Mの状個を示せy(30 のとおりである。

試料は及下部から砂礫の互腕, re合化石 (介化石) M. 微砂質枯-上鹿,K白色8刷,赤色の陸Mの赤 

色砂肘と各別からとった。赤丸印の地相はその色置である。

ﾡ美郷岡の上位刷赤色砂WMを構するﾡの直ﾡをそれぞれ百々海ﾡのもの,の古部海粋のもの, 西 

谷海岸の ものについて測定すると,それぞれ3～5cm, 7～10cm,10～l5cmと況美半ﾡの部, すなわ 

ち陸境に近づくにしたがって大きくななっている。このことは, その咲の供給は陸境からなされたことを物 

請るものである。

地層断画 No. 35 (真31)

所在 :豊橋市二川町岩屋

海抜高: 32m

この地点は高師原の北東部にあたり, 赤色門険を記ずる砂映ﾡが呼い。動ﾡでは4mに述していて, そ 

の表的には黄横色土が戒なっている。ﾡMの状態は真 32 に示した。

赤色砂深層の下位には淡ﾡ色のﾡ砂岩ﾡがあり, この微砂岩屈中には細実国が きわめて多心 に含まれ 

ているほか,いわゆる為師小僧 (径 2～3cm, 長さ 5~12cm) が包ﾡされている。

この断面での試料は, 上から黄橙色土,赤色砂礫知中の赤色珠 (ﾡ面ﾡ,県色探(黒色直岩),白色w 

(花ﾡ岩) および及 ド位の徴砂岩相から とった。写真32 を見ると暗灰色の門・亜円映はすべてﾡ明な 

虹赤色を至している。

地岡断画 No. 36 C呼真 33)

所在 :段格市二川町

海抜高 : 45m

この地点は風美巣岡上に赤色土がある。その呼さは場所によ り 異なる。土壊肘は一鮫に礫泥 じり である。 

その下位置に赤色砂砕層で明らかにﾡ積岡である ことを示ナル理がある。赤色砂ﾡ刷の下位部は預田色あ

1O 10 19

第 44 図 岡崎明大寺の赤色土CMの粘士のX線岡折曲線図

Fig. 41 X-ray diffraction curves of clayin red soil C horizon at Okazaki-myodaljl.
(1) soil, (2) treatcd by ethyline glycoll (3) treatment by ammonium nitrate (IN 
solutions, (4)300°C,45min.heated, (5)400°C,45min.heatcd. (6)500°C, 
45 min. heated.
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るいは赤褐色砂岩题で, そのなか・には鉄盤層の炉が、規照もはいっている。ゲ真33 はこの状を示すも 

ので, ﾡ頭面で水平に盤 りあがっているとこ ろが鉄盤府であ る。

試料は赤色土の A一 Bﾡ(色; 明祖色, 7. 5 YR 5/8う, BM(色 : 明赤初色. 2.5YR 5/6, CR(色; 

明赤初色,2.5YR5/8, 砂碑用中の碑(色;灰位色5YR6/6う, およびﾡ土層(色:か［色10YR5/6) 

からとった。

潔美累用上には前述のよ う に赤色土脚をと もなェ う 赤色砂砕層があるが, そのかに古生ﾡおよび古生代 

の石灰岩体の上にも赤色土 (テラ ・ロッサ的) がある。前者と比散するため田原町白谷の石灰省上のもの 

から試料をとった。

地層断面 No. 37

海抜高 : 80 m

石灰岩の風化物を毋材とする赤色土。

A一B屈 : 色 灰te :(7. 5 YR 6/4)。

B層 :e;灰@e (5YR 6/6。

CH:色; 明赤補色 (2.5YR 5/の)。

試料は これ ら 各ﾡから とった。

b. 赤色土の毋材の鉱物鑑定

赤色土のB刷よび赤色ﾡ土刑中の 0.1～0.2mm の細粒の然物の同定を行なった。すなわち前章と 同 

じ方法で細粒の薄片を作り,偏光頭微鏡で篮物の同定を行なった。否む鉱物の双数百分比を示せば,第18 

表のとおりである。

第 18表の示すとおり, 木地域の赤色土中には一般に網雲母が多く含布されていた。これは花崗岩およ 

び誤用片岩の阳.化砕何物が,赤色土および赤色ﾡの母材と して供給されているためであると考えられる。

第18表 赤色土B層の細砂(0. 2～0.1 mmD の
Table 18. Mineralogical composition of the fine sand fractions (0.2～0.1mm of 

また火ガラスは少数ではあるが, 罔崎明大寺,伊古部の試料のなかに認められた。これについては火山 

噴出の激しかったと きに河川によ って運ばれた火山放出物が,その地域に沈ﾡしたものであるとおるの 

が妥で当であると思われる。長石ﾡは著しく風化していることが認められた。これは. 赤色土がかなりはげ 

しい風化を受けたことを示すものと考えられる。

c. 示差熱分析

岡繕,却美半島地域の赤色上の各 別 および赤色土用の F位刑の試料について示強熱分析を行なった。そ 

の結県は第3 図 (78, 79ページ) のとおりである。示後熱分析曲板から粘土史; 物の同定を行なって. 見 

かけの含犯はの比校を行なって表示したのが第 19 表である。

第19表の示すとおり岡崎, 湿拠半の赤色土中には, カオリンﾡ物が多く, これにイライトがﾡじっ 

ていた。これは所湯,富山, 7山よび北ﾡ道の赤色土の場合と同様である。

ギブサイ トの合布量を各州積M (岩を各む) 別に比較 した結果では,上伊保および岡崎百々 の赤色土 

W と接する花岩の風化物. 円崎明大寺の赤色砂除府および型災半島赤羽投村大石の赤色砂岡および白色 

砂脚中にギブサイ トが多量に合まれていた。これは新ﾡ県の赤色土の下部および下位岡にギブサイ トが多 

く認められたことにﾡ似した現象である。

d.X線分析

此述の方法と同じ力法で, 円ﾡ,ﾡ美半鳥の試料についてX線分析を行なった。また岡睛明大寺の赤色 

を果する’人母片岩碑の試科について,それぞれ硝酸アンモニア処理,エチレングライ=ール処理 300℃. 

400°C, 500°C 45 分問加熱処理をしたもののX線分析を行なった。その結果を示すと第 44 図のとおり 

である。この図の示すとおり,12A の回折練は,硝酸 アンモニウム処理,ニチレングライコール処理をし 

たものでは変化がなかったが, 300°C,400°C, 500°c と加熱ﾡ度を高めるにしたがって,10Aの回折 

線と -緒になるこ とが確かめられた。これはおもに A!ーバーミキュライト とイライ トの random complex

ﾡ 物 組 成(岡崎一源美半島地方) 細砂百分止

B horizons of red soil (Results,experesscd in parts of 100) (Okazaki - Atsumi peninsula regions).

地 名

Location

ﾡ分! 土壌刷位

t Horizon
伊 ds

Altitude
(m)

' 石 英

Quartz

長 石

Feldspar

父划

Biotite 。 , 
やCIICItC

上 例t
Kamiiho

保 27 B 120 21 43 5 22

岡 鈴.百
Okazaki-dodo

々 29 B 50 39 27 2 28

岡 崎 明 大..
Okazaki-myodaiji

寺 30 B 60 81 8 2
__ ___

6

田 原 戸 .,ケ 
Ashigaike

池 31 B 30 74 
_____

19 7

田 際 町,.百 
Tabaramachi-dodo

々 5』 55 21 20
------

48

" .. 証
系@砂 王ル

34 Bed of red sand 
gravel member

76 8 7

川 
Futagawa

町 36 B

-

45

一

44 51

緑泥岩 火山ガラス 関 石 磁鉄鉱 変成岩 : 水成岩片 考

Chlorite Volcanic 
glass

Horn- 
blende Magnetite,Ys"YgSSffjsに。 Remark

7 2
団 材•

Granitic parent 
materials

1 3

3
1

1
ル fi

5 6

9 花檎岩質 
円 材

Granitic parent 
materials
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第 46 図 北九州地坂の切栄面区と赤色土および渋積層 (古期) の分布

Fig. 46 Map of summit-plain (Gipfclflur and the distribution of red soil and Older diluvium in North Kyushu.
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地方での研究結果と 比校検同 して, 北九州地域の赤色土とその赤色下位層の生成について検及 したもので 

ある。

a. 北九ﾡ地方の地ﾡならびに切峯面図上の赤色土の分布

この地以の地については,赤木の75,000分の 1,豆田因細(1933",I魔区幅C1933),小城図細 

1934. 大企田区細(193イ"および地質調所ﾡC1951)"の50万分の1. 曲肉図親がある。また鳥山 

(1932ン"久和※. a岡南部地以の解予および遺構史的が察ならびに地形について述べている。さらに矢 

t(1926)の»の第三紀およびその直後における九州地史の大要を述べたものがある。

九州のホ色土は,色門欧刷士たは赤色門際とiずる岡刷をﾡとした赤色砂職刷よび赤色粘土州

M高である。そ して. 場所によ っては下部Wは赤色は棵を混ずる巨躁的あるいは岩脚が赤色になってい 

る ものである。 こiれらの 赤色Fは赤木の報告にある更新世古期刷あるいはバ山の久留米N (更新 ・ 鮮新 

期) のﾡ積後, 後久団米変動にともなう地盤沈ﾡ時の推積層 (巨欧層よびその上位岡)上に皿なってﾡ 

風 している ものである。赤色土刷(赤色土の再ﾡ書はのぞく)は更新世新期のﾡ積刷および中積期の進ﾡ 

用中もしくはそれらの堆積 M 上には. 分布していない。このことは赤色刷が関新世古期の地Mと関巡が 

いこと示すものと考えられる。したがって,北九州の赤色土の層位:上の位置は,その出現様式から見れ 

ば,北九州 以外の既述の 各地方の それ と 対比する ことができるものと考えられる。
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e士の 分布を 切 豕面図に入れて示 

したのが第46 図である。この切面 

図の作製方法は岡山俊雄の方法にﾡ じ 

たものである (前述のと おり)。この 

図では,赤色土は一結を除いて仮毎等 

商線 400m以下。 と こ ろで, 多くは 

100m 教の上下sよび 100～200m 繰 

のところに在在している。*た仮進等 

高線の 400m と 600m の間は著しく 

I川龍が広く,これは平坦面すなわち郎 

¥平原の杯在を示している。もし現在の 

気候下で赤色土が生成 されるとすれ 

ば, この平坦面と見なされる区域にお 

いても広く分布しているははずである 

が, その •発見はきわめて困難で,ただ 

1か所, 仮想等商線500m級が通って 

いるところに見い、だされたが, これも 

現在の地形図の頃高では31om でぁ。 

た。

Andesite
町48図 地 質 柱状 図(鳥山による) 

Fig. 48 Geological profile (TORIYAMA).

つぎに赤色土の分布•地域の代表如点 

の柱状区をり. これを第 7 図に示 

した。
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以下試料の採婚地について説明する。

地岡断岡 No. 38 (真 3わ

所在： 粕屋郡久山町 L久W山ノ神

海抜高 : 150m

林分 : 竹林

上久原山ノ神部締の東部山開部に標高 200～120mにわたって岩石段「的イ地がある。この作地は三は 

変成岩で構成 されて いる。赤色土はこの台地の上限から基簡にかけての級ﾡﾡm上に, 欧州あるいは変 

成岩上に近なって唯楽している。投成劈体は赤色に若色し,岩石の風化が者しい、簡分が認められた。赤色 

上の上限の柱状図が柱状区番号1であり, 台地の中以锵の ものが柱状図 おり 2である。試料採集は 2 の地 

点で行なった (第47図参照。

A刷: 色 赤初色 (2.5YR 1/8). 際記り。

B刷: 5cm種度でiちに風化岩となる。

cM:e 赤褐色 (5 YR 5/6。角藤 (毎 ・/関ホ岩) が多い。

験に供した試料を採集したﾡ所はつぎのとおりである。 すなわちAﾡ, p- CR. 赤色土下の新鮮劈 

石 (緑泥 •角閃片岩)およびその限化物である。

地刷断面 No.39 (柱状図番サ 3)

所在:粗屋郡久山町上久原池

ﾡ抜高:60m

この地点では赤色円標 (中欧) を混ずる円疎用が摩さ 5mであった。 その下別 部分は多少/I: 径の大き 

い深岩刷になる。三部変成岩は赤色門ﾡﾡとする部分では赤色に色しているので岩石ﾡ化を知るため 

に, をの岩純から試料をとった。 ナなわち新鮮岩(ﾡ泥・清石ル岩)お上びその風化物と, これが赤色に 

着色したものなどである。

地別断面 No.40 (柱状区番サ わ

所在 : 柏屋郡久山町 F久原

ﾡ抜高 : 55 m

地質柱状図番け 4 の地点であって, 色桁土が小さいレンズ状(チリノン格状)にﾡﾡしている。これ 

は赤色土層の二次的増書層 と 考え られ る も のである。

試料はこの赤色粘土からとった。

地表下20cm のところから 100cm の間に粘土層のレンズ状地積があり, そのおのおのの厚さは 5～7cm, 

長さ 10 〜 20cm で. はば水平に (波状形ではあるが)ﾡ秋し, この刷厚は約 4m でその下部は淡黄橙色 

駄質真岩刷である。この下部層は地ﾡ図から判断して, 古第三紀下部刷の一部と見なされる。

地岡断面 No.41 (柱状図番号5

所在 :粕屋郡大川村長洋原大間池

海抜高 :45m

この柱状区は柱状図番号5に示した。赤色円ﾡ(径3～5cm)を型ずる映船は約 1.5m あって, レン 

ズ状または砂刷と互刷している。この船の表 地 器は,赤色な粘土質な ものに移行 し,さらに赤色土肥 とな 

る。下部岡には緑泥ル岩の巨ﾡがあり, その深は赤ﾡ色を塁するものが多い。巨ﾡﾡの下部は三部変成岩 

M もii. き卜i・ 行岩)の風化とる。土刷はAパが部分的にイ在するがい。 B!層約 

20cm のメさがあり. 色明赤初色 (2.5YR 5/8) である。 CRはﾡﾡりで色は明赤性色 C10R 6/s) 

である。料はA州を除いた各Mとﾡ化したﾡ泥ル岩からとった。

地刷断面 No. 12 (ﾡ状図番号 6

所在: ME1aいU町r新順

海抜高： 45 m

この地点では上部古第三紀刷の上に口映州が 3～im の以さで堆積 し. その上位は赤色円映を型ずる砂 

映およびホ色ﾡ土Nである。ﾡル部 1～2mは特に赤ﾡ色である。巨ﾡ刷中にも赤色円映が記じている。

地Nlimi No. 43 (今 典 35

所在 : I甲央村岡

海抜高:15 m

この 地点. では 化画 む体上に赤色円踝 (険は主として花ﾡ岩) を混じた巨援肘が堆故 し,炎解は砂じり 

の赤色怖士Mである。この状題を写典 35 に示した。

地N断面 No. 44 (柱状図番号 s)

所在:福岡市香椎町

海抜高5: 65 m

高地域では赤色上の分命も比縦的広 く,赤色土の土壌学的研究の対象と してこの地域のものがあげら 

れている。その土堺Mは,下簡のﾡ積刷に重なっている。これを標式的地W断面で示すと柱状図番号 S 〜 

12のとおりである。 すなわち. 香椎町一の丘酸sよび低山地では課高65mあたりが,赤色土分布の 

上限である と 考えられる。この地域では赤色粘土州が厚く.呼さ 1 〜 3m に達するが,その下部川は赤色 

小映をともなう円映州となり ドほの地椚と接している、地 m 断面 No.44 は赤色土の上限のものと して 

号えることができるので,その増積形態を示した。この地点を含む地域では,赤色土刷の下位刷は. 下部 

M 第三紀Mで,泥む,的む. I岩のMで地刷は北線をとおる神斜および向斜軸があって耐曲してい 

る。

赤色 土Mをと もな う ホ色門染刷 と下位のi地刷 と接するとこ ろは特に赤色で,下位地mのM理にそ う て. 

赤色のヨロイ ド状物質が入り込んでいるか, または地Mを染している。

地刷断面 No.45

所在 : 淡岡市香椎町,香中学校庭り収商

海抜高6 : 25 m

林分: 赤色土上のﾡ生は, 7 カー ッ の天然生疎林でぁ る。

ﾡ斜した下価古前三紀W上にﾡく赤色門ﾡ。白色編証#KﾡaNが:面なり合っていて. その上ﾡ ト 

〜25" のと ころまでが赤色怖士ルで次ルは赤色土州である。この地営の土戦刷のA刷はさわめていo 

S, その ド他相以下から試料を採集した。すなわも,B,旭; 色 緊&e (5YR7/6), B-CM:色ﾡ 

e C7.5YF S/S,CM 赤松色 (10R 6/8),古納三紀刷項岩W: @ ue (5YR 6/s)などである。

この地域の泳色8刷中にはセヨイヤ(?) の確化木のﾡル(3x3*4cm 程度)が多量に包政されてい 

る と ころがある。

地MM面 No.46 (住状図番号 10)
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所在: 柏屋 郡古賀町古貫,商illl中lill

海抜高 :8.5m

この地点付近では石英強岩が節ア し,それが赤色に着色し,著しくﾡ化しているものである。 またこの 

岩体に接する低位砂丘断而では 柱状伙番 4 10 に示したように赤色ル (ﾡ士m) の期没したものが見られ 

る。ここでは砂の積岡に, 赤色な物質が滲透 したところが見られた。

土壌断面 No. 47

所在: ﾡ岡市本村

海抜高:30m

林分:7カマッ天然生林

この地点件近は赤色の際天的分布地域であって, この斯而では赤色の円標混 りの准iがあって. そ 

の下位府は上郎 占第三紀依とな る (柱状図番号 11 参照。

A納: 5cm, 腐植の含打中程度,初色。

B,刷 : 10cm,昭県状構池がしく発述している。色 灰田e (7.5YR 7/わ。

B.W : 城状構油で. 厚さ 20～25cm. 色 叨冠色(2.5YR 6/8。

B-CM : 15～20cm の厚さのところがにﾡ明なホ色をす。塊状構造あり。色 赤除色 (IoR /6).

CM : 塊状の用 日 が多い。色 開欄e (7. 5 YR 5/6)。

試料はAMを除いた各Aりからとった。

地ﾡ断面 No.48 C真 36

所在 : m岡市名島

海抜高 : 20 m

こ の地点一には赤色土は点在的分«を示すが, その下部層 である上部 古術 二世曲は 秋質 nむ,微の岩 

と項【岩の互岡である。この地wの柑理にそ う 部分よび推書州の一ﾡに赤色を品するところが:ある。この 

地岡は断刷で切られている。この状態を示せばリ 36で, その一部を拡大したものが:真［』7である。 

赤色の唯械財の ト・部は灰白色の秋賞賞お肘である (柱状図番号 12 参照。

試料は写真37 の各Mをと った。

地刷断面 No.49 (柱状区番サ13

所在 :八女郡加木町中原.

海抜高: 130m

黑木盆地の中央部に も赤色土が分祖する。この地域の地互柱状凶を柱状区番号13 に示した。赤色岡は 

赤色円除をﾡじた粘土Kなﾡ用で, そのさは約3〜4mである。その下位用は新第三紀の頁岩Mであ 

る。

地M断面 No. 50 (真 38)

所在:八女郡森黑号

海抜高: 200 m

この地点付近には赤色円標(径3〜5cm)を混ずる疎wがほく,その堆&様式は前述の上久駅池のもの 

と全く同 じ状態で, 疎はおもに結品片岩踝であるが,下脇部は石楽 ・精間片ﾡルを認ずるものである。

地質断m No. 51 (柱状図番号 15

赤色土の研究 ill (木立 ・ 大政) - 99 -

所 : へk高 上陽町下藤本

海抜高 : 220 m

この地点では録泥石・細雲母ル岩上に呼さ 10～12m もある赤色Fが頂なり合っている。この状ﾡを地 

口住状図番分15 に示した。試料はこの赤色刷とその下簡の多少脈化したル岩用とからとった。赤色用の 

色明赤ﾡ色 C2.5YR 5/8)である。

地岡断面 No. 52 (柱状図番号16)

所在 :八女部上剛町足久保

海抜高5: 310 m

尾久保師落の凹地部に亦色土が分布 し,これが九州の赤色土の堰積用で般も探高の為いと こ ろに存在す 

るものではないかと考えられる。 この地点の赤色土刷は緑ﾡ・ﾡ泥・角関岩体上に重なっているもの 

で,こ のr岩の"れ日にそ っ て み色に色 した部分がある。

土城断画 No. 53

所在： 久和米市高良山参道

海抜商: 170m

林分 :シイ, ラカシ の天然生林であ る。

爲良山神社您道に見られる ものである。雲用片岩上に厚さ 50emどの赤色土岡がある。 この地ﾡ座 

状図を番号 17 に示 した。

試料は土ﾡ刷Bルと災母ル沿とからとった。 B刷の色は明赤ね色(2.5YR 5/8), 片岩腫の岩貿は知杰 

円・石 • 石黒片岩である。

土壊断面 No.. 51 (写 式 39)

所在:久留米市麻口台

海抜高: 50m

pr御納 (古期更新 W)の上部に歩色門隣Nと赤色称土ルのMがある。また一段低い凹地部 に は赤 

色 炉 を被没して小色土壊が分布している。この地質断面は柱状区番号18 に示した。責 o 高R合の 

試斜採集地点付近の全;*である。A Mは地表浸触のためほとんど残っていない。試料は B.M (色 開 

e 2.5YR 6/6), B-CM (e 灰黄松色 10 YR 7/3). CM (色 灰協色 7.5 YR 7/4) および凹地解 

に在する色土壌をとった。

地岡断商 No. 55

所在 : 三ﾡ部筑邦村西企田駅横切取商

ﾡ抜高:30m

地図の断面は柱状図赤号 19 に示した。赤色門ﾡ川が厚さ約 2m で, それに連続して粘土肌の堆積が 

られる。さらにこの肘は断触で切られている。この地域では,赤色土層の分布している ところより一段 

低いところ には黒色土壌が分布 している。

ど村は立納にあるま色土MB(e @e. 5YRG/g).,/色土よび飛ﾡのh優n土M(e 嬾 

2.5YR 6/6) なとった。

地層断面 No. 56 (柱状図番号 20

所在:三笠星那居山村上野
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海抜高: 50m

赤色土利は花嵐岩上にはなっている。

地岡断面 No. 57 (柱状図番号 21

所在 : 島ﾡ市立石

総抜高: 80 m

赤色土科は花固閃緑岩上に旅な っている。

地岡断岡 No. 58 C写真 41)

所在 : 三幾菇郡北慶安村白々 (I旧旭村)

ﾡ抜高:50m

花陽岩体上に赤色円度を混ずる 巨寐 wが重なり,その 上に 赤色円踝时があ り, 最上簡は赤色W LMと 

る。この粘土ﾡな赤色Mは厚さ約1mあり, その上部が赤色上肘である. お色の断山iを貞41にポ 

した。

試料はA一B用(e 灰ﾡ色. 7.5YR5/6), B刷(色 田色.5YR6/8. CM,赤色門砕刷(色 

明赤盤色.10R 6/8) をとった。

地州断面 No. 59

所在:神崎協神崎町志波屋伊勢塚

海抜高 : 40 m

古期更新世の地州の上ﾡが赤色砂欧刷とな り. その上簡は厚いハ色土増用である。

試料はそれぞれ黒色土壌,赤色砂際刷 (e 灰戦色, 5YR 7/4,下部の灰ﾡ色依ﾡ項岩Wからとった。 

地岡断面 No. 60

所在 : 神納部神崎町日ノ限池

海抜高:35m

黒 •雲田片岩上に,呼さのﾡい赤色円ﾡ刷があり, 岩ﾡは深さ 3～」m まで反化がアしく. 上部2m程 

度のところまで赤色に着色している。

試料は土壌刷のB層(e 赤補色. 5YR4/6. CM(県雲母ル岩のﾡ化物)および訴ﾡな雲町ル岩か、 

らとった。

地刷断画 No. 61 (柱状図番号 25)

所在：佐賀郡大和町休日

海抜高 : 55 m

この地点のホ色土ルは,ロノ隈池のものと全く 何様な山現械式を示している。

地刷断面 No. 62 (柱状区番号 26)

所在:小城部小城町岡木

海抜高:75m

振山境のI脚部丘験の中脳部にあたると ころに赤色土ルが認められるが. この赤色土はﾡAル岩体に

入 した玄武岩が赤色に著 し く 風化したいのである。

地層断面 No. 63 (柱状図 番号 27

所住：小城郡小城町鏡山

海抜び7 ： 73

誠 C13.7m) は女山岩体であるが. その中腹陆壊高 75 m のところのみに赤色に著しくﾡ化した部 

分がある。

地Nim No.6l (住状図番号 28)

所 : 多久市所

4高s : 56 m

この地Aでは化岡関ﾡ岩体上になった呼さの背い赤色土ﾡを1める こ とができる。

b. 赤色土層の進積作用と地史との関連

[b1li(1933ンかが北九州の近生代地扱変動について述べたところによ ると・ 福 岡前節および久密米を含む 

地域においては, つぎの造構造史的変動があった。すなわも, (1) ﾡ山末期の変動 (海浸). (2) 納平 

原 の 形.成. C3) に3部的地催の幅動および沈降をともななう火山活動,(4) 地盤上とそれに引きつづいた 

久留米刷(ﾡ新災新期) の地聞.(5 後久団米変動,地ﾡ沈降,(6 海触面 (A面) の形成 (第49図参 

町).(7) 更 新 世新期科の堆汎 段丘•の形成 (B設丘面,(S) 古中積ﾡの地ﾡ. 段丘の形成(C段丘面).

第49 図 地質断面談式図 (鳥山によ る)

Fig. 19 Schematic presentation of gcologicalprofile CToRIYAMA.

久留米当8計
The beq;ning ofthe age O1e

se顔品 of fe shirgle ted

第50図 久留木岡積のじ式区
Frg. 50 Schematic presentation of 
seaimentation of Kurume formation.

(9) 冲横Mの地散などである。また同氏(1932ン9>の 

こ の地域の造構造史的再嚓お よ び地形について述べる と 

ころによると, 久留米N よ り 上位岡のﾡは第 48 図 (95 

ページ)に示すとおりである。ま た地形学的 単位面とそ 

の地質時代についての久留糸地方の丘酸地の例は第50図 

のとおりである。

同氏の述べる と ころを耍約すれぱ次の と おり であ る。

すなわち,

久和米岡は第49 図に示したA面下に構成さ 

れる三f州地積で. その厚さ は久留木地 力では 

約 600 mであ る。このA 面 (平面) は久留米 

N積後の後久留米変動にと もな う 地境の価動 

およびﾡしい沈降現象にともなって生じた海触 

面である。この海は現在の概高 50～70m あ
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たりまで逆したものと思われる。 そして さらに人面上には. 侵性木ﾡに口際層の進積があっ 

た。その後地ﾡの上外があって,A面は局部的にり触された。さらにその後,いく ぶんの地盤沈降 

があって. そのり触面上に新期渋積刷のﾡﾡが行なわれ. この際局法的に沈保他の大きい叫所で 

は砂 05 層の堆欲が以 く なった。その後さらに地ﾡの水平上外が行なわれ, 洪秋期の朽末となり, 

同時にB段丘が生成された。かくて冲故期にはいり,占冲板附の堆祺と さらに もう 1回の地盤 

起によってC段丘を作ってから, 絞折沖積期にはいったものである なお,氏はこの3吸の段元 

のA面は開高50〜70m, B面は40～50m, C面は 20〜30m で. A而の形成は史所世心期であ 

ると述べている。

以上の上 う に. B山の述べている北九州川地ﾡにおける地盤の降起. 地浜の沈降にと もう 海浸 ・海退現 

ﾡと,ﾡ裕らの調によって明らかにされた赤色 tをともな う 赤色円探W. および回ﾡﾡの地ﾡとを合わ 

せてまとめて見ると, 第 51 図のような区式図を示すことができる。

赤色Mの進訓状ﾡについては, さきに示した地刷柱状図, 地刷断. 止断iおよび切*MiM4の赤色 

土の分布などから,(1 巨原眼中にも赤色の円礫を混ずること,(2) 赤色め際刷.よ色称土M口Bル 

上に武なっているほか,古い岩刷 上および赤木の述べている更祈世古期解に皿なっているか。 あるいは, 

fb山の久和米岡 ヒに頂xっていること, などをあげる こと ができる,

赤色風化皮殻,赤色土を ともなう 赤色り物用お よ び赤色上の出現位置は,背振,三部問I境地域と 水幅 

山塊地域とでは,標高に差異があるが,一般的価向としては, 標高の高いところに赤色頃化皮ながあっ 

て,その表用は赤色土であり,これよ り壊高が低いところには赤色双化皮殻の…部と赤色砂踝 M があ り,
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第 51 関 北九州地区の地積ﾡのﾡ積様式模区

Fig. 51 Schematic presentation of sedimentation of rocks in North Kyushyu.
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さらにいにが。 くると か色円欧を ともなう赤色 上または赤色上の二次堆故府がある。地形的には鳥山 

のいうA miでH高s 50～70 m のとこ ろには赤色 上の分布が最 も広く. B面にあたる閉高 40～50m のとこ 

つにはホ色 I： の二次推放 付 が分価している。この二次地科の赤色 上は主たハ色土壌と用するかそれに被 

过されていることがある。

木域山境旭城では. 赤色 tをともなう 赤色喚化以扱およびか色ゆ深町。い高的にかな り がいところに 

仙列する すなわちか色ﾡ化比の諾部がい商 310mに,赤色門ﾡを合む欧州が同高 220m. 200m. 

130mに在している。こiれは水ﾡﾡの降越が1はかの地境より大きかったことを示すものであり. また 

ホ色門ﾡは赤色頃化炭数およびそのﾡW物から供給されたものであると考られる。

以 ヒの 二 とから. ホ色 上の生成時期は..口山の A 血の彫成末期から B面の形成に至る間であると考えら 

れる。上記のように. A面iは問高550～70mで, 赤色土の分布が広く,これはほかの地方に出現する赤色 

上の分布地区 とね高的にほぼ一我する ものである。また地賞時代を検討した結果,A面の形成は. ﾡ所性 

前期であると定される。

赤色臥化皮殻 と 赤色円睬を混ずる 映風のせ世が, かな り 概高の高いと ころに存在す る こと,地塊の隆起 

ということな 少崎して も,その生成時期がかな り 古いものである こ と を物語る よ う に思われる。赤色風化 

皮後よびげ高の高い、ところにある赤色土の分命と切峯面の関. 地史的観点から見れば, A面上にある 

赤色み礫肘の生成は,すでにかなり 区化した砕的心凍の推故 した も のであ る と 見なナ ことがでさるように 

考えられる ので,む しろA面形成以前に赤色土の生広が行なわれたと おえるのが愛当のよう に考えられ 

る。こ の時期は現在士での筆 4らの見解では富f山の呉羽山Iﾡ層上の赤色土の生成時期に相当する時期と なs 

る。

c. 赤色土母材の鉱物館定

赤色土hの 0.1～0.2mm の規粒について. 前章と同じ方法で,ﾡ物の同定を行なった。含有 武物の粒 

数百分比を算定 し表示すれば第 23炎のとおりである。

第23 表に示すとおり,在懸中学. 本村,名んい,高良台,西介団よびの勢塚の赤色土の母材は, 石英 

お上び長石を合み, a間 (あるいは緑泥工)および石などをじていた。その他の節所の赤色土肘は 

細品ル岩上になっているものであるが。これらの地点の赤色上町材の鉱物貳成は,赤色土肘の下位層の 

岩ﾡを反映するものと考えられた。また火Iガラスは, 香椎.町本村の試料に多く 認められ,また少数では 

あるが高良台の試料の中に含まれていた。これは火山噴出(おそらく阿蘇火山)の激しかったときの火山 

灰であると考えられる。

a. 示差熱分析

北九州地域の赤色土やの各州 お よ び下位刷の試料について, 示差熱分析を行なった。その結果は第52図 

のと おり である。示差熱分析山線からﾡ士ﾡ物の同定を行なって,見かけの合有ﾡの止散な行なって救示 

したのが第 24 表である。

第 24 表の示すとおり,北九州の赤色土ﾡおよび赤色母材W中にはカオリン鉱物が多く, それにイライ 

卜を記じていた。特に上久原池および大間池の况化した実母煩結品片岩中にはカオリ ナイ トが多量に含 

れていた。このこ とは,木地域の赤色土中の統土鉱物の種頼がすでに述べた他の地域と同ﾡのものである 

ことを示し, 岩石および粘土の風化が,老しくすすんでいることを示すものであると考えられる。

* X線分析

3%25e3%2583%2591%25e3%2583%2591:.ua
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第23炎 赤 色 上 B層の細ゆ (0.2～0.1 mm) の
Table 23. Mineralogical composition of the fine sand fractions (0.2～0. 1 mm of

名

Location Plot
No.

土墳の刷位と下ﾡの地M ﾡ 高

Soil horizon and underlying Altitude 
rock layer (m)

i央長イi

Quarts Feldspa: Biotite

初久用

Sericite

山 , 神
Yamanokami 38 B -C 150 21 28

大 ○... 池 41
赤色上

J
B: 45 16 13 3

45
Redsoil

c 25 13 27 6

不ﾡ町 本村
Aasnilmnachl 47 BI 30 19 31

名 .. 烏
Najima 48 赤 ・ •

Rcd colored
S月.... マ

6

F 廃. 木
Shimofujimoto 51 " 220 18 16 57

高, 良 山
Korazan 53 B 170 14 25 31

高 良,台
Koradai 54 B: 50 26 33 17

西 牟 田
Nishimuta 55 赤 パaお,。W 22 34 27

III 煙 村
Asahimura 58 B 50

・ 2 j

伊勝 塚
Isezuka 59 ﾡ 没

Buricd
赤 色, E , 
red soil 31 9 3 36

日,ノ 限.池 
Hinokumaike 60 B 35 7 12 18 23

、物〕紅L 成 (九 地 方)(細 砂 百i分 比)

B-horizons of red soil (Kyushyu district (Results cxperesscd in parts of 100う.

ﾡ 泥 i i 火山ガラス fI行; 変成岩ル 水岩 個 *

Chloritc Talk Volcanic Hornblen Metamor-Sediment 
glass de phic rocks ary rocks Remark

8 2 4! " 長 ti Albite

24 37 7

29 正最石. "比石
Orthoclase, albite

11 2 37

94 " ル

9 " 長 石 Albite

3 2 25

24 "石豊高 Albite rich

11 5 中性長石〜背灰製石
Andesine labradorite

74 w 艮 石 Albite

21 正 よ 石 Orthoclase

40 w 長 石 Albite

示迫然分析を行なったと同様の試料について,前iと 同ﾡの方法でX欲分析を行なった。 X繰田折統 

ﾡからﾡ物をﾡ定し, 各有ﾡ物の郡類を表示したのが第 25 である。

第 25表に示されているとおり,北九州の赤色土. 赤色称土および赤色ゆ隣刷中の各称土広物の種題 

は,他の地域の赤色土の粘土鉱物と同様に, カオリン鉱物とイライトが合まれていた。特にカオリン鉱物 

は山ノ神。大間池. F藤木, 爲良竹,の勢塚よび日ノ限池などの赤色土下刷部に多広に合まれていた。 

このことはかなりはげしい粘土風化が,下解物まで行なわれたことを示すものであると ぢえられる。 ドプ 

サイ ・ は北九州の赤色土層および赤色砂ﾡM中には少なかった。

f.化 学 分 析

北九州の赤色土の各 用 および下位Wについて,SiO.,Al.O,. Fe,O,およびTiO。の各分の化学分断 

結果"を表示すれ, 第 26 表の とおり である

第 26 表の示すとおり,商良台, 大間池,日ノﾡ池および香ﾡ中学の赤色土BMの称土のﾡ比止は 1.38 

～ 3. 01, 建鉄界比は 1. 08～2. 58であって, 1:1型のカオリナイト, ハロ イ サイト を 含む こと が想定 さ 

れた。しかし. 山Iノ神および高6良山の赤色土Bﾡのﾡ土ではﾡ特止4.94-5.36,ﾡ鉄此止は3.52～3.98 

であった。これは山ノ神, 齋良山の赤色土は前述のとおり, 母題結品ル岩上に頂なり合っていて, 土壌 

母材中には変成ﾡの風化砕用物を北ﾡ的多 く 型 していたので,これらの赤色土理材の化学成分が粘土分の 

化学成分に大 き く 杉響 してい る ため と考え られる。

Fe.O,の量を新ﾡ, 岡崎および測美半島地域の赤色土と木地域赤色土とで比校すれ (第12表, 第21 

衣参照, 木地域のものは一般に合有量が多いことが認められた。これは北九州の赤色土の 1 つの抑微を 

示すものであると考えられる。

赤色土の粘度風化ならびに堆法作用の地質的考察

北九州の赤色土ﾡの分布を問高的に見れ,背山ﾡのﾡ側山脚ﾡのものは, 柱状図番号 20～28 に示 

したとおり,標高635～80mに存在する。水純山塊の西側施域で, 久町米ﾡおよび更新世古期の地岡上に 

はなっている ものは, 住状図番号18, 19に示したとおり, 標高30〜50mに分布していた。 そして. 

水細山境を構成する古生代の変成岩上に重なっているものは, 柱状図番号13〜17 に示したとおり,標高 

130～310m の凹地形のところに分布している。

三部山り地ﾡでは,上部古ﾡ三紀の地M上になっているものは, 住状図番号3～12 に示したとおり,
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第 52 図 北九州地区の赤色上战および ド他科の示茶油分析
Fig. 52 Differentialthermnal curves of red soilin North Kyushu districts.

愫高 25 〜 65m に分布しているが,三ダ政谷にﾡなっているものは住状凶耐1, 2 に示したとおり, 

概高 150～200mに分布している。
水聞山りおよび三部山Iの古生代の災成岩には東山に走る多くのi州線が存在している。この断ﾡは鳥 

山が述べているよう に, 久米Mおよび更析性古期Wの積後に行なわれた著しい地塊の隆起現象にと も 
なって生じたものであるとおえられる。したがって,北九州 に 分 ナ る 赤色土で課高的に低い位置に現わ 
れるものと,高い位置にあらわれる ものとは生成的に一連の関連性をもったものであって. 後者は古い地 

塊の隆起にと もなって Lルしたために, 現代では髙い慄為のと ころに認められる ものと考えられる。

土鉱物学的特微は,北九州のル色一般にカオリ ン鉱物をGんでいるが,5い、標高のところにある
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第26表 九州の赤色土の

Tablc 26. Chemical propertics of

所 企

Location

住状区 
番 号 
Prof. 
No.

地点
号 

Plot 
No.

Altitude
-(m2 i

土ﾡの刷位と下 部の地M
Soil horizon and underlying 

rock layer

限■細上の色

Color of dry soi

名
Najima

12 48 20 赤色ﾡ 

赤 色 刷 

紅色用 

黄色用 

白 色 ﾡ

Dense red color bed
Reel colorbed
Pink color bed
Yellow colorbed
White color bed

10 R
10 R
10 R

7.5YR

4/8
5/6
6/6
5/e

Yama<oka/i
2 38 150

ﾡ化岩

A 
B-C 
Weathered rock

2.5 YR

7.5YR

/e

7/6

上久ﾡ 池
NamlKubara

3 39 60 赤 色 州 岩 

風化片岩

州 岩

Reddish schist
Weathered schist
Schist

2.5YR
7.5 YR

/8
5/8

商 良 山
Korazan

17 53 170 w.PoHl
丿； 岩

A 
B 
Schist

商 Koはdai f 18 54 50 赤 色 土/
Reel soil I

B:
B —C

2.5 YR

I

6/6

大 、問 池
Omaike

5 41 45 赤 色 土
Red soil |

州 岩

Bi
B:

Schist

2.5 YR

10 R
5/8
5/8

日 ノ 限 池 
Hinokumaike

24 60 る 赤色J: 
Red soil 
赤色麗

風 化 岩

B
Red color bed

Weathered schist

5 YR 1/6

Kashii " 11 44 30

濃 赤 色 M 
赤色土 

Red soil

B,
B:

Dense red color bed

7.5YR
2.5 YR

10 R
7.5 YR

7/4
6/8
4/6
5/6

化 学 的 性 T 

red soil in Kyushu.

SiO: Al.O. Fe.o. Tio: iaeitiot,siosAl.O,sioJFe.o.sio/8; Fe.oAi.o.
loss 1 1

26.4 28.3 25.4 1.57 13.2 1.58 2.77 1.01 0.57
38.6 35.5 7. 34 0.47 13.3 1.84 14.0 1.82 0.13
34.7 29.9 18.2 0.87 12.6 1.97 5.07 1.42 0.39
3.5 27.9 18.8 1.21 12.9 2. 10 t. 88 1.17 0.43
61.3 23.0 3.16 1.37 8.22 4. 52 51.6 4. 15 0.09

39.1 27.4 17.2 1.61 14.8 2.42 6. o 1.73 0.40
17.1 15.0 12.3 1.25 2.31 5.36 10.2 3.52 0.52
42. 4 21.6 15.4 2. 11 7. 79 3.33 7. 32 2.29 O.46

30.3 27.9 26.7 0.25 11. 1 1.84 3.02 1.14 0.61
34.9 27.8 18.9 0.79 13.1 2.13 4.91 1.49 0.43
34.4 33.0 11.2 0.86 14.6 1.77 8.17 1.45 0.22

39.7 3.. 1 ii.4 1.07 ; 12.5 2.16 9.26 1.75 0.23
59.4 20.4 7.66 0. 84 6.95 4. 94 20.6 3. 98 0.24
63.6 16.6 6. 92 0.66 । 85 6.50 24.4 5.13 0.27

35.5 32.5 15.3 0.93 16.0 1.85 6, 17 1.28 0.30
24.3 29.8 13.3 1.35 29.0 1.38 4.86 1.08 0.29

36.1 29.5 1 ia.i 1.10 ii.s 2.08 5.30 1.49 0.39
32.7 27.4 23.0 1.19 11.7 2.02 3. 78 1.32 0.54
38.3 36.4 7. 52 0.52 13.6 1.78 13.5 1.58 0.13

3i.8 31.6 19.7 1.23 14.I 1.71 4.29 1.22 0.40
49.1 24.5 11.0 o. 80 7. 43 3. 40 11.9 2. 64 0.29
53.1 20.8 10.3 1.08 5.53 4. 35 13.8 3.31 0.32

50.3 27.7 8.30 1.27 11.5 3.08 16. 1 2.58 0.19
44. 5 31.4 10. 3 0. 98 12. 2 2. 40 11.5 I. 99 0.21

44.9 25.3 11.3 1.36 10.8 3.01 10.6 2.32 0. 28
24.2 12.6 44.4 0. 25 13.2 3.26 1.45 1.00 2.25

赤色土州および赤色土がなっている変広岩は, 特に多量のカオリナイ 1•を含んでることである。このこ 

と は前述のとお り, かな りはげ しい岩石風化が行なわれたこと を物語る ものと 考えられる。

鉄成分が他の地域の赤色土よりも比校的多いということ,およびギブサイトカ;比校的少ないということ 

は, 以上のよ う な地質学的変動にともなって生 じた古地形的現境および赤色土保材が多 く は奥母上結品片 

岩に由来するものであったという ことに起因しているものと考えられる。

以上述べて きたように,北九州の赤色土M, 赤色粘土 や,赤色砂映層よび赤色を品する円映を武ずる 

巨ﾡ層は,多くの場合, 久留米刷および更新世古期の地ﾡ上に重なり, この両附より地置時代の新しい地 

ﾡの分布する と ころには, 二次唯積 と おえられる 赤色土以外の分布が認められなかった こ と,赤色土層お 

よび赤色土層と接する岩ﾡ中の桁土ﾡ物はカォ リ ン鉱物を主体と し, それにイ ラ イ ト が聞 じていたこと, 

鉄 ・ ﾡ土皮分に富むものであって, 特に他の地方の赤色土附の粘土よ り 化学成分的に鉄成分が多かった こ 

と,などから 考えて,本地坂の色土は,色土パがなっている久和米ﾡのﾡ積後, 東新世古期パおよ 

び際 50～70m の高位段丘面 (f山のAi) の形成当時において,鉄,マグネシウム成分に高む母畑 

納川汁岩 よ び行色鉱物を多量に合む化岡岩ならびに これらの風化砕府物のかな りはげ しい風化が行なわ 

れたことに起因しているものと考えられる。そしてその時生成された赤e土。赤色限化皮战,風化科所物 

ﾡ積岡よびそれらの二次推書赤色土が, 現在まで残存している ものと考えられる。

W 総 括

本邦の赤色土の分布について筆者らならびに黒鳥の調在 したものは第 1図のとお り である。

本研究は北海道,新助, 富f山, 商lll, 岡崎, 洲美半んおよび北九州の各地方の赤色土について, その分

布状態および下位用 との財位的関係を明らかに し, かっ赤色土の生成を赤色土と それに ともなう 赤色の粘
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土ﾡおよび砂欧のﾡ積の地史的, 地質的解明と 法士風化の送物学的観点から究明 したものである。

これら各地方の赤色土分布地域における採4的土ﾡ断面のうち36 崎所を選び, それぞれについて, L 

壊版面の各箱および下位脚から試料を採築した。

採集 した試料の全部に対して,示然分析およびX教分析を行ない, さらに必要試料についての也子頭 

微段靓察を加えて, それらの結果から用土な物および松物の同定を行なった. また, 各地地のか色士のB 

身について,土壌冊材の各有ﾡ物の福を知るために, 試材を協別して0.1〜0.2mm の細散を分離して, 

それに含まれる 一次 然 物の 種頼を同定 し, 各ﾡ物の粒数百分止を求めて. 土城母材の 4をりらかに し 

た。また, 代表的試料の 化学分析結果を祐上松 物の同定,赤色上の化学的性實の極, 付に役立. てた

上記の力法により地域別にﾡ討した純果はつぎのとおりである。

( 北海道の赤色土

この地方の赤色土は,局部的ではあるが, 小崎, 上別,社名が, 常日および陸別の各地に分してい 

た。また, 地形的には溶州政丘状平畑面およびそれに接続する丘俊の認斜面.内陸盆地のﾡ刷面iおよび高 

位河栄段 元に抜続する 丘陵の緩斜面に 分布 していた。しかし. 低位河パ段「お よ び更 所 世新期の進税州上 

にはをの存在が認められなかった。

この地方における 赤色土は,赤色格土の積M. 赤色砂mMあるいは赤色風化皮級Mをが性とし, これ 

ら総べてを合めた全赤色刷の厚さは 2m を越すものが多かった。

赤色土の拓士M物は,カ オ リ ン鉱物を主と し,それにイ ラ イ ト を混ずる ものである。

化学成分的には,鉄・ﾡ土成分がかなり多く含まれ SiO/Fea + AkQj が 1.96 である。

赤色 上の分布状憊,祐上区化,推様犬および下位Mとの関巡を地質物学的規点か、ら惚討した結処, 

本地方の も のは. 更新世古期とﾡ定される時期において生皮された著る し く 風化 した古土壌であ る と考え 

られた。

(2) 新泊地方の 赤色土

この地力のホ色土刷および赤色ゆ保Mは, 平野に接 した丘阪および低I地の山開部板斜面に分布 してい 

た。

赤色土は, 一般に赤色砂礫 加 を境にして,その上部の堆積用が一樣に赤色を呈 していて,その最上部が 

赤色土壌刷であった。

この地方の赤色土は,カオリン鉱物とイライ トを合有し, 赤色砂課 的はこれらのほかにギブサイ トを含 

有していた。

これらの赤色土附および赤色ル標府は 餌; 折. 更新世古期のものと 見なされる 地M上に mなっているは 

か,その地用がそれより古い岩ルと接するところでは, 第三紀, 古生刷および花尚岩に爪なっていた。 

そして史新世新期の堆積用上には再堆被物と初められるもののほかは赤色土は存在していなかった。

検討の結栄 こ の地の赤色土は, 史新世 次期の地 必 の形成末期から 更新 山新期層の増地種開始 ま での問に 

おいて生成 さ れ,(げ しい風化を受けた 占土ﾡである と 思われた。

(3 富山および高山地方の赤色土

この地力では赤色砂欧Mは, 三角州および刷状地あるいはﾡ洲にL積 したﾡﾡ岡と考えられている呉羽 

山礫が上に m な っ て 分布していた。

また, 赤色柿土Mはﾡ羽山ﾡ層がそれより古い地層としている地域では,古い地岡上に分布していた 

が.ﾡ川加i期の地Mと推定される山刷の 上に町積物と見られるもののはかは赤色土の存在が認や

られかった。

この地方のホ色土は上記の赤色砂砕刷および赤色諾土Mの上に分布していた。また. 貝羽山 次M 上部w 

に+ホ色の門欧が合まれていた。そiuめえに,赤色土ル上び赤色砂深・称士刷は, 更新世 占 期と考えら 

nている 呉羽山礫m と R位的に さ わめて近師な関連性を もつものであると考えられた。

この赤色土瓶は,カオリン花物およびイライ トを合行していた。

以上のこ とから. この地方の赤色 上は前記2地方と同ﾡはげしいﾡ化をうけたもので,呉羽山映パの推 

a了時期から史折此新期までの間に,貝羽山既Mおよびそれより古い岩別から生成される ものと考えら 

れた。

( 関的 お よ び蓮美半口地方の 赤色土

この地方の赤色 卜は,半品地般では. i〕製Mよび生Mで構成される台地状丘酸よび高位段 

元のl高40〜90mのところに分布し. 岡期およびW橋地城では,海準平妗に接続する丘陵および低山地 

山脚部後斜面に分布 していた。しかし, 内地域ともに,史新世新期の地科および低位段丘のと ころには, 

ホ色 土の二次堆 故肘が点在する にす ぎ なかっ た。

ホ色土W, 一般に赤色ゆ映M上の赤色進積州の上命に発述していた。赤色M の ド位M としては,ﾡ災 

梨M* : びJ巣刷と接する古生M よ び花崗岩が挙げられる。

この亦色土の粘土懸物お よ び土壊超上の 化学的組成は,新鴻お よ び高山地方の 赤色土のそれ とはとんど 

同じものであった。また,次色砂除Mよび下位の岩納には, ギブサイトが含まれていた。

地史的地質的検讨の結果,この地方の赤色土は,測梨州の唯積定了時期か、ら更新世新期刷の催積開始 

時期のに生成されたものであると 方えられた。

(5) 北九州地方の 赤色土

こ の地の赤色土は. ﾡ平野と振I川色. 三 郡山地お よ び水林山地の山脚部 と には さ ま れた「酸地お 

上びf地に分御していた。また, 水臨Ieでは回拠的に見て. 谷浸他の尖泄部用地形のと ころに点在 して 

いた。

このe 上には後久穏米肘および史新世占財の地肘上に歪なる ものと, 変成むおよび花励む上に及なっ 

て分命する ものとがあった。

この地方の赤色 ト.は,他の地域の赤色上と同樣に, F部にホ色ゆ砕岡または赤色門除をずる回藤州を 

ともなう ものと, む石 の赤色限化皮殻をともなう ものとがあった。赤色土の再ﾡ書ﾡの見られることも他 

地方と同梯であった。この再堆積时には忠色上壊 または砂 ・ 粘土脚と 正(居をする ものがあった。

赤色上中の粘土貳物は. カオリ ンﾡ物を主と し, イライト なずるものであった。特に土壊战の下m 他 

のものには, カオリナイトが多く含まれていた。これは下刷位まで松土風化がかなり進んでいることを示 

すものであると考えられる。主た, 鉄分が他の地方のか色土称土よ り多く含まれている傾向が認められ 

た。これは鉄 ・マグネシウム に富む色母姙結 晶 片岩お よ び布色鉱物になむ花ﾡ岩のﾡ化砕用物が, 赤色土 

の田材を構成 していて,それが収映しているものと考えられた。

北九州地方の赤色土生成時期は, 東新世古期の地Mの唯積の終末期から, るの地mの分布地域が陸化し 

た当初ま でのl と 考え られた。したが ってこ の地方の赤色土の生成時期 も,他の地方に分布する 赤色土の 

それとほとん どかわら ないものと考え られる。
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上記のごとく本邦の赤色土は, その分布が北盗道から九州地方にわたっていて, 地形的には, 海州につ 

づく 平野に接統する 丘陵地,高位・中位段丘, 低山地山脚部緩斜面,河州区「に接続ナる山地の級斜 

らびに内陸盆地の用縁坏にかぎられ,標高は各地力により多少県なるが, 40～90m のところに最も広く 

存在し, また, 一定の標高のところに残存していたことが一つの大きな分布上の特であった。

赤色土には赤色砂 ・ 粘土M, 赤色砂摩 財,赤色巨保および赤色風化皮級用の上に爪なっているものと, 

こ う して生皮された赤色土の呼積刷と認められるものとの2種預が区別された。

本邦の赤色上は,前記各地方の ものを通じ,断面形態も, 化学的性質 も,含有粘土鉱物の種い も, さら 

に物理的性ﾡも, 現在成带土壌と して型成多混地に生成される赤色土ときわめて良くﾡ似している。 した 

がっても し本邦の赤色土が成帯土壌 と しての赤色土と同様に気候のじ響によ って生成された もの とするな 

ら, その生成には更新世古期用の増書の初期か、ら更折世新期岡のﾡ積の初期士での問の係が大さな8 

客を与えたものと考えられる。しかし,占気候について も さらには鮮新世一 史新世の地史,地について 

し, 本邦では今後さらに研究の余地が多く残されている。

現在の知, 熬を もって本研究結果をながめる とこの生成時期は, 更新世の阳版期すなわち間氷期か亜間氷 

期であって, それはギュンッ・ミ ンデル間氷期から リス •ヴルム間氷期の間とい う ことになるが, 木邦の 

ﾡ所・更新世の地層の地ﾡ時代決定と古気ﾡの時代定が開らかになるまでは, ギ・ンッ・ミ ンデル木 

期の気が赤色土生成に大 きな邸響をケえたも の と 推定 したい。
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Geological and Mlineralogical Study on the
Formation of Red Soils in Japan.* 

(Studies of Red Soils in Japan 111

Masashi Kidachi** and Masataka OiiNAs**?

(Resume

The present paper records the study of the distribution of red soils in every district of 
Japan and the mode of formation of those soils. In most cascs, there exist just under those 
soils bcds of sand and gravel of a red color and in some cases, there apear redly weathered 
crusts of ground rocks instead of these beds of sand and gravcl. In this paper the study of 
the formation of these redly colored beds and crusts is als。 dealt with.

The distribution of red soils whicl was studied by the writers and KUROTORI is shown 
in Fig. 1. ハs is illustrated by Fig. 1 red soils are distributed throughout the whole area 

of Japan. The fact scems t。 conflict with the general idiea of the soil scientists of this 
cOuntry that this type of soil was formed under the influence of prcscnt-day climatic condi. 
tions, which had been prevailing at least until 1957 when the first report of the writers 
and Kl ROTORI was published. •>

SKI2>reported in one of the classic papers dealing with the distribution of the main 

types of the soil of Japan that soils were grouped in three i.e. poOdzoic soils, brown soils, 
and red soils. Even inthe well-known report of KAMOSHITA 箝 published in English in 
1958, red soils were als。 classified as zonal soils distributed in the southern part of this 
country. In connection with the distribution of zonal soils, studies*) were made t。 divide 
the whole area of Japan int。 three regions where zonal soil types prevailed, and the rain 
factor and the NS-quotient were uscd as a basis for their classification of climates. Natue 
rally thc authors of these papers did not mention the red soil developed in the northern 
part of Japan.

The study on the red soil distributed in Niigata prcfecture Ccf. Fig. 1) situated on thc 

northern side of the middle part of Honshu (the biggest island of Japan's four main islands 
facing the Japan Sea is the first revelation of thc true aspect of the formation of red soils 
in Japan.?) Since then further efforts have been made by the writersand KURoTOR1 t。 find

* This Paper is bascd on a thesis written by KIDCIll whicn was approved in 1961 by the 
Toky。 University of Education for the doctorate degree.

*ゃ Chief Lab. Geology, Div. Soils, Gov. Forest Ex. St., Dr. Sci.
*** Research Counselor, Gov. Forest Ex. St., Ex-Prof. Univ.of Tokyo, Dr. Agr.

OIMASA, M., K( <ro roRif T. and KIAcH!, M.: Redsoils of Niigata Prefecture (Studies 
of red soilsinJapanD. Forest Soils of Japan (Rep. Gov. Forest Ex. St., 8,(1957)p.1.

2)SiK1, T.: Bodenkartc Gross japans. Ernalir. der Pflanz., (1938 p. 31.
3)KAMOSHITA, Y.: Soils in Japan. Miscell. publ. B. No. 5 (1958), NationalInst.ofAgr. 

Sci. Tokyo.
">KUsAKAnE, M.: Zonal Soil of、Japan studicd from thc viewpointof climatic classifica. 

tion based upon ain factor and NS quotient. Nogaku (Jour.Agri. Japan, 2, (1918) p. 432.
Kanno, I. ： Corrclanon between soil typcsofJapan and NS quotients and rain factors. 

Jour. Sci. Soil and Manure, Japan, 20, (1919 p. 21.
?) A brief reference of the,relicnature ofthe red soilofJapanwas made byWiL.oE in bis 

books publishedin 1916 2nd 1937,but the detailed description ofthe studywas not available 
in spite of the writers efforts to obtain them. cf. Wi.Ds, S. A.: Forestsoilsand plant 
grOwth (1946. : Forest Soil (1957).

WIL.DE
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out the mode of formation of all red soils in Japan, and recently a report was madc0) on 
the study of red soils devclopcd in Kyiishi Csouth extreme island of Iapan's four main 
islands and in some other regions. As the results of those further studies, red soils 
which occurred in all the investigated regions were found t。 be formed in the geologic age.

As for the places where red soils occur, another prominent characteristic was observed, 
that is, the places of the occurrence are restricted t。 certain altitudes in n certain region, 
For example in Hokkaid。 (the northern extreme island of Japan's four main islands. cf. 
Fig. 1 at 60～200m and 300 m ; in the Tohokudistrict Cthe north eastern part of Honshu 
island, cf. Fig.1 at 150m, 200～250m, 450m and 500～600m; in the region including Ni- 
igata and Toyama prefectures (northern side of the middle partof Honsha island facing the 
Japan Sca. cf. Fig.1 below 150m; in Takayama basin of Gifu prefecture (central high 
mountain region of Honshu island. cf. Fig.1 at 960m; in Tokai district (the southern 
side of the middle part of Honsha island facing the Pacific Occan. cf. Fig.1 at 120m, 

200～300m and 500～600m; in Chugokudistrict (the south-western part of Honshu island 
cf. Fig. 1) at 150m, 350m and 600m;in the northernpart of Kyisha district (cf. Fig. 1 
below 100 m and at 200～250m; in Shikoku district (the smallestisland of Japan's fourmain 
islands situated close to Kyasha. cf. Fig. 1 at 150m. Moreover, red soils of Japan are 

not developed uniformly in a certain region but are distributed like dots sharply differenti- 
ated from the surrounding soils.

Considering the distinctive features mentioned abovc concerning thc distribution of our 
red soils, the writers camc to the conclusion that there exists no close correlation bctween 
the formation of red soils and the present-day climate of cach region. The main object of 
this study is, therefore, to ascertain our conception that the red soil of this country is not 
the soil formed under thc influence of the present-day climate, and cfforts were madc by 
the writers to find out thc true aspect of the mode of formation of this soil in cach region.

The following regions were adopted asthe fields ofstudy, i. e. I Hokkaido, II Nii- 
gata region, II the regions of Toyama and Takayama, N Tokai district, and V the northern 

part of Kyushu.
The distribution and the stratification of red soils as well as the underlying tbcds of a 

red color were studied precisely in each region. In all, 36 profiles were chosen among thc 
typical profiles developed inthese regions,and samples for both mineralogical and chemical 
analyses were taken from each horizon of thc soil profile and its underlying bed of rock 

products. Thc differential thermalanalysis and the X-ray analysis Cpowder method were 
adopted to all of the samples, while the microscopic observation, the electron microscopic 
examination, and the chemical analysis were carried out on some of the samples when need- 

cd. The methods adopted in this studyare as follows:
(1 Microscopic observation

Microscopic observation of fresh rocks was undertaken by the ordinary method using 

thin sections.
In the ease of the observation of soils and weathered crusts of rocks, 2cm3 size of 

soil blocks or 1cm3 size cut portion of weathered rocks were used for making thin 
sections, Each block of soil or each cut portion of the weathered rock was dried 

carefully at40°C and then put into the glass tube. An adequate amount of methyl- 

mcthacrylate t。 cover thc sninple was poured into the tube and a number of tubes 
prepared in that manner were placed in a desiccator and vacuumed at times t。 let thc 
solution penetrate the sample completely. After keeping thc tubes at ・10～5°C for 40 
～45 hours in a thermostat, the methylmethacrylate was polymerised by decreasing 
the temperature by 10°C. Samples of soil and rocks thus prepared were cut int。 thin 
sections and used for microscopic examination.
Sometimes 0.1～0.2mm fraction of the B-horizon of the profile was senved, treated 

byhydrosulfidc and was usedas a sample of opticalobservation.
Microscopicobservation of primary minerals contributed not only to thc identification 

of the soil forming rock butals。 the estimation of the degree of rock weathering.
(2) Differential thermal analysis.

Fractions below 2 of the samples were used to get D. T. A. curves.
(3) X ray analysis (powdermethod.

Inthe case of the soils <2/fractionwasused for the analysis. In the case of thc 
weathered products of rocks thc fraction which passed through a 325 mesh sieve was 
crushed into particles <5 in diameter and used forthe study.

The X-raypowder data for the samples of both soiland rock were obtained using 
Fe Ka radiation and Cu-Ka radiation respectively.

(4) Chemical analysis.
<2 fractions were uscd forthe determination of thc total amount of Sio., A1.0,, 

Fe.O, andTiO..
It can be supposcd that the different colors of reddish soils are correlated to thc kinds 

of minerals of hydrated iron oxides present in these soils. Incomplianeewiththissupposi. 
tion,the iron oxide minerals inthe Soils of different colors were identified by the X-ray 
powder method, and thc colors of soils were compared with the kinds of minerals contained 

in those soils.
As the result of this study, itbecnme clear that the soil whose color corresponds to 10R 

or 2.5YR ofthe Munsell's color chart contained mainly Hematite and Goethite and a few 
Lepidocrocite, thc soil of 5YR in color mainly Lepidocrocite and Goethite beingaccompanicd 

byHematite, and the soil of 7.5YR～1OYR in color mainly Lemonitc accompanied by Goc. 
thite, Lepidocrocite and a veryfew Hematite. Some results arc given in Table 7.

This fact enables us to presume thc kinds of iron minerals present in the soil only by 
observing thc soil color, and as the color ofthe red soil of this country in general corres- 
ponds to 10R or 2.5YR of the Munsell's color chart,ratherstablekinds of iron min- 

erals are conceived t。 be contained in thc soil. T。 examine the stability of iron minerals 
present in the red soil of Japan, red soils of different regions were heated at 400°C and 

8o0°C respectively for 5 hours, and asロ result the stable nature of the minerals coiained 
in the red soil was ascertained.

Some details of this study arc given in the following chapters.

s KUROTORI, T. and OHMASA, M. : Redsoils and their accompanying blacksoils in Kyusha 
(Studies of red soils inJapan ID., Forest Soils (Rep, Gov. Forest Ex. Su., 13, (1963.
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I Red soils in Hokkaidoラ)

As was statcd above, Hokkaid。 is the northern cxiremne island of Japan's four main 
islands lying bctween 41°30' and 45°30' north latitude (cf.Fig.I) and the present-day 
climatic conditions of this region arc not always adequate to the formation of red soils.

As the result of a broad soil survey in Hokkaido, red soils whose profile features were 
similar in every respect to thosc of red soils found in the southern part of Japan were detected 
in several localities. The distribution area of red soils in these localities is given in Table 

4. Fig. 2,Fig. 3 and Fig.4 show the distribution of red soils in these localities together 
with the distribution of rocks.

The mode of occurrence of red soils found in these localities is peculiar and indicates a 
certain characteristic; i.e. they develop both on the flat plains of coastal terraces and on 
the gentle slopes of adjoining hillocks or on the colluvial slopes of marginal hills of basins 
or on the gentle slopes of hillocks adjoining highest river terraces, They develop neither 
on the plains of lowest terraces nor on the surface of young Pleistocene deposits, but develop 

on Neogene or Palcogene sedimentary rocks or on the colluvial deposits of basalt.
Another characteristic of the mode of occurrence is that the soil develops on a bed of 

clay sediments of a red color or on a bed of redly weathered sand and gravel, or on a redly 
weathered crust of the underlying rock. In many cases the wholc thickness of all rcdly 
colored horizons including thosc of the red soil is more than 2m.

The results of the microscopic examination of red soils described above are as (ollows 
(cf. Phot. 2 6.

i Red soils found at Otaru locality (cf. Fig. 5 contain rounded quartz grain and 
strongly weathered hornblende and plagioclase, the outer portion of which had changed into 
dark brown substance. This fact indicates that the red soil of this locality was formed 
from the sediments of weathered detritus.

ii In the thin sections made from the rock fragments buricd at the depth of ca. 1 in 
of the red soil of Shanabuchi locality, strongly weathered plagioclases were detected. 
Other minerals in these rock fragments could not be observed but substances of a fresh red- 
brown color and a very few crystals of plagioclase were detected. In the thin sections 
made from the red soil of the same locality n。 minerals, but OnIy somc striped patterns 
could be observed.

Considering these facts and the results of the field investigation the red soil of this 
locality, its thickness being more than 6m, is thought to bc derived from the crept de- 
pOsits or the secondary sediments of the strongly weathered products of basalt.

iii Fragments of albite-trachyte and greywacke or calcitc vcins, all of which were 
surrounded by substances of a light red color, were observed in the thin sections made from 
the red soil occurring in the locality of Rikubetsu. The aspects of these thin sections in. 
dicate that the reel soil of this locality was made in two ways, i.c. one was made in site

う)KrTAGAwA et al. reported that the red soil of Hokkaid。 was the relict soils presumably 
formed during Riss/Wuirm interglacial age.
cf. KrrAGAWA, Y., MATSUNO, T., KoNDo, Y. and SAKUMA, T.: Relict red soils Cwea- 
thering crust) in the coastal region of the Okhotsk Sea. 1. Modes of occurrence and profile 
characteristics. Pedologist, 6, (1962) p. 58

KIrAGAWA, Y., MATSUNO, T., KoDo, Y.and SAKUMA, T.: On the relict red soils 
(weathering crust) in Hokkaido. 1. Modes of occurrencc and profile characteristics. Jour. 
Civil Engin. Ex. Sta. (Land Rec.Bureau,115, (1963,p.1. 

fromn the strongly weathered products of sedimentary rocks which were mnetamorphosed by 
the action of the hydrothermal solution coming out of the intruded igneous rocks, and the 
other was dcrivcd from the secondary deposits which were transported from the original 
place wherc the red soil was formed.

As is shown in Fig. 1 and Table 5, 6, clay minerals of reel soils distributed in the 
localities above mentioned consist mainly of kaoline minerals which are often accompanied 

by illites.
Gcological, mineralogical as well as pcdological study of the distribution and the modc 

of stratification point t。 the fact that red soils of these localitics were formned in the old 

Pleistocenc period at a certain placc.

II Red soils in Niigata region
The study of red soils in Niigata region (cf. Fig. 1 has already been reported in 

detail®). The distribution and the profile feature of the reel soil are given in the following 
figures.

Name of locality Distribution of red soils Soil profile

Shibata Fis.11 Fig.14, Fig.15

Muramatsu Fig.ie Fig.16. Fig.19

Nagaoka Fig. 20 Fig. 22, Fig. 23
Fig. 24, Fig. 25

Tokamachi Fig. 26 Fig. 27

Takata
1 Fig. 28

The distribution of the red soil traced on the map of summit plain is shown in Fig. 
29.

As was reported in the previous paper, red soils and their underlying bcds of rcdly 
colored sand and gravcl are distributed on the hillocks immediately adjoining the plains 
and on thc gcntle slopes at the foot of hills (cf. Fig. 12, Fig. 17 and Fig. 21う.

In general thc sediment which lies on thc bed of rcdly colored sand and gravel is 
thoroughly colored rcd, the uppermost part of it devcloping as the rcd Soll.

Tablc 10, Table 11 andTable 12 showthe kind of clayminerals present in the red 
soils of this region and their underlying beds. From thesc tables onc mnay recognize that 
kaoline minerals and illites exist in many of the horizons of thesc soils and als。 not only 
these clay minerals but gibbsite exists in the beds of redly colored saundand gravel.

Most of l he red soils of this region and theirunderlying bcds of rcdly colored sand and 

gravel lie onthe strata developed during the period of Plio-Pleistcene9>and some of them 
lie onthc Palaeozoic formation or on the granite. No red soils other than secondary de. 

posits are recognizcd on the formation of young Pleistocenc.
Those facts stated above led the writers t。 the conclusion that thesoilof thisregionwas 

derived from the products of drastic weathering of rocks during the period of the end stage 

of the formation of old Pleistocene slrata.

s> OflMASA, M., KuRoronu, T. and K1DACH1, M. op. cit.
9)Geological study of this area has not been intensive, consequently the exact age of the 

development of these scdiments still remains uncertain.
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III Red soils in the regions of Toyama and Takayama

The red soil of these regions lie either on a bed of redly colored sand and gravel or on 
a bed of red clay. The former bed is the layer underlain by Kurchayama conglomerate 

strata (formed in the period of Pliocene-old Pleistocene which are thought to be the sedi. 
ments deposited on the delta or the fan or the lagoon, while the latter bcd is the layer 
developed on the Pre-Diluvium strata adjoining Kurehayama conglomerate strata. N。 red 
soils except the secondary deposits arc found in the area where the deposits younger than 

old Pleistocene occur.
Fig. 33 shows the distribution map of red soils as wcllas geologic stratain the region 

of Toyama, and Fig. 34 and Fig. 35 show the relative pOsition of thc bed of redly colored 
sand and grave i and thc bed of red clay. The distribution area of red soils and strata of 
old Pleistocene in Toyama and Takayama regions traced on the map of summit plain is 

shown in Fig. 36.
The field investigation proved thc existence of redly colored gravels in the uppcr layer 

of Kurehayama conglomerate strata, and this fact indicates the relationship between these 

strata and the bed of redly colored sand and gravel.
Table 15, Tabl 16 and Fig. 37 showthe kinds of clay minerals of the red soil of this 

region and illustrate that kaoline minerals and illites existin the soil just as in the casc 

of other red soils found in other regions.
As thc result of the studies mentioned above, the writers came to thc conclusion that 

l he red soils of these regions were derived fromthe strongly wcathered products of Kureha. 
yama conglomerate strata or of the older strata during the period between the final stage of 

the completion of forming Kurehayama conglomeratc strata und the initial stagc of forming 
young Pleistocene strata (cf. Fig. 31, Fig. 35 and Table17.

IV Red soils in Tokai district

Intensive survey of red soils in this region was carried outby KURoroni and the wri- 
ters, and some results were cited in the report published previouslylo).

Red soils of this district arc distributed extensively in thc areas surrounding Isc-Bay 

(cf. Fig.1) and typical mode of occurrence can be seen both in Atsumi Peninsula and the 
locality of Okazaki-city. In Atsumi Peninsula red soils develop on plateau-like hills or 

on upper terraces of 40～90m hight. In the localities where Okazaki-city and Toyohashi - 
city situate they occur on the hillocks immediately adjoining the plains or on the gentle 
slopes at thc foot of hills. On the stratum of young Pleistocene and on the lowest terrace, 

onlythe sediments of transported red soils can be observed as being scattered like dots.
Thc distribution of red soils and rocksinthese localities are shown in Fig. 38 and Fig. 

39, Fig. 39 indicates the distribution area of red soils traced on the map of the summit- 

plain (cf.Fig.45〕.

The red soil of these localities is developed on the redly colored deposit underlain by 

the bed of redly colored sand and gravel which lics on Atsumi formation or on both Palco- 
zoic straium and granite adjoining the formation.

From the facts mentioned above a conclusion can be drawn that the red soils of these 
localities were formed during the period between the final stage of thc completion of sedi.

10>KUROTOR!, T. and OHMASA, M. op. cit. 

mentation of Ausumi formation and the initial stage of the formation of young Pleistocene 

strata (cf.Table 22).
The kinds of clay minerals present in the soil profile as well as the chemical properties 

of these red soils are very similar t。 those of red soils found in Niigata and Toyama regions 

(cf.Table 19, Table 20,Table 21 and Fig.4o).
Gibbsites cxist in the bed of redly colorcd sand and gravcl and als。 in the weathered 

crust of thc underlying rock.

V Red 8oils in North Kyushu'l?

Somc details of the study of red soils present in this region was reported in the preceding 
papcr'2), s。 that mainly thc results of additional studies are written in this communication.

Red soils of this region are distributedonSeburi mountainsand their neighboring plains 

and on thc gentle slopes at the foot of Sangun and Min。 mountains as well as hillocks and 

tablelands adjncent to them. From the broad viewpoint it can be said that the red soils 
found in the region of Min。 mountains occur dot-like on the concarvities developed at the 

tips of some valleys. Fig. 46 shows the distribution area of red soils of this region traced 

on the map of the summit-plain.
The soils under discussion lic on the abration surfaces made by the transgression in the 

period of Gokurume crustal movement or on the surfaces of thc formation developed in old 
Pleistocene. They occur als。 on metamorphic rOcks and granites.

Just like other red soils distributed in other regions, thc red soil of this rcgion is oftcen 
accompanied, below it, by the bed of redly colored sand and gravel or the shingle bed con- 

taining gravels of a red color orthe redly weathered crust of underlying rock. Sometimes 
it deposits sccondarily on thc surface or between the horizons of other soils after being 
transported from the place of development. Such type of red soils can als。 be detected in 

betwcen Iayers of sand and clay of other cOlors.
Fig.47～51 illustrate the mode of occurrence of the red soil of this region which is 

exactly similar t。 that of the soils distributcd in other regions.
Clay minerals foundin the red soil of this region are mainly kaoline minerals which 

frequently accompany illiies. Especially in the lower horizons of the soil kaolinite pre- 

dominates, indicating the advanced weathering of clay.
Comparing thc chemical composition of clayractions of red soils occurred in different 

regions one may detect that the very soil developed in North Kyushu is rich in Fe. This 
phenomenon may be caused by the fact thc soil of this region was formed out of parent 
materials derived from thc detritus of micashists or granites both rich in Fe and Mg (cf. 

Tables 23～26 and Fig. 52.
The results of studies hitherto stated may reveal thc fact that thc red soil of North Kyushu

・) Rccently MATSUI made a soil survey in thc Chikag。 Plain, North Kyashn t。 ascertain 
thatthe red soil of this region is a relict one, the fact bcing suggested by KuROTORl and 
Kidachi and agreed with our opinion cxcept as t。 the age of formation ofthis type of soil. 
As forthe age of formation he presumed Riss/Wuirm interglacial age.
cf. MATsut, T.: A preliminary report on mode of occurrences and palaeopedology of red 

soil around Chikugo Plain.
..... Palaeopcdological studies on the pedogenesis of red soils in South-West Japan. 1 
Miscel. Rep. Res.Inst- Nat. Res. 60, (.1963) p. 1

12) KuRoToRl, T. and OHNASA, M. op. cit.
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was formed during the period bctween the final stage of sedimentation of the strata of old 
Pleistocene and the initial stagc of uplift of these strata.

Summary of the results of studies carried out 
on red soils distributed in the regions stated above.

In Japan's four main islands, from the northern t。 the southern extreme island, the 
topographic features of the occurrencc of red soils are alike, i. c. they occur i on the hil- 
locks immediatcly adjoining the planes extending to the sea, iiう on the high and middle 
lcvcl terraccs, iiiう on the gentle slopes of hills adjacent to rivcr terraccs, and iv on peri- 
phery areas of inland basins.

The place of occurrence of the red soil traced on the mapsof summit-plain indicate the 
fact that this kind of soil devcloped close to the sea or the lagoon or the lake. The fact 
suggests to us that a drastic decomposition of rocks occurring both in and out of the water 
is a necessary condition to form the red soil.

It is als。 worthy of note that the place of occurrence of thescsoils is confined tocertain 
altitudes in a certain region as was previously mentioned, the most cxtending occurrence 
being observed at an altitude of 40～90m.

The red soil in every region lies on a bed of clay and sand or a bed of sand and gravel 
or a shingle bed, and all of these bed-forming matcrials are red colorcd. It sometimes 
develops on the redly weathered crust of rock. Naturally the sccondary deposit of the 
transported red soil can be detected.

Morphological features of the profile as well as the kind of clay minerals present in 
the profile and in addition the chemical and physical properties of this kind of soil are 
exactly similar to those of the zonal red soil. The fact that red colored gravels exist in 
the upper layer of Kurehayarna conglomerate strata and the underlying gravel beds in somc 
places consist of gravels both of a red and of an original rock color suggests that the wea. 

thcring took place on land at lcast for a certain length of time. If the soil under discussion 
was formed by the influence of climatic conditions just as the red soil of to-day, such soil 

would be formed under thc influence of the warm climate during the period between the 
final stage of thc completion of sedimentation of old Pleistocene strata and thc initial stage 
of sedimentation of young Pleistocene strata.

However, as the comparative study of formation of the strata in qucstion has not been 
intensive, and the age of formation of some of the strata bclonging to Pliocene or Pleisto- 
cenc still remains disputable in this country, thc exact age of thc formation of the red soil 
of Japan cannot be determined.

So far as this study is concerned, of the tw。 warm periods of Diluvium i.e. Giinz/ 
Mindel and Riss/wurm interglacial agcs, the former age is to be conceived as thc more 
probable period of red soil formation.

Plate 1—

Phot. 1 L:別市iけ近の赤色: 地点ボ1
Profile of red soil near Shibetsu city, Hokkaido.

Location No. 』

Phot.19 呉羽山赤色故疎a 

地点番サ 20
Kurchayama red sand and gravel 

bcd near Toyama city, 
Location No. 20

Phot.23 岡崎百々の赤色土断而

地点番号 29
Profile of red soil near Okazaki city.

Plot No. 29

Phot.24 岡崎 百 々 の花命岩の赤色限化

Red weathering granite at D3do 
near Okazaki city. Tokai district.



—Plate 2 - Plate 3

Phot. 27 メ半』だケ池のかC上:のI所山i 
P'rofile cf red soil ofAshignike 

(Atsumi peninsula).
Plot No. 31

Phot. 2 小のかC 1:の挑i品ジ」C 

Microscopic photograph of red 

soilof Otaru.

Phot. 3 小®のつか色上:の比改ダドに 
Microscopic photograph of red 

soil of Ouaru.

Phot.26 岡崎 の 赤色砂映肘
Red sandand gravel bcd at Okazaki, 

(Tokai district).

Pho.,29 大行の赤色の州の面i 地 32 付近
Profile of red sandstone bcd near Plot No. 32 

at Oishi (Atsumi peninsula).

Phot.4 社名洲のホC Lの!改祭ゲドバ
Microscopic photograph of red 

soil of Shanabuchi.

Phot. 5 社名渕の玄武好の顕微鏡り真 d

Microscopic photograph of bosalt 一 
of Shanabuchi. ・・>

Phot 7 北都道の赤色土の位千類欧銃野真
Electron micrograph of red soils in Hokkaido 

小的 Otaru *12,000

Phot. 33 天伯原の赤色砂除ル
Profile of red sand and gravcl bed of 

Tenpakubara (Aichi prefecture).

Phot. 6 印別の赤色 上の即微繊写典
Microscopic photogragh of red 

soil of Rikubitsu
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Phot. 10 f 谷 Sugatani Phot. 11 i.I・公野F ljimino
赤色並:BMの細代の顕徹究以バ Microscopic photographof the finesand fractions 
(0.2～0.1 mm) of B horizons of red soils (Niigata prefccture

Phot. 14 ! Higashikatagai

—Plate 5 —

Phot. 12 村松・別所 Muramatsu Phot. 13 愛il! Atagoyama

Phot. 15 屮 II 町 Katagai

Phot. 18 ; 111 Takada
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,小色砂賺M
Re9 sand 
and gravel 
bed

Phot. 25 岡崎, 明大#の赤色砂際M 
Red sandand gravel bed underlain by 
red soil at Okazaki (Tokai district.

Phot.2S 人石の ホ色 ゆ様料地点耐 号 32
Profile of red sand and gravel bed.
Plot No. 32
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Phot.30 回I町Ti々の赤Cゆﾡ
Cﾡ土ル と 小色砂強 と の Ih?

Membcr of alternation of rcd clay 
aind reddish sand, gravel.

Phot.31 二川の赤色ゆﾡﾡ 地点番ラ 35
Profile of red gravel bed at Futagawa 
(Aichi prefccture). Plot No. 35
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Phot. 32 ゲ以31の派C影 Red gravcl ofPhot. 31

Phot. 37 "以!36のDー・簡5
Partoflagerof Phot. 36

が戦 f5,
of Tcdl oraInge

黄 色
l'artof ycllow

紅 C. f;
Pari of rOugc

な 色 部;
Part of red

white
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Phot.

The 
Umi 
Plot.

シニー*

: 町け近の小色保なずるl険M
地け 3

shingle bed included red gravel near 
town (Fukuoka prefecture.

Phot. 34 山 ノ神の 赤色 土 地点高分 38 
Profile of red soil at Yamanokami 

(Fukuoka prcfccture.

Phot.36 名島の赤色ざと砂料のI刷の断面
Profilc of member of alternation red 
shale and sandstone at Nazima 
(Fukuoka prefecture).
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Phot. 39 以台の赤上呼面地点番け54

Profile of red soil atKoradai 
(Fukuoka prefecture). Plot No. 54

Phot.

Phol: 38 のお色確W川面地点号50
Profile of redconglomerat bed at Kuroiwa 
(ドukuoka prefecture. Plot No. 50

。%%

B .R 
horizon

赤色円棵战
Red gravel 
bed

旧旭村向の赤 上断町 地点番号 
e of red soil at Shirakabe 
prefecture). Plot No. 58

Phot: 40 7呉台の赤凸士の
Mode of occarrense of red soils at Koradai (Fukuoka prefecture).
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